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日本所在のルドンの作品　　　　　　このルドンの作品日録の成立の事情は『美術手

一
デッサン．パステル．油彩画＿　　　　　帖』1968年1月号に寄稿した「口本にあるオデ

黒江光彦　　　　　〉二㌶㌫謂難警；㌻三
〇dilon　Redon　dans　les　collections　一著「オディロン・ルドン』（Klaus　Berger：

．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Odilon　Redon，　McGraw－Hill　Book　Compa－
Japonalses
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ny，　New　York－Toront－London，1964）の油

一
dessin・pastel・et　peinture　b　Phuile一 　　　彩・パステル・素描作品の・・総目録・・の一部と

par　Mitsuhiko　Kuroe　　　　　　　　　　　して，［1本所在の作品についてバーガー氏より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依頼されたのが，直接の動機であった。当時，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かねてより科学研究（総合研究）の一環として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印象主義の画家たちを中心に日本所在の作品目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録の作成をすすめていた富永前国立西洋美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長の指導助言のもとに，他のスタッフの協力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を得て，小生がルドンの作品調査を担当した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーガー氏の依頼と同氏の著書の発行まではあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まりにも短時間であったため，日本から送った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料は，同氏の著書の‘‘総目録”（181頁より237

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁まで）には‘‘割込み”の形で収録され，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべてをつくしているものとはならなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後バーガー氏の計らいによって，本邦所在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のルドン作品は『ルイユ』誌1965年12月号に紹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介された（Odilon　Redon　dans　les　collections

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’aponaises　par　Klaus　Berger，　dans　1’Oeil，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n°132，d6cembre　1965，　pp．28～35）。前述し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た『美術手帖』1968年1月号のルドン紹介もフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランスの月刊美術誌と同じような意図をもって
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編集部独自の調査にもとついて作品の撮影に当　近年日本で開催されたルドン展にはすでに日本

り，その企画に対して拙稿を求められたのであ　　の収集家の許から数多くの版画が出品されてい

る。私はその中で，副題としてく日本における　ることを指摘するにとどめたい。石版画集『聖

西洋美術の研究をめぐっ℃とつけたように，　　アントワーヌの誘惑二『聖ヨハネ黙示録』『ゴヤ

この種の作品調査研究の意義をのべたのである　に捧く㌔　「お化け屋敷辿があり，一枚刷りの石

が，その趣旨はこの目録に対しても生きている。　版画の「ブルンヒルデ（神々のたそがれ）』　『輝

以上のような事情から日本所在作品のSS総目　ける横顔ゴ仏陀：Lr耳』一花の中の少女∠，ドラ

録’tの発表に先17：って二つの紹介がなされた訳　　イポイントのこ小さな僧二などがすでに日本に

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　もたらされており，とくに版画はこれからもか

この調査研究の動機はともあれ，一般的にいっ　なりの数がわが国に入ってくるものと考えられ

て日本にもたらされた西欧の美術作品の所在を　　る。目録中，所蔵者についての詳細を明らかにで

明らかにしておくことは，西洋美術研究にたず　　きないのは，日本の現状ではやむを得ない事情

さわる者の恒常的な課題である，当館年報ne2　からであるが，旧所蔵者の一部が明らかなこと

における：［」本所在のクロード・モネの作品二に　　だけでも，海外の美術品の受容の歴史を考える

つづいてここにルドンに関する資料を公1：iJして　上で興味のあることである。とくに1920年前後，

研究者と愛好者諸氏の参考に供する次第である。　松方幸次郎氏や大原美術館の委嘱をうけた児島

この研究の最終的な日的は，世界各地に散在す　虎次郎氏らがバリなど，ヨーロッハのll∫場で自

る作品の総合的調査に合流することであること　山に作品を買い求めることができた“よき時代”

は論をまたないのであるが，その合流の過程に　に，日本画系の諸氏がすぐれたルドンの作品を

おいて資料的に批判をうけ，作品が正しく位置　　購入されたことは注目されよう。

づけられることとなる，共通の資料として多く　終りに，貴市な蔵品の調査や撮影に格別のこ高

の人びとの研究の一助となれば幸いである。　　配をドさった所蔵者各位および調査に際して諸

さて，この目録は，ノレドンのデッサン・パステ　　々の情報や便宜を与えてドさった各位に対して

ル・油彩画に限られている。ルドンの広大な芸　厚くお礼を申し．トげ，これからの調査研究に対

術領域である版画が含まれないのは大きな“手　しても変らぬご協力をお願い申し上げる次第で

落ち”でさえあるのだが，これは他日を期して，　ある。

もう少し調査の時間をいただきたい。ここでは
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

本を11売むケンタウロス　　　　　　　　　　　　　　　LE　CENTAURE　LISANT

鉛筆，紙，0．475×0．37m　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crayon　sur　papier；H．　O，475；L，　O，37

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sigll詮en　bas　a　droite：ODILON　REDON

展覧会：1966年くく．セザンヌ・ルノワール・ルドンリせ名　EXP・‘‘Ctizαnne・Rettoir・Redon’・1966’Nagoya・

・！・｝ls．，　［一）（［eiitf｛li　s］s　g　　　　　㌦llrll。u，　B。，、。，，θ輌R。、一，1964。。，．11、’

文献・K．バーガー財テ，・．・・しi・ン、1964年ll　737a・．□0弓d《・b・Yl965・n’」132・1・一一35・Fig・
録翻737。、・ルイユ、1965・｛、12肘n－132，35頁，13・伽ぶ・・’7ecん゜・Janv’e「1968・「ep「°d”it

図版13；「美術手帖□1968年1月り±，図版　　　　　　T°ky°・Collection　K・Nakagawa

東京　中川氏蔵
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．灘嚢

「　　パニ』

2

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

メルキュール（柱頭1iの有翼レ）首）　　　　　　　MERCULE（7’（；te（til（；e　sur　tLtL　crhapite（Lu）

　　　　　　　　　　（1880“・iころ1ハerg・・rによるノ　　　　　　　　　　　　　　　　　〔c．1880　dラap沁s　Berger）

コンテ，着色の紙，O．45×O・36tn　　　　　　　　　　　（；r’tl｝－c）1’1　C‘川【6　tS　tl　1’paT）ier　teint；H．　O，4（）5：L．　O．36

右．ドに署名（柱頭D　　　　　　　　　　　　　　　　sigl16　ell　has　tl　droite（sur　le　chal疽eau）：ODI－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LON　REDON

讐．：鷺竺，跳謬；llilil；㌶ド黙。忽　1㌶鴇戸胤1｛・撚麟

．蝋・K…一・一オテ・・ン・・しrン・196・’・i・1・．H臨C⊃21。uq，　Be，g。，、θ∂、～。n　Red。tl，，1964，，。。。」

録番～ナ584a：『つレイユ＝1965年12月り’11」132・34▲’1・　584a：rOεi1，　d6cernbre］965，　n°132．　P．34，　Fig．

図版12；［一美術r・帖．d968｛ld　JIり・，図版　　　　　　12：Biiutstt一τe（・1zθ，　janvier　1968，reproduit

東京　　中川氏蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Colle《・li（，11　K．　Nakagawa

5



　’、い、・・こ講i総i，1、1べi・　．　　さ　バ　　、　　　　　　∴

轟灘翻繋驚、．ゴジ∴・：轟晦繰：塾・

難熔　．

妻難
ミ灘醗

苺
欝議

影灘1

　　　

欝灘
驚購

灘ぽ

…’ …＿・演　　t　・一芸…Pバ’鰍川い　灘』一噛・』…　　　』　　「ド　　・　・’“・㌔

3

3　　　　　　灘灘ii鱒懸鵜蕪懸lll
デッサン（足を水にひたして物思う女）　　　　　　　、　　．　　　　　．．．「鷺i灘鱗繋灘

鉛筆，紙，・・195…24m　　　　　　，，－　1．．．．，「　・薫、、藩垂∵・罫

中央下に署名とas　V◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　・煕願一一

東京，個人旧蔵

展覧会：1954年《ルトン展・〉東」i！，求ELI堂画廊，19。。年

《世界名作美術展》大阪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

神戸　個人蔵

3

Sign6　et　num6rot6　en　bas　au　milieu：ODILON

’ぷ㍉

Kyuryudo；Exposi‘ion　des　cん（ゾ5・d’oeu・vre　duルlonde・　　　ぺ　、　　　’・　　’・㌃ご、ンニ生㌘パご癖欝

1955，0saka　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　三　　・已　・パ　メ∵・．t、・、云、パぼぷ．＿．，＿、。．

K。b6，　C。llec、i。。　p，i。6e　　　　　薫鰹灘欝麟”‘麟轡藻鷺鶏・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○籍…　鱗，　㌧，…饗灘難・11灘欝謙’

4
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　　　　　　　　　　　　　　とぶ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．

　　　　　　　　　　　　　　　　”；

　　　　、　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，1’　；t，’　　・“・

　　　　惑i口1　　　　　二．．一ぐ三．ぷ趣搭．ン　　　　　、di　．．．

シ：義轟姦・論茎鍮譲∴嶽議二義轟齢、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　マ　　　ふ　　　　t－－’　　に　”　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　“　’ピぎ一竺鱗㌔wぷ一ぺ．

　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．メ為　”／／1　・

　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　s．．

藁　1’璽．　　　　　　・灘　
．

　　醗霧：

．r寮謬’
．・ s　　　　医馨苦一難攣箋轟ξ、

鱒鶏1．．騨琴灘華蒙：

　　　　　　’　一　一咋饗㌻㌻㌻「パ　”s　べ　・　　’鼎”　　・・ぷ♂　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ　　　　　　　．，　　　，二
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4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

女の顔　　　　　　　　　　　　　　　　　デッサン（水辺の女）

鉛筆，紙，0・25×0・19m　　　　　　　　　　　　　　鉛筆，一’部白グワッシュ，紙，0．202×0．272m

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名

1921年パリにて現所蔵者の父購入　　　　　　　　　　1921年パリにて現所蔵者購入

展覧会：1954年．ルドン展＼東京，求竜堂画廊　　　　　京都　小野氏蔵

文献：『ルイユー：1965年12月り’1ゴ132，31頁，図版6；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

『美術手帖∫1968年　1月号　図版　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DESSIN（Une　femmeαu　bor（1∂e　l’eαu）

東京　個人蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crayon　sur　papier，　rehauss6　par　les　touches　en

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gouache：H．　O，202：L．0，272

TETE　DE　FEMME　　　　C隠e㍑li漂凱：P｝と？ぽC9営。。　ac，。。、

Crayon　sur　papier；　H・0，25；L・O・19　　　　　　　　　Kvoto．　Collection　Ch．　Ono

Sign6　en　bas　a　droite：ODILON　REDON　　　　　　　　’
Achet6　a　Paris　ell　l921　par　le　pさre　du　4・ollectiori・

neur　actuel

EXP・Exposition・dp　Re　1θn，195－L　Toky《）・Galerie

Kyuryudo
BIBL．　L’　Oeit，　dft／cernbre　1965．1］．」132．　p．31．　Fig．

6；BE／utsu・Techo，　janvier，　1968，　reprodllit

Tokyo，　Collection　priv6e
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↓

デッサン（岩山の中の物思、う女）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五ヂ：｛｝i，　ポ氏，　0．228×（，．2hm

撃議　・　　　　左ドに靴祝”右下に制’

　　　　　　　　　　　　　　　　　，三ぶ．　　　　古屋・図録翻1・1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘，；　i’”！‘7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　t
　　　　　　　　ぺ☆いば’㌧：一　L、Si　・’／・・　　　　　　　　　DESSIN（乙7～e　1）e／1．seu．se（laノ～s　le　rocher）

　　　　　　　　　　　　㍍　”、1　　　　　　　　　　　　　　　　　　．S　iLr　n　cl　et　numer《）1‘；　en　bas　2i　σauche・ODILON

　　　　　　　　　　　　　lパ　＼．　　　　繭）ON　65、Nunl。r。i（’　en　b。∵d，。it。：66
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜
　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　K．

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T（．，k｝’‘，・C｛♪lledi了m　pri、杜

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

デ・サン（女の横顔）　　　　　デ。サン（永遠を前にした男）

コンテ・紙・0・432×0・363m　　　　　釜（｝筆，紙，0．20。・．25。1

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左一ドに署名

1964年6月パリにて弥生両廊購入，同fドll月より現所
蔵者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会11966年セザンヌ・ルノワール・ルドン展1》名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋，図録番り・13
展覧会：1964年・：ルドン展・・東元∬，求・”c，・堂画廊；1966年

／セザンヌ・ルノワール・ルドン展．名占屋，図録番り・ll　l固人llgi

文献：『美術・「帖．．c　1968年1月り・，図版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
東芽ζ　イ固ノ）歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DESSIN（tl「n　homme　devant．1’　Etern　iti）

6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cray‘m　sur　I）apie1・：H．0．20：L．　Q25

DESSIN（ρ・・Llile　de、femme）　　　　　　　　　　　Si即6　en　bas　tl　gauche：ODILON　REDON

Crayon　cont6．　sur　papier；H．　O，432；L．0，363　　　　　E）～P・“Cεαηηε・Renoir・Re　70n”，1966，　Nagoya，　caL

Sign6　en　bas　a　droite：ODILON　REDON　　　　　　　　nゴ13

鵠紬三＆霊罐4dξ：「。1瀦蒜’°i’・C・11・・ti・・p・M・

EXP・・Expositi，on　de　Redoii，19611，　Tokyo，　Galeri《・

Yayol’：“C‘Szalule’Reno’r・Reイ1θηうう，1966．　Nag〔｝ya．　c三lt．

11．一． ］．I

BIBL・Bi7’”s’i・Teehθ，　jan、「i¶r　1968・rt’1・rodtiit

Tokyo，　Co｜lectinn　Pri、’《5¶
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・　　一．，”』ド．　　　　　　　　　　　　　　．　　．’　念㌧㌧＿・　1　　・

　　　　　　　　～》・・艦ぷ〆緒酋週ζr・．
1　　　　　　　　　　　　　　　　；b’も’●　竃倉‘・∨　　　　　 ．　　＾㌔．　　　　　’　　苛　　　　　　　　〆’　　　　　　　kpユー⌒

鍵

撃

3
ぷ、

7

　　㌦、　一ξ　’’　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘』　　　　　門
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9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

デッサン（岩山のふもとで夢みる女）　　　　　DESSIN（Une　femme　revant　au　pie44’un

鉛筆，紙，0．175×O．185m　　　　　　　　　　　　　　rocher）

中央下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crayon　sur　papier；H．　O，175；L．0，185

1921年パリにて現所蔵者の父購入　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　au　milieu：ODILON　REDON
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Achet6　b　Paris　en　l921　par　le　pさre　du　collection・
展覧会：1954年《ルドン展》東京，求竜堂画廊　　　　　neur　actuel

蝋・・美術酬1968年1月1］＋・167馴版　㌫，留゜s’‘’°n　de　Red°n・1954・　T°ky°・　Gale「ie

東京　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL・Bijutsu－Techo・janvier　l968・P・167・reproduit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Collection　priv6‘・

10
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10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

デッサン（風景の中の老人と若い女）　　　　　　DESSIN（Unむiε〃αr4　et　ur～．e／w7ze　fe　rnme

鉛筆，紙O．298・0．2211・　　　　　　dαns　u・n　P・or・αge）

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crayon　sur　papier；H．　O，298；L．　O，221

－・ 日本人，パリのハヴァード兄弟画廊（プールヴァー　Sign6　en　bas　a　droite：ODILON　REDON

・レ・モンパルナス123番地）にて‖臥　　　蒜li。idpC認蒜二ごぽ肥蒜i「es（123

展覧会：1954年vルドン展＼棘・求離画廊　　EXP．　E。｝。n．・d，－R。d。n，・954，　T。k，。．　G。1。。i。

武蔵野市　中山氏蔵　　　　　　　　　　　　　　　　Kyuryudo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Musashino，　Collection　T．　Nakayama

11



11

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

礫刑　　（1900年ころB・・gerにょる）　　　　　　　　　LE　CRUCIFIX　　（（；．1900　d・aprさs　Berger）

パステル・紙・0・485×0・365m　　　　　　　　　　　Pastel　sur　papier；H．0，485；L．0，365

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　ell　bas　a　droite：ODILON　REDO］N

展覧会：1954年《ルドン展凍京，求竜堂画廊；1957年　EXP・Exposition　de　Redon，1954，　Tokyo，　Galerie
・西洋美術名作展・京都　　　　　麗鴉；，；認る：ぶ」z‘°n　des　chefs’d’°eu”’e°CC’dent一

熱：・㌃㌶㌫；欝』；竃雛羅竃三璽1き禁
8；「美術手帖』1968年1月号，167頁，図版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Collection　K．　Nakagawa

東京　中川氏蔵

12



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1祷　　”　・ご・　・「
．，　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1、』…乱謬くぷ㌻「「

12

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

花のある黄衣の少女　　　　　　　　　　　　　JEUNE　FILLE　EN　ROBE　JAUNE　AUX

パステル，紙，o．32×O．236m　　　　　　　　　　　　FLEURS

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pastel　sul，　papier；H．0，32；L．0，236

展覧会，・966年、，、セザンヌ．，レノワ＿ル．・レド．展・名Si・・6・n　｝・a・　b・・uehe：ODILON　REDOINT

古屋，図録番号IO　　　　　　　　　　　　　　　　EXP・‘‘Cdeαnne－Renoir・Redon’，1966，　Nagoya，　cat・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n⊃10
個人蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　priV6e

13



13

13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

女の顔　　（1907年ころB・・g・・にょる）　　　　　　PORTRAIT　DE　FEMME　（c．1907　d・aprさs

パステル，カルトン，0．48×0．36m　　　　　　　　　　　Berger）

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pastel　sur　carton；H．0，48；L．0，36

1921∠トパリにて現所蔵者の父購入　　　　　　　　　　Signe　en　bas　a　d「oite：ODILON　REDON
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Achet6　b　Paris　en　l921　par　le　pさre　du　collection一

展覧会：1954年．c〈ルドン展》東京，求竜堂画廊；1957年　neur　actuel

《西洋美術名作展》京都　　　　　　　　　　　　　　EXp．　Expositi。n　de　Red。n，1954，　Tokyo，　Galerie

蹴K・バーガー・オデ・三・・ノヒドン・1964年，目熟彊7：＃‘z‘°n　des　chefs‘d’°euvre°cc’den一

録番り◆399a；『ルイユ』1965年12月ワ’n°132，32頁・図　BIBL．　Klaus　Berger，04iton　Redon，1964，　cot。　n。

版7；r美術手帖』1968年1月弓・，原色図版　　　　　　399a；L’・Oeil，　d6cembre　1965，　n°132，　P・32，　Fig．7；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8｛ノuts“－Techo，　janvier　l968，　reproduit　en　cou】eur

棘個臓　　　　　　　T。ky。，　C。1］ec，i。n　p，i。ee

14
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14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LE　REVE

パステル，カルトン，0．475×0．607m　　　　　　　　　　　Pa9【el　sur　carton：H．　O．475：L．0．607

右下曙名　　　　　　C謡、e㍑1蕊゜1繍；Il：°巳1煕）9］ldens、。、n
l964年パリにてヴfルデンシュタイン両廊より弥生画　par　le　Galerie　Yayoi　pour　le　collectionneur　actuel

廊の仲介によって現所蔵者購入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EXP．　EΨosi8ioπde　Re（．lon，1964．　Tokyo．　Galerie

展覧会：1964年ルドン展．東京，弥生画廊　　　　　　Yayoi
端，，美術，陥1968年1月・」．，図版　　BIBL・Biitttsu’Tech°，　janvier，　1968．「elハ「°dtlit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo．　Collection　pri、’〔5e

東京，個人蔵

15



15

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

髪に花を飾る少女　　（1905年ころBe・g・・にょる）　　JEUNE　FILLE　AUX　FLEURS　DANS　LES

パステル，紙（板に貼りつけ）0．32×o．236m　　　CHEVEUX　（c．1905　d・aprさs　Berger）

武蔵野市，平ltl氏旧蔵　　　　　　　　　　　　　　pastel　sur　papier　InarouH6　atl　bois；H．0，32；L．

欝1＋麟㌶耀大阪・フジカワ画廊・鷲nne　c・ll…－R・H・・ay・ma，　Mu・a・hino－shi・

蹴・K……・オデ・・ン・・レドン・1964・｝・，［巖・瓢漂，、三鶴j、齢鵠ll》、㍑聯

多求番・り・505a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’oeuvre　du　Monde，　1955．　Osaka

西帥1固繊　　　　　　認2L・Klaus　Be「・’e’・°』』↓・’964・　cat．　n°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nishinomiya．　Collection　priv呑e

16
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裸婦　　（1911年ころB・rge・にょる’）　　　　　　　NU　（c．1911　d’aprさs　Berger）

鉛筆，パステル，着色した紙，O．60×0．681n　　　　　　Crayon　et　pastel　sur　papier　teint；H．　O，OO；LO，68

右下曙名　　　　　　悪蒜巴11。忠t；忽腰。三『撚、、C。lle－
・・リ，アルマン・ハラン氏旧蔵；東京，某氏旧蔵　　　ction　priv6e，　Tokyo

殿会：192°年オデ・°ン’ルドン回顧展「バリ，パEXP．　E・p・・i・τ・tz　rti・r・spec・ive　ODILON　REDON，

ルバザンジュ画廊・図録番り’133：1953年ヨーロッパ　1920．Paris，　Galerie　Barbazange．　cat・n°133；Expo・

水彩，デッサン展鎌倉：1954年水彩と素描展、・東京，　si～i°n　deτα9ttarelle　et　du．dessin　d’Eu「°pe・1953・

1過代美術館・1956・1・膠目館記餓＝石撤蹴糠；。鵠：忽忽霊A：｛鵠灘；
術館，図録番り’14；1957ftl　Iii：界の素描名作展t／・東京　　Eκρ05i‘i・nαnni・versαi・re　dltルfαδ6εJchibashi，1956，

文献、K。パーカー・オテ，。ン．・レド．□964・｛・は麗：㍑’、蒜～鵠s㍑。1ε1。、1み譜゜　「e

録翻381・・ニフ・ヂスば了脚曝1965年，東黙・儒6留：「ll「］。°撫。㌣6：6。1忽。c鵠

・；｛，図版翻5・　　　　　　　T。kジ。，　Fig．30　　　　°　”

東京　ブリヂストン美術館　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　La　Galerie　Bridget　tone

17



17

17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

花の中の少女の横顔　　　　　　　　　　　　　PROFILE　DE　JEUNE　FILLE　PARMI　LES

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FLEURS
油彩，板，0．39×0・39m

右下に署名（黄色），左下に署名（1｛r色）　　　　　　　Huil・sur　bois：H．　O，39；L．　O，39

パリにて竹内栖鳳氏（京都）購入　　　　　　　　　　Sig’n6　en　bas　b　d「oite：ODILON　REDON（en　jaune）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SiS・ll6　en　bas　a　gauche：ODILON　REDO］N（en　bleu）

展覧会：1917年《ルドン展》パリ：1955年《世界名作美　Achet6　a　Paris　par　S．’1’akeuchi，　Kyoto

術展》大阪；1957年《西洋美術名作展》京都；1966年《セ　EXp．　EUp。siti。n　de　Red。n．　Ig17，　paris：Exp。s∫zjo〃

ザンヌ・ルノワール・ルドン展》名古屋，図録番り’1　（les　chefs－d’oeuvre　dω」ぬ’L∂ε，1955，0saka；Exp・si・

端・K－・一ガー・オデ，・ン・ルドン、1964年，・㍑蒜。竃ζ：蒜・鵠＝：も，19ill．留t°；

録番～］・207a；sルイユ』，1965年12月ti・n’132，33頁，　BIBL．　Klaus　Berger，　Odil・n　Red・n，1964，　cat　n°

警；；漂巾㌶1㌶i譜3ξ＝轡議㌘：三瀞⊇：蕪・
一 フ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　en　couleur．

大阪府　f固人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ot　aka－fu，　Collection　Priv6←

18
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18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

読書の女　　（1（Xl｛1年ころBergerにょる．）　　　　　LISEUSE　（、．．　lgoO　d’aprP．s　BergTer）

｝由采多，　カルトン，0．51×O．45111　　　　　　　　　　　　Huile　sur　cartOn：H．　O，51二LO，45

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　b　droite：ODILON　REI）ON

棘，＄田川氏1日蔵・繍人L・lee術館1日蔵　　6隠ITI，蹴li°T’9・：H°s°kawa・T°ky°；Mus6e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

展覧会：1920年．ルドン回顧展パリ・’〈7Lバザンジュ　EXP．　Exp。si’：。n　rtitr・spective　Odil・n　Redon，1920，

画廊；1955年w世界美術名作展．大阪；1957年・・西洋美　Paris，　Galerie　l3ar1）azallge；Exposition　des　chefs一

ご罐㌶隠ザンヌ’ルノワール’ル鴨竃籔蕾竃籔㌢＝

灘罐竺籔票∵：㌘’∴㌘i『麟竃㌔嫌竃竃・驚曇解竃
目録番号81a；r美術手帖□1968年1月号，166頁，図版　Techo，　janvier　l968，　P・166，　reproduit

大阪府　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　Osaka－fu，　Collecton　Privee

19



　　　　－∴汎∵幽隔欝惣議文献・角川書店版・－1サ操｝西洋（・2）

・・麟雛ら鐙繍1繊1欝蕪1罵璽欝藷蕊墓欝
　　　・111嚇麟齢綾撫灘i鋸1陀　轟欝灘　図版
　　　　　　．t　㌘　　　・　　　　　　　　　　　　　“　餐　登1が

蓬継灘い1錨　雌1購1灘翼ll㌃㌫運：㌦
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　1ξ；、．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1い（・tion　actuelle　dさs　1968
　　　　lt’　，　　　，　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へlt

　　　　饗下．、

　　　　纏「i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EXP．’　‘　Cdeanne－Renoir－Redo／t，11，1966，　Nagoya，　cat．

灘鍵　　　　　　臨5。k。、輌su－ZenshtL，。。1．3ぴA，、・cc・d。n・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．Art　Moderne　II，6d．　Kadokawa－Shoten，1961，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rcpr《）duit　en　coしLleurゴ25：Klaus　Berger，　Odilon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R（・（了on，196↓，　cat．　ri　”　67a；1／Oeit，　d6ceml）re　I965，

　　・．．　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　B2．　p．3↓Fig．10；、8Vτμぶω一τεcんo，　jan、’ier　1968，

　　　　　〈　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　rビPr（Dduit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T《）k｝o．CollectiOII　pri、白・

19

2e



20

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

秋の白樺林　　　　　　　　　　　　　　　　LES　BOULEAUX　A　L’AUTOMNE

｝由彩，カルトン，0253×（）．32lll　　　　　　　　　　　　　Huile　FUI・carton；H．0，253二L．　O．ll　2

｛　1’一ドに署名　　　　　　C…1㌔㍑ill。li蕊留）蕊、。RED；∴。t
E・ドリュエ画廊旧蔵　　　　　　　　　　　　　　　　’

展1覧会・192・IF・レド・｜・蹴一・・… 吋・ジ・腸P。熟1：flli。謝1；：隠E蹴。，、6蹴

直1廊：1923年・オデfロン・ルドン展バリ・E・ドリ　Redon，1923．　Galerie　E．　Druet：E塑osizioπde　Re一

ユエ画廊：1954年　ノレドン展東京，求竜堂画廊：1957　doii，1954・Tokyo・Galerie　Kyuryudo；・Exposiltiott

唖関1・1名憾・；（都・1966・1・セザンヌ・・レノワ三；灘艦1蒜1’㍑《：9：；：1・。：漂“C6－

一
ル・ルドン展名占屋，図録番り’5　　　　　　　　BIBL．」4i疏ε，　f6vrier　l955，　P．12．　reproduit　en

文献・・みつゑ・1955年2肘12頁，原色版・K・・1：螺説il∴；、麗1設㍑。⑫〃，，．1賓’㌶：

一
ガー一　「tデ・・ン・ノレド・・1964fF・目録翻’23；ll；Biiutsu－Tech・，　j・n・i・・1968，　P・168，　rep・・d・i・

『ルイユェ1965年12月号1℃132，34頁，図版ll；『美術
手帖、19；8年1肘，168頁，図版　　　T°ky°・C°llecti°n　K・N“ka・’awa

東元ミ　　中Jl［氏了蔵

21



21

21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

フォンタラビの小路　　　　　　　　　　　　　LA　RUE　DE　FONTARABI（Espαgne）

油彩・麻布・0・52×0・46m　　　　　　　　　　　　　Huile．・ur　t。ile：H．0，52；L．　O，46

：右下に署名（赤色）　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　droite：ODILON　REDON（en　rouge）

東京，福島氏旧蔵　　　　　　　　　　　　　　　　Ancienne　collection　S・Fukushima・Tokyo

‡麟∵蒜＝㌶；1：認4；版目賜瓢賠・鵠鷲1；1；tl繍
鯨日興証繊　　　　　　　T°ky°・C°llecti°n　Nil・k・－Sh・k・n　C・・

22



22

女の横顔

｝［k采多，　15！末イli，　0．1・6×0．19m

署名なし

福井氏1日蔵；大阪，小池氏旧蔵

展覧会：1936年．・大阪市立美術館開館記念展》大阪；

19↓｝：3　fli藤山コレクシ。ン展横浜および大阪

文献：K．・｛一ガーニオデfロン・ルドン．：：1964年，目

録番り・204a

幅〔藤山氏蔵

22

PROFILE　DE　FEMME

IIuile　sur　tc、ile：H．0ぺ16：L．0、19

N‘m・．ig・n6

Andelmes　colleetions：Y．　Fukui：Y．　Koike，　Osaka

EXP・Ew1／05〃～θπ　cθrn／ll　（s〃loratizTe　（1e　t’ou・verttLre　（1ω

Jltts（；e　Jlitni．cipat　4’Osαkα，　1936・　Osaka；　Expo－

・sitiOll〔∫e　t（t　Cひ”eClfo’L　Ftt∫i）ramα，1963，　Yokollama

et（）saka

BIBL．　Klaus　Berger。　Odilon　Redon・，1964，　cat．　nc

204a

Tokvo．　Colle｛”tion　A．　Ftljiyama

22

23



23

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

海景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VUE　DELA　MER

油彩，麻布，0・365×0・42m　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，365；L．　O，42

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sigl16　en　bas　h　gauche：ODILON　REDON
・952年一リに頂所囎購入　　　　鵠；t6　pa「le　c°11ecti°nneu「a”’uel　b　Pa「is　en

展覧会：1954年くくルドン展》東京，求竜堂両廊；1966年　EXp．　EXp。sizj。n（le　Red。t｝，1954，　T。ky。．　Galerie

《セザンヌ・ルノワール・ルドン展洛古屋，目録番り’8　Kyuryudo；‘‘Ctizαnne－Ren，oir－Red・〆う，1966　Nagoya，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cat．　n°8
文献：『みつゑ』1922年2月り◆・3頁・図版；K・バー　BIBL．　Mizue，　t’6vrier　l955，　P．3，　reproduit；1〈　laus

ガー『オディロン・ルドン』］964年，日録番V’33a；『ル　Berger，　Odilon　Redon，1964，　cat．　n⊃33a；L’　Oeit，

イユ』1965年12月号n°132，39頁，図版4；「美術下帖』　06ce！nb「e　l965・n°132・P’39r　Ei9”4；Bη～榔1↓’「eclzo・

1968年1H　1，168頁，図版　　　　　J“’・「コ・vle「1968・P・168，「eP「°du’t

東京　梅原氏蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo・Collection　R・Um←hara

24



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、、・’ごぽ◎1’∴　∵ごミ顎螺

　　　　　　　　＿　　・　　　ぶぷ氣：や・1’㍉ご瓢き・L　　　　　　“　鳶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　→、　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．’一　’‥「－　1　：　、：．∵⑳パ匂

　　　　　　　　　　　”・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』・　　　　　　　　　　”n’〔s，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f、、・、』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　』　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　ゴフ　’ゴ〉　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．夕．．．一・に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・二心1．文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾”い　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　÷「バ懸

　　　　　　’　　　　　　　　　　　・”　‘・　　　　　・．　　　　　　　　　　　’　　．≡薄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　”／t’三

24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24
24

風景　　　　　　　　　PAYSAGE
油彩カルト・…21…29－1・・n　　　瓢ll　l：「1ぽt：r1；，怒9孟Lkα294
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Anciennes　collectiolls　S．　Takeuchi，　Kyoto　des

l937年より京都，竹内栖鳳氏1日蔵：大1坂，堀氏旧蔵　　1937；K・Hori，　Osaka

展覧会：1954年．ルドン展軸；〔，求竜堂画廊：1966年　EXP・EΨ05辺oπde　Redon，1954，　Tokyo，　Galerie
〈セザンヌ・ルノワール・ノレト・展名憾図録酬瓢88°；‘‘Ce’an・ne－Ren°ir－Red°t｝”・’966・　Nag°ya・

文献：rみつゑエ1955年2月り・，図版：K．パーガーアオ　BIBL　Mz～↓e，　f6vrier　1955・reproduit；Klaus　Ber・

デ・・ン・ルドン・19叫・・念よ番・ナ2］…縮認：罐㌣㌃諜1蒜21a；Bi」utsu－Tech°，

帖」1968年1月号，165頁，図版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokvo，　Collection　T．　Toyama

東京　遠III氏蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

25
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　　　　　　　　　　i
　　　　文章
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25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

若き川の仏陀　　　　　　　　　　　　　　　　　青い花瓶にさした赤い葉の花束

享lh采　，　犀ボ（1　J’，　｛，．（｝45×（，．49！n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勃ll采多，　麻イli，　0．55×O．327m

左ドに署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左．．ドに署名

京都，　ヒ田£尾氏lll蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都，竹内栖鳳氏1日蔵；某氏旧蔵

展覧会：19↓7年泰．西名｜il　il展東京：］95t，YIrlノレドン展・　展覧会：1954・fl｛ルドン展東京，求竜堂11111廊；1957年

東京，求竜☆：lllr｜廊；1957年　西洋美術名f乍展　　京都；　　西洋美術名f乍展京都

㌫ナ∵ンヌ’ルノワーIL’　ILドン厚是端蹴㌶7二元；繭繊11馴

文献：みつゑ□955年2JVノ’，5バ，原色版：K．・・一　版1（原色部分）および図版2；r美術コf」帖21968年1

ガー：’オデfロン・ルドンLl964年，　目録番り・198a；　Jjり’，原色版

1美術r・帖，1　1968f－pt　Jlり・，原色版　　　　　　　　　東京　山1｜氏蔵

∫吉屋　　1固人蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LE　BOUQUET　DE　FLEURS　AUX　FEUIL

BUDDHA　A　SA　JEUNESSE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LES　ROUGES　DANS　UN　VASE　BLEU

Hui［e　sur　toilc：H．0．645：L．0．49　　　　　　　　　　　　．　　　　．

譜溜Lb蕊，濡ll㌶？1：・ミ蹴IK、。、。：麗訂鷹；㌫，漂・；1ぽRED・N

・ers　1934・・h・・e　pa，1，　pet，。　d。，。ll。。ti。li。。ur　A　iKr’・ime・°lle・tl・・S・「・k・u・hl・K）1・・…日・・

actuel　　　　　　　　　　　　　　aut「es

＝，瓶1㌫1㍑ん，㌫：：P漂。：ll㍑惣罐蕊三；輌tL’「θCん゜・」anvie「

Il。罐，；Bi］tt　t　sti　一　Te　ch　°・j：i’”ie「’968　p「°duit　en　T・k…C・川・・…nT・Y・ma…hi

Ashiya，　C《川ect垣川pr’iv（・tt

1ツ‖版　　28頁

、’oir　P．　28

27
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘楼守

　　、、s　　　　　　　　　　　　”・Jt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i由采多，　1林イtf，　1．423×0．61m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　ご　、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一”　　　　　　　　文献：K．パーカー『オディロン・ルドン』19　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　　　　　　　　　　　　　　　　’　．．　　　＼　　　＼　　　　64年，日録番り98a；r大原コレクション』解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　’・t　　　　　　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　　　　　／r㌔　舗牒i震1録智’8：？美術’f“illi・・’　1968

　　　　　　　　　　　　　1君礁…原一

　　　　　　　　　　　　　も　　　　　‘ぞ⇒　27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　f，　　　　　　　SONNEUR
　　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　ぺ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　＼　　；L・・1、呈㍑「1ぽ；］1；il：12；ぷ’RED。N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’s　・癬蜜　　　　　　Ac与et6　a　Paris　vers　l922　par　M・Torajiro

、1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　Klaus　Berger，　Oditon、Redon，1964う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　cat．パ98a；OhαrαCoZ／εα拠（catalogue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　忠；．M㌫§、°蹴1完㌦。la；。二11。，K￥；：§：

27

29



28

28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28

帆船　　　（1900年ころB・・g・・にょる）　　　　　　　　　　BATEAU　VOILIER　（c．1900　d・apres　Berger）

ill－1采多，　1十iボ　Tli，　0．65×O．801m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iluile　sur　toile二　H．　O，65；　L．　O，80］

右rドに署名（紫色）　　　　　　　　　　　　　　　　Sigl1‘C　el）bas～1　droite：ODILON　REDON（elコvi‘）．
・964・1・1・胴テ，ア・クラ・フ・lli・廊・一・）よ1凍ll（一！12、、，、、T。k＿1．．1。　G。1。r、。　K。ti。．G，an。ff。n　1964

蹴会：19641ぽドン展東・；（，フジ馴廊：］966〃1－1EXP．鋤。W“、，／，　R。d。tt”1・964，　T。ky。，　G・1。・i。

・・，セザンヌ・ルノワール・ルドン展・名1▲i屋，図録番～ノ’7　　Fujii二‘‘・Ctigαノtne－Renoi・r－1｛e（lott’，1966，　Nagoya，　cat．

　　　　　．　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　‘
文献：『美術刊占』1968年］Jl　V・・168頁・図版　　　　BIBL．　Bil／tLt，sU－7’echθ，　jan・ier　I　968，　P．1　68，　repro一

棘フジ判榔　　　　　　　　d・it
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Galerie　Fujii

3e



29

29

ルドン夫人像　　d880年ころBer－Te・1二よる）

｝由采多，　カルトン，0．355×0．265m

文献：K．バ＿ガ＿・オデfロン．ルドン、lg64年，　ll

3求番こLl；・182；　τノレ　イ　ユ　　　1965｛ド12J］り一　n．1132，　　31▲’［，

図版5

東京　　［興1訂11券蔵

29

PORTRAIT　DE　MADAME　REDON
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI88（）　d’aprψs　B⊂・rg・　eリ

Huile　sur　cartOI1；H．　f）．355：L．（ハ．265

BIBL．　Klaus　Berger．θr1～／oη1～α1θ，～．］964．（・a【．11・

182：　1／Oeil，　dψcelllbre　1965．　11「32．　p．　31．　Fig，．　5

T‘レkw｝．　C《）11eeti‘）n　Nikk（．）・Sh‘、kい11　C〔）．

31



新収作品目録
このU録は，1968年1：ll行の「国、～二西7）lk．美術館年

報No．2」に収載分以後，1969年3月までに当

館に収蔵されることになった全作品を含む。作

品番号のPは絵画，大きさの表示は縦×横，単

位はメートルである。

購入作品
ll召和42年度及び43年度に当館予算によって購入

したもの。

ルノワール，ピエール・オーギュスト　　　　　P－361

リモージユ1841～カーニユ1919　　　　　　　　坐る裸婦，半身

RENOIR，　Pierre・Auguste　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．325×o．336

Limoge　1841～Cagne　l919　　　　　　　　　　　　右上に署名：Renoir

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：バリ，アンブロワーズ・ヴォラール；パリ，ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンヴァン夫人；パリ，個人コレクシ。ン；ロンドン，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルフェーヴル画廊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Ambroise　P「ollard，　Tableaux．　Pastels＆Des－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sins　de　PIERRE－AUGUSTE　RENOIR．1918，1／01．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輻」η・61，ノ冠・244

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年度購入作10，

32



ACQUISITIONS　NOUVELI．ES
Ce・u〃ltin・et・t…～stit…la　suite　d　n・tre

Bulletin　Annuel　No　2　en　1968．　Il　com－
prend　d・nc　toutes　les・eu・vres　aChetties　e彦d・n・

n　ties　depuis　cette　date／itsgu’d　lα兎・乙de

m・・a　r，s‘1e　1969・　Le　numgro、ρr6c6∂α1zZ　chαgue

・eu　t，・e　i・吻・te　n・tre・・ltMti・・∂うiノ～τεπZαi・e，

P窃αノ～t／）our　la　pei・nture．　Les∂～肌ensions

S・nt　・1・η・tie・　etl　m～t・es，　la　1・auteuワ・ticgdαnt

1α1Ct　・get〃’．

OEUVRES　ACHETEES
Lαliste　C・mp・end　t・utes　Ze5　ceuvres　achetbes

アαrle　bu（7get　du　2協4ぺ6e　επ　1968　et　en　1969．

P－－361

FEMME　ASSISE，　LE　TORSE　NU（Seated

Woman　with　Naked　Breast）

・☆8π6e励ω’（〉∂・・∫’eごRen・i・

P初．：　Ambr・iseγ・〃αr∂，」PCt・ri．～：Jla．dame　Lαni，in，

Pa・is　；C・〃・α∫・η畑，6・，　Pa・is；LefP　vre　Ca〃・ひ・，

London．

Bibl．ご．4mゐroise　P’o〃αr（i，　Tableaux．　Pas　tel9＆Det－

sins　de　PIERRE・AUGUSTE　RENOIR，1918，　Vol．1，

p．61，pl．244

／4cha’　∂〃　」∬tts‘；e　en　1968

33



モディリアニ，アメデオ　　　　　　　　　　　P－362

リヴォルノ1884～バリ1920　　　　　　　　　　カリアテf一ド

MODIGLIANI，　Amedeo　　　　　　　　　　　テンヘラ　紙　o．53×o．43

Livorno　1884～Paris　1920　　　　　　　　　　　　　右・ドに署名：ModigUani

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊i歴：ローマ，個人コレクション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：Mostra　di　Amedeo　Modiglianiラ・！1fila　n　o，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Palαzzo　Reαle，1958．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Enzo　Carli，　AMEDEO　MODIGLIANI　con

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　una　testimonianza　di　JEAN　CASSOU，1952，　Romα，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・．34，pl．30：2ぬ・cel　Rδthli・berger，“Les　Cαriαtides

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　i140di81iani－Nrotice　cr辺g’zθ”　Critica　d’Arte，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Vo．38，　ηzαrzo一α1π〃e　1960，　P・　108・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年度購入作1・ll’e－1

ピカソ，パブロ　　　　　　　　　　　　　　　P－363

マラガ1881～　　　　　　　　　　　　　　　　三人の女

PICASSO，　Pablo　　　　　　　　　　　　　　　l922年

Malaga　1881～　　　　　　　　　エッチング紙0．175×0．13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴォラール版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Bernhαr4　Geiser，　Picasso，　peintre－graveurラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catalogue　illustr6　de　Poeuvre　grav6　et　lithographi6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］899～1931，、Berne，　1955，　ノVo．　68．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和i2年度購入作品

ピカソ，パブロ　　　　　　　　　　　　　　　P－364

マラガ1881～　　　　　　　　　　　　　　　　三人の浴女

PICASSO，　Pablo　　　　　　　　　　　　　　　　　1922～23年

Malaga　1881～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドライホイント　紙　0．175×0．13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴォラール版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Bernhαrd　Ceiser，　Pibasso，　pein！re－graveur，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catalogue　illustr6　de　Pα∋uvre　grav6　et　lithographi6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］、899～1931，、Berne，　1955，　1V～）．　106、
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P－362　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

CARIATIDE（Caryatid）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；t　i．
7・（・）〃，1Jerα　sur　1ノ（t12ier　　ノ、f，　θ，．5，’S：L．　θ，13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　，　　　？ハ

・Sign（∫　ell　ba，s　（）　dr〃ite：il’lo（ノi召「liani　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i

I’r…IC・〃・α励1・・i1甑R・tlle　　　　　　　MXII’　　　こ
1こΨ・：M（）stra　di　Alllede《，　M（ハdiglialli．」1～／‘〃～θ，∫そ1・　　　　　、、、E．　、＼

／〃ニニθ　∫≒～ea／e，　1958．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti　『　　　　　　．

Bi〃．ご」E’ii：　o　Cαr〃，　A、1EDEO　MODIGLI∫、＼1　｛・《，n

una　testilllolliarlza　di　JEAN　CASS（）U．1952，　R〃〃～α，　　　　　　　　　　　　　マ

1ノ・　3・∫・pl・　3θ：－Ilar（re／Rδth／八んersrer．‘’Le．s仁αr～a・tides

‘1e　，11θ（／is・liaノ～～一・、’oti（・e　f・r〃’ソ’～ピ’Criti‘・a　d「Arte．

・、θ・　38，　〃la・r；・　u－（tl；rile，　1　96　（」，1ノ・　1θ8・

，イ（・’～α’　（／tt　－1∬ttS（；e　etl　1968　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

1）一．363　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、；　　　’』”　　　・・　　’“v　　　’　　［

LES　TROIS　FEMMES（The　Three　Women）　、・　　》　．塾　　　一一
1922　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『『　　．t　　　　’　　　　　　　　一　　　　　・〉・

E・吻’－1・・1・ier　1’川τ5・川3　　惜粁’、‖・［⊆
E∂ど〃θ〃t／o〃ard　　　　　　　　　　　　　　　　、　t、　　　・
1砒詔・〃・加・・1θ・i・e・，Pi・ass・・peillt・・・9－lr．　1’、き・、ぞ｛

・・t・1・8r・・ill・・t…d・r㏄U…g・a・（・・日ith・・9・・1・1・i・1　’！gts／！、．・シ　ー一・・ヨ　　　、フ

1899～1931，　Berne，　19し…i5，　No．　68．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　i　il隼　　　　　　　　、㌣　　　　’　　　～　　｛

．・

lcんα，　（ltt　JI～∠δ6ε　ぞ，～　∬968　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　『「　　　　1　1

P－364　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

LES　TROIS　BAIGNEUSES（The　Three　Ba．

thing　Women）

1922～23

∫」oir～’e．5（lc力ε　Stどr／）（ll）ier　／1．θ．175；L．θ，13

Edi”θ〃　レ0〃αr〔1

β’6L　：Bernhar（1　Geiser，　Piゼasso．　peintre－graveul、

・・atal・gUe　illuslr～・le　1’ceuvre　grav6　et　litl1・gra・

pll　i壱　1899～1931，　Berne，1955，二Vo．106．

！’イ・んα’　dtl　，｝’ltt　s（≦e　ert　1968
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クラナッハ，ルカス（父）　　　　　　　　　　　P－365

クローナハ1472～ワイマール1553　　　　　　　ゲッセマネの祈り

CRANACH，　Lucas（The　Elder）　　　　　　　　1515～18年（？）

Cronach　1472～Weimar　1553　　　　　　　　　　　油彩　板　O．553×0・323

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：ファイイー・ゴルトシュタイン，ドイツ；ゼデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルマイヤー，ドイツ；シヵゴ美術研究所；オットー・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェルトハイマー，パリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：AGuide　to　the　Paintings　in　the　Permanent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection，　The　Art　InstituteρゾCieago，1925，　p．22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（repr・）；・Friedtdnder＆　」・Rosθnberg・Cranach・Ber－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lin，1932，　p．85，　No．301ααnd　p．101；Chαrles　S．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kuhn，　A　Catalogue　of　German　Paintings　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Middle　Ages　and　Renaissance，、Uarvαrd，1936，1）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35，No．78；Shet40n　Cheney，　A　World　History　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art，1946，　repr．　p．675．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報作品研究44～48頁参照

ピオンボ，セバスティアーノ・デル　　　　　　P－366

ヴェネッfア1485頃～ローマ1547　　　　　　　　ある男の肖像

PIOMBO，　Sebastiano　del　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　1・16×（）・892

Venezia　c．1485～　Roma　l547　　　　　　　　　　　米歴：リッチモンド，サー・ハーバート’クック゜コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レクション；ロンドン，トーマス・アクニュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Tαncred　Boreniu．s，　Catalogue　of　The　Pictures

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　at　Doughty　House，　Richmond，1913，　VoL　1，　p．167；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jlaurice肌　Brocんu，ett，　Abridged　Catalogue　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fictures　at　Doughty　House，　Richlnond，　Surrey　ill

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Collection　of　Sir　Herbert　Cook，　Bt，　London，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1932，　P・　31，　No・　141　（αs　Schoot　（ゾSebαstiano　del

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コPiombo）；Rodolfo　Pallucchini，　Sebastiano　Vinizian（）P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Milαno，　1944，　P・　187　（as　France・sco　Sαlviati）；　・Ber－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nαrd　Berenson，　Italian　Pictures　of　the　Renaissanceラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Venetian　School，　Phaidon　Preぶs，1957，　Vol．1，1）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164　（αs　Sebαstiano　del　Alombo）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報作品研究49～60頁参照
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P－365

LA　NUIT　DANS　LE　JARDIN　DES　OLI．

VES（Night　in　the　Garden　of　Gethsemane）

15］5～18（？）

Huile　Sttr　bois　　H．0，553；」し．0，323

1）ro　i．’．　：　FaillV．Coltstei／1，　Schloss　Breill　near　　（1；eil〔rノ～－

kirchen　；c・〃・Ch・Sedelme．yer　：Sale’s　c（lt・／・6・・t・e

3－561907，Vo・212（re）r・）：　The　Art　Institttteθ〆

αicα9・；　Ott・πアe・’んεi・ηer，　Pa・i・・

Bibl．：AGuide　to　the　Paintings　in　the　Permallent

C・llecti・n，　The　Art　lnsti・t・tte・f　Ch　ic・9・，∫925・／・・

22　（rε／）r．）：1テie∂1δ’i（ler＆　。み　　Rosenberg、　Crana｛’h，

Berli／z，　1932，1）・85，二Vo・　301α　αll（∫　1）・　1θ1：（・7～αr／（～・s’

5，Kithn．　A　Catalogue　of　German　Paintings《）f　the

Middle　Ages　and　Renaisさance．、Harvαrd，　1936．／）．

35，∫～b．78；Shel（10ノ～Chei～el’，　A　World　Hist（，r｝（’f

Art，1946，　p．675．　repr．

∠lchat・（2～↓　」∫μぶ（；e　e∫↓　1969

1／oir〃oZre　titude　4α’～s　ce’己ど〃η〔二rθ，／）P・4・1～18

P－366

PORTRAIT　D’UN　HOMME（Portrait　of　a

Man）

PrOV．　：5ir　　Herbert　　CooA二　CO”ectioノ～，　　R’f’／～〃～θノ～d：

Th・ノηα・，4g・・e～C＆S・ア～S，　L・η∂・・～

β川♂απcre∂8・reni～tS，　Catalogll・・f　the　1’i・turゼ・

at　Doughty　House．　Richmolコd．1913，　J’”θ1．1，1ノ．167：

．ぬ、，ice既B・・ckit・e1～，　Abridgred　Catal・fk・・u　ci・f　th・

Pictures　at　Doughty　H（）しlse．　Riehmond．　Sllrr宇y　in

the　Collection　【）f　Sir　Herbert　Cook．　Bt．ノ．θtl　（／O〃，

1939，1）・　31，　八lo・　141　（αs　5c1～oo1　（！f’　Sebasti‘〃～θ　（1e／

1）iombo）；Ro∂o｛／b　Pa　llu　cc／zi∫↓巳Sebastiallo、▼il）iziaTlo・

！l4ilano，　1944，　P・　187　（αs　」Francesco　Sα1・Vilαti）；βεr－

nαrd　Berenson，　Italian　Pictures　of　the　Renaigsance・

Venetian　School，　Phai（ion　Prε∬，1957，　Voム　1，／ρ・

Achαt　du　」レlu　s　ti　e　en　1969

Voir　notre　6tude　dαns　ce　numtiro，　DP・　49～60
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ブールデル，エミール・アントワーヌ　　　　　　1）－367

モントーパン1861～ノレ゜ヴェニネ1リ29　　　　　　勝利の頭部

BOURDELLE，　Emile　Antoine　　　　　　　　］917年

Montauban　1861～Le　、▼eninet　192g　　　　　　　　　　　　占二．i，1，1、インク　　紙　　0．44×O．32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：パリ，ブールデル夫人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「ブールデル展」東京，国立西洋美術館；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都，京都国立博物館，1968年，Cat・］No・91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報作品研究73～75頁参照

ブールデル，エミール・アントワーヌ　　　　　　P－368

モントーバン1861～ル・ヴェニネ1929　　　　　　聖ヨハネ

BOURDELLE，　Emile・Antoine　　　　～fインク紙0．17×0．15

Montauban　l861～Le　Veninet　1929　　　　　　　ル・レンシーのノートル・ダム教会のための習作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：バリ，ブールデル夫人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「ブールデル展」東京，国立西洋美術館；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都，京都国立博物館，1968年，Cat・N・・90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報作品研究75～77頁参照

バルナ・ダ・シエナ　　　　　　　　　　　　　P－372

シエナ　活動期間1340～1380　　　　　　　　　　　聖ジョルジョと竜

BARNA　da　Siena　　　　　　　　　　　　　　　　　14世紀

Siena　active　c・1340～1380　　　　　　 テンヘラ板O．406×0．19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヴレット・ファイ教授とフェデリコ・ゼーリ教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は本図をバルナ・ダ・シエナの作品としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：フィレンツェ，ローザー・コレクション（こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こではロレンツェッティ作とされていた）；フレデリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ック・モント，ニューヨーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品
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P－367

ETUDE，　GRANDE　TETE　DE　VICTOIRE
（Study　for　the　Big　Head　of　Victory）

1917

∫〕／’tllle　ん／Ptte　ノ～θ’re　Sltr　I）（i／）ier　”・θ，・∫1：1’・　θ，32

∫♪rθt・．：　．ilatla〃～f・Bθtt　rde〃e，　Pb　r∫x

E．1ア・：B《川rdelle，」∬μx4θ．、百’iθηα1‘1’！lr’（）cci‘let～’α1，

7▼okvo　et　jf∫バ～（・．NTati，onat　deκvθ’o，1968．　Ca’．　V1わ．91

、・

Ir・ノ1α’　イノ〃　，］↓litsti〔～　eア1　1969

ゾθ’r　ア～otre　（；tu（ノp　dans　f・e　nttnl‘フrθ．　1，1，．　73～75

P－368　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

P吻αpo’〃1’Eg1W　4r∠Rainc．i’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ＼＼ぺWぺ

Pr肥こilladam．e　Bour‘1e〃e，1〕br15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
Exp．ほ・urde〃e，妬∫8～εM’∫・η〃／・1・．tr’Onci　let～’〃1，　　　　　　　　　　　　・．　必、

τ卿，1嚥W’i。。α1，パ．。・。，1968．C。・，．N－。．　　　　　詔　　＼、

9θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　令

P－372

ST．　GEORGES　ET　LE　DRAGON（St．George

with　the　Dragon）

XIVe　siさ《．・1e

7’eml）er（～　s’∫rゐois　　H．　θ・・1θ6：L・θ，19

・イ〃r∫’川‘フ‘）Bar’～（1（／〃Siρll　（1」ρイπPr（1／’E～・ere〃　Fah．v

et　Prof・Fe∂er’ωZεr∫・

PrOV．：CO〃εα’0ηLoeser，　FlorenCe（α〃r’ゐlt　e’（＞　Loret～－

zetti）：Frederick　tld［O〃£，，Ve　u・York

／lchat　∂，，　」レlitsi〔？　en　1969

39



トゥールーズ・ロートレック，アンリ・ド　　　P－373

アルビ1864～パリ1901　　　　　　　　　　　　女優i

TOULOUSE．LAUTREC，　Henri　de　　　　　　1895～96年

Albi　1864～Paris　l901　　　　　　　　　　　　　石版　紙　0・295×0・242

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：バリ，プルーテ・コレクション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「ロートレック展」京都，国立近代美術館，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京，国立西洋美術館1968～69年Cat．　No．1579

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Delteil，　No．156．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度購入作品

寄贈作品

セギ，アントニオ　　　　　　　　　　　　　　　P－360

コルドヴァ（アルゼンティン）1934～　　　　　　　罰もなく栄光もなく

SEGUI，　Antonio　　　　　　　　　　　　　　　　1966年

C・rdova（Argentine）1934～　　　　　　　　　　　　石版　紙　0・635×0・90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名年記：Segui　66

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「第5回東京国際版画ビエンナーレ展」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968年国立西洋美術館協力会より寄贈
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P－373

ACTRICE　INCONNUE（An　Unknown　Ac．
treSS）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　、，　ご　　・声　』　’　∴　　　・1、

1895～96　　　　　　　　　謙懸4・
L’th一卿～・rH・・，295・L…242　　　　く磯茨蘂シ憂i㌧
Pr。1，．：C。〃ect　i。ηPr。utti，　Paris　　　　　　　　　　　運漬ぎ　　漫藏箋’；　・ζ・・

鷲聾1鶯㌶三灘㍑　；蟷ξi三∵麟難
Bibl’：」Dε”ε∫1　W「o．156　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ド　“㌣：：盲　　　ご1「　　K　　、　、　　　、這

　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、こび’　　ひ　w・、　　滝．・・’
／lch〔η　∂μ　一Ilti　s～e　e’～1969　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　ーt　　　「’べ1ゴ「で、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／　　　戸、　　　　　　　　　　　　　’・　〆　ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’へ＾　　　　　　　　　　、　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　x，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ、≧．：’

OEUVRES　DONNEES

P－360

SIN　PENA　NI　GLORIA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁　　　　τ　　　　、

1966

Litho　sur」ρ（zpier　　H・　0，635；L・　0，90　　　　　　　　　　　　　　　i

Signe　et　d！αt6　en　6αs　d　d1roi／eご5e8μi　66　　　　　　　　　　　　　．

1）oππ6ραr　1α　50c’～1（≦　des　／イ1ηis　du　」i匠μs子ε　en　1968　　　　；、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　』　’
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ヴィヨン，ジャック　　　　　　　　　　　　P－369

ダンヴfル1875～ビュトー1963　　　　　　　　父の肖像

VILLON，　Jacques　　　　　　　　　　　　　　　　1940年

Damville　l875～Puteaux　l963　　　　　　　　　　石版　エッチング併用　紙　0・59×0・48

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名，版画番｝ナ：Jacques　Villon　80／125

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969年宇野俊郎氏より寄贈

ハミルトン，リチャード　　　　　　　　　　P－370

ロンドン1922～　　　　　　　　　　　　　　人q

HAMILTON，　Richard　　　　　　　　　　　　l968年

1・ondon　1922～　　　　　　　　　　　　　　　　　　石版　紙　0．407×0．60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名，版画eS　FJ’：People　R．　Hamilton　8！26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「第6回東京国際版画ビエンナーレ展」1969年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969年国立西洋美術館協力会より寄贈

ハミルトン，リチャード　　　　　　　　　　、P－371

ロンドン1922～　　　　　　　　　　　　　　　批評家は笑う

HAMILTON，　Richard　　　　　　　　　　　　l968年

Lond・n　1922～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シルクスクリーン　コラージュ　干彩色紙O・355×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．278

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名：Richard　Hamilton　Artist’s　Proof

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会：「第6回東京国際版両ビエンナーレ展」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969年国立西洋美術館協力会より寄贈

Ω



P＿369

PORTRAIT　DU　PERE　DE　L’ARTISTE
（Portrait　of　the　Artist’s　Father）

1940

L～tho　et　ea～∫プb〃e　sur　li（lpier　H・θ，59；L・θ，・18

Si8「7↓ρ　et　rturntirot（チeπ　ゐαぶ：ノαc？ues　J／i”o’t　8θ125

力oノ〃↓（ξ」par　∫↓lonb’tleur　TOb’んiro　｛ノ’～o　e／t　1969

P－370

PEUPLE（People）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一貫　　　　　　　　　　．

1968

Litんo　Sttr　Pαln　er　θ・4θ7×θ6θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　竃ざ

・乙）o／D／tti、ραr　lα　Sucic；tc；（les　〔f’mlぶ　（1tt　」ゾ’tb’（；e　α↓　1969　　　　　　’

ALL　　　　　　・－t

P－371

LE　CRITIQUE　RIT　（The　Critic　Laughs）

1968

seri・graphieωeC　C・〃α8ε・，・e／lalt・sc；e∂・c・uleurs

H．0．355∫L．0．278

Signe’　：　Ricんα・∂Hαノηi1∫・’・」πi・t’s　Pr・ヅ

翫ρ．：The　6th　International　Biennial　Exhibition

of　Prints　in　Tokyo，1969

1）onn6、par　1α　Soci～ε6　des　47πi5　∂ω　Mus（妻θ　ert　1969
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作品研究

ルカス・クラナッハ（父）作

《ゲッセマネの祈’ゾについて

山田智三郎

1

国立西洋美術館は，昭和43年度購入作品の一つ

として，ルカス・クラナッハ（父）の《ゲッセ

マネの祈り》をパリの画商ヴェルトハイマー

氏より購入した。後述のごとく1515年頃あるい

はその後数年の間の自筆と思われ，小品ながら

中期の代表作の一つと見なしうる力作である。

木のバネルに油彩で描かれ，サイズは，53．3×

32．3糎。画面の下方右すみ，岩石の上に翼の立

った竜のサイン（クラナッハの署名）がある。

もとドイツ，ガィレンキルヘンの近くのブライ

ル城にあったといわれ，後ゼデルマイヤー・コ

レクションにはいり，1907年の売立てでシカ

ゴのアート・インスティテユートに入った（ア

ンティーク・ソサイェティの寄贈）。1924年の同

館の案内書には，本図の写真が載っている。同

館にあった時、マックス・フリードレンダーと

ヤコブ・ローゼンベルク共著の「クラナッハ』

が出版され（ベルリン1932年），同書にはクラナ

ッハの後期，1537年以後の作品としてあげられ

ている（番号301A）。その後ナチス・ドイツを

のがれて今はハーバード大学の教授になってい

るローゼンベルク教授は，昨年筆者からのこの

絵についての問合わせに対してていねいな回答

ルカス・クラナッハ（父）《ゲッセマネの祈り》　　　　　　をよせられ，同氏が前記の『クラナッハ』を書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かれた時はこの絵の写真を見ただけで原画を知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らなかったために，誤まった評価と誤まった年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代付けをしたこと，その後クリーニングした後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の原画を研究することが出来た結果，この絵が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラナッハの重要作品の一つであると考えるに
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至ったこと、時代は1515年頃のものと考える旨　伝の22章に述べられているキリスト最後の夜の

を知らせて下さった。同教授が近く発表される　祈りである。キリストは最後の晩餐の後，弟子

新版：一クラナッハ⊇ではその頃の重要作品の一　　達を引連れてオリーブ山に向かったが，そのふ

つとして発表される由である。　　　　　　　　　もとゲッセマネの園で，使徒ペテロ，ヤコブ，

ACatalogite　Of　German　Pα↓〃r仇gs　of　the　ヨハネの三人をともなって他の弟子達より離

Middle　Ages　and　Renailssance，　Harvard，　れ，さらにその三人に「汝ら、ここにとどまっ

1936．の著者チャールス・クーンは，同書35へ　て目をさましをれ」と命じた後，自分は少し離

一
ジで本図（78番）について論じ，1518年頃の　れて熱心に祈った。人間の罪をあがなうべき死

作としている。筆者は本図を購入する前に本図　　を前にして，さすがの「神の子」も課せられた

について調査した際，メトロポリタンX術館の　重荷に耐えかねて，人の子らしくはげしく悩

図書室でこのクーンの本を読んだのであるが，　　み、「わが父よ，もし得べくばこの酒杯を我よ

同館所蔵の同書には運よくこの絵の項目のとこ　　り過ぎさらせたまえ。されど我心のままにはあ

ろに何者かのT’・によって書き人れがあり，この　　らず、御心のままになしたまえ」（マタイ伝26

絵が1944年5月4日のパーク・バーネットの売　　章39節）と神に祈った。「酒杯」はその重荷を

立てでシカコの美術館から売られたことがわか　意味している。熱心な祈りの後，三人の弟子達

った。同美術館が何故この絵を売ったかについ　　のところに来て見ると三人共眠り込んでいた。

ては，筆者から同館の館長にT・紙を出して問合　　三人を起こして再び祈った後、三人を見ると又

わせたところ、他のより大きなクラナッハと取　　も眠っている。三度これを繰返したところへ、

替えるためであったということであった。　　　ユダが剣や棒をたずさえた群集を案内して現わ

現在のところわかっているのは、この売立て後　　れ，キリストは捕らえられたという。

一時カンサス・シティのブノレーエット氏が所有
していたこと，数年前にはミュンヘンの画商ユ　　　　　　　　　　　3

リウス・ボーラーのところで展示されたことで　本図は、画面中央，上地が・段と高くなったと

ある。その後ヴェルトハイマー氏のものにな　　ころに，右向きにひざまずき，両丁を合わせて

り，筆者は本美術館に就職前の1967年に同氏の　　前方に出し，顔をななめ上方の天上に向けて祈

もとで偶然この絵を見出し，その神秘性の濃い　るキリストを描き，画面下方，観者に近い前方に，

ドラマティックな表現に心をうたれた。　　　　一段低くなったところで眠りこける三人の使徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を大きく描いている。画面の右上方，キリスト

　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　があおぎ見る方向に，酒杯と十字架を持つ天使

画題はマタイ伝の26章，マルコ伝の14章，ルカ　　を描く。ルカ伝に「時に天より御使現われて，
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イエスに力をそう」とあるのによる。ついで　　うが，まだ衰えなかった頃の作品であることを

ながら，キリストがひざまついているのもルカ　示している。彼のこうした才能は，1504年末，ウ

伝によるもので，他の二福音書では，地上に伏　　イッテンベルクに移って，サクセンの宮廷画家

して祈ったことになっている。デューラーの木　　になってから十数年の後には，彼の社会的成功

版画の中には，文字通り大地にひれ伏して祈る　　と反比例して失なわれていった。この絵が1515

キリストを描いたものもある（1507年頃の小木　　年頃あるいはその数年後の作品であると考えら

版画）。本図のキリストの顔と1足には，血が　れる理山の一つである。またこの神経のこもっ

汗のように描かれているが，これもルカ伝に　た描写は彼の自筆であろうことは，後述のドレ

「イエス，悲しみせまり，いよいよ切に祈りた　スデンのものと比べてもわかる。

まえば，汗は地上に落つる血の雫のごとし」と　クラナッハがウイーン時代に作った木版画げ

あるのをそのままに描いたもので，おそらく15　ッセマネの祈り》（1502年の作？）ははげしい

世紀の神秘主義に影響された，はげしい表現主　表現主義的な作品で，キリストは大きな岩の穴

義的な描写である。文字通り1血のにじむような　の前で両手を大きく広げて上げ，はげしい身ぶ

苦しみが表現されている。オスナブリュックの　りで祈っている。彼のウイーン時代のこうした

本寺にある祭壇画の《ゲッセマネの祈り》　（筆　　はげしい表現法は，宮廷画家になってからは次

者名不明）のキリストには，同じく血のにじむ　　第におさえられ，遂にはエレガントなマニエリ

汗の描写が見られるが，これにはゴシック風な　　スムスの芸術になるものだが，本図の場合は表

画風にもかかわらず1515年と年記があり，本図　現力が適当におさえられて内面に向った時の作

とどちらが先に描かれたかは明らかでない。　　であるように思われる。筆者も1520年前の作品

キリストの顔は，クラナッハがウイーン時代の　　と考える所以である。

礫刑図に描いたような彫りの深いひげの濃い顔　　フリードレンダーとローゼンベルクの共著に

ではなく，また，デューラーがいくつも描いた版　　1515～20年の作とされているドレスデンの《ゲ

画の《ゲッセマネの祈り》に見るような威厳のあ　　ッセマネの祈り》（絵画館カタログa｝　－yナ1908，

る顔でもない。比較的偏平なおとなしい顔に，　戦後一度紛失したが1958年ロンドンの競売に現

心の重みに耐えかねて神に祈るせつないキリス　われてドレスデンに返えされた）は，本図より

トの気持がよく表われている。この内面描写の　　やや大型であるが質においてはるかに劣る。中

すぐれている点で，30歳代の初め新進の気概を　央のキリストは左向きであるが，ポーズがかな

自由に発揮したウイーン時代に，表現主義的で　　り似ており，左すみによせられた三人の使徒の

独創的な構図の数々の名作に示したクラナッハ　　うち，ペテロのポーズも本図に似ている。衣服

の優れた心理描写の才能が，スタイルこそちが　　の嚢の取扱いも同じ様式である。しかし全体に
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本図より常識的写実性を示しているだけに内面　　クラナッハのウイーン時代の様式とは幾分異な

的な表現力に欠け，本図より後に描かれたアト　り，むしろ1510年代のアルトドルファの描き方

リエ作品でないかと考えられる。　　　　　　　に似ているように思える。初期にはクラナッハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から大きく影響されたアルトドルファは，この
　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　絵が描かれた頃には反対にクラナッハに影響す

本図の後景中央，キリストの背後には大きな岩　　るようになったのであろうか？　クラナッハの

山が描かれ，その背後から左にかけてゲッセマ　　1515年頃の作といわれているドレスデンの／〈キ

ネの園の門と垣が描かれている．ユダが槍や剣　　リスト誕生図1にもちがった意味でのアルトド

をもった群集を案内してその門から入ってく　ルファの影響があるように思える。

る。ユダの黄衣（黄色は反逆の象徴で伝統的に　　クラナッハは1508年にフランドル地方に旅行し

ユダの服の色とされている）は赤色でどぎつく　てフランドノレのロマニストの影響を強く受け，

隈取られ，それが暗色で描かれた背後の群集　　1509年作のステーデル美術館の・（トルガウの祭

と，不気味な対照をなしドラマティックな表現　　壇1恥のような作品を生んだ。その後はしかし

に効果をケ・えている．彼らの背後には、暗くな　　再び次第にドイツ的な画風にもどっており，15

りかけた宵空の下部が，没せんとする夕陽に映　　15年頃といわれるベルリンの’t聖ヒエロニムス）x

えて強い黄色と赤色に色とられ、それをバック　では再びドナウ派を思わせる（ウイーン時代の

に暗紫色の岩山が高くそびえてただならぬ気配　　ようなはげしい表現ではないが）風景描写を示

を持つ幻想的な風景を示している。この悲恰感　　し，1520年頃と思われるミュンヘンのW十字架

の強い夕空の表現は，これから起る悲劇を暗示　　を拝するアルブレヒト・フォン・ブランデンブル

するかのようである。この群集と風景のすばら　　ク枢機官＼にもなおドナウ派のなごりがある。

しい描写もまたこの絵がクラナッハの自筆であ　　ドナウ派のロマンティシズムはその後彼の絵か

ることを示しているように思える。　　　　　ら消えて，まったく新しい彼独得のマニエリス

この風景の描き方は，彼がこの絵を描いた頃な　　ムスのエレガントな芸術が生まれるようにな

おドナウ派風の様式を保持していたことを示し　　る。

ている。ドナウ派様式は，彼がウイーン時代
（1500～1504年）にバイエルンおよびティロ＿　　　　　　　　　　　5

ルの地方流派の仕事をうけついで確立したもの　　以上述べた諸点から，ローゼンベルク及びクー

と考えられ，それをアルトドルファとヴォルフ・　ンの1515年あるいは1518年頃とする考えは正し

フーバーとが発展させたものであるが，この絵　　いと思われる。それはこの絵の衣服の襲の取扱

の黄色の細い線が神経質に走る夕空の描き方は　いからもいえる。襲が山脈のようにもり上が
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り，しかもそれがやわらかい曲線にも直線にも　キリストの灰色を中心に下部に重厚な赤と青，

ならずに，厚みのある布の豊かさを思わせる大　上部の右に黄色，左に夕空の赤と黄色を配し，

きな屈折を示しているが，これは後期ゴシック　中間のキリストの周囲には，緑色と暗緑色の草

的要素の濃かったウイーン時代の衣服にも、ル　木を描き，それにドナウ派独特の鮮明な黄色に

ネッサンス風のウィッテンベルク初期にも，ト　よるハイライトを加えた色彩効果はすばらし

ルガウ祭壇画時代にも見られぬもので，1515年　　く，ドイツ・ルネッサンスの画家のうち，色彩

頃といわれる作品によく見られる衣服の取扱い　表現で一番優れていたといわれたクラナッハら

である。これはロマニストから習った描き方の　　しい美しさである。

ドイツ化というべきもので，写実をこえる精神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6表現の一手段となっている。

この服地の描き方が精神表現の丁段として特に　　以上3，4，5章で明らかにしたようにこの絵

表現主義的効果を上げているのは，天使の身体　　は，ゲッセマネの園におけるキリストの心の悩

にまつわる鮮やかな黄色の布である。この場合　　みと受難の悲劇を内面的に堀りさげて，しかも

は襲の屈折を不自然に強調して，その下方で祈　文学的にではなく，絵画的にドラマティックに

るキリストの，はげしい悩みに嵐のように荒れ　表現することに成功している。まことに新教発

る心の内面を表現する一助としている。画面下　　生の地ウイッテンベルグで1515～18年の頃，つ

方の三人の使徒の衣の立体感のある描きぶりに　　まりルーテルが95ヵ条の意見を発表した頃にル

比べて，この黄布は技術的に拙く見えるが，実　　一テル及びメランヒトンと親しかったクラナッ

は意識的な破調と思われる。クラナッハはこの　ハによって描がかれるにふさわしい名画である

黄色を顕示された真実のシンボルとして用いた　　といえる。

のかもしれないが，この色はキリストの灰色の　　この小論は，クラナッハについての資料，文献

服（灰色は喪の色で，キリスト受難の色でもあ　が日本には乏しいために，本図を購入する前欧

る）ときわだって対立して，神との対話のはげ　米出張の寸暇を利用してしらべたわずかばかり

しい内容を示唆するのに役立っている。またこ　の材料を基礎に本図について検討したことを記

の落着かぬ色は，画面下方の三人の使徒の衣と　　したもので，本図購入に際しての報告書である。

マントの深く美しい青色と赤色が示す堂々たる　より学術的な研究は将来十分な研究資料を得た

落着きとよい対照をなしている。この量感のあ　時にゆずりたい。

る青と赤は画面下部に落着きと重量感を与え，

画全体を引きしめるのにいちぢるしい効果をあ

げている。
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セバスティアーノ・デル・ピオンボ

ある男の肖像

佐々木英也

国｛，1西洋美術館は昭和43年度購入fノド品として，　　はラファエ・しロなどに帰されていた。近年の批

16世紀のイタリア画家セパスティアーノ・デル　　判的研究によって彼の作品がこれらの人々から

・ ヒオンボの油彩1Elilある男の肖像　を買人れ　分離され，彼の統一ある芸術家像が形成されつ

た（図1）。かつてイギリスのリッチモンドの　　つあるが，個マの作品の作者帰属について，な

サー・ハーパート・クック・コレクションに蔵　　お書きかえられる余地を残しており，本稿のU

されていたものである。この作品がいかなる経　　的はこうした先学の研究成果を参照しながら，

路を辿ってクック・コレクシ．ンに人ったかは　　’．xある男の肖像Xl’が提出する問題のいくつかを

不明だが，直接の販売者であるロンドンのアグ　考察することにある。

ニュー 画廊から送られた資料によれば，1913年　　　　　　　　　ee　ee　÷

に出たTancred　Borenius，　Catalogtte　of〃le　初めにセバスティアーノの生涯と芸術を簡単に

Pictures　at　DOitgh　ty　HOttse，　Richmond，　みてゆきたい。彼は本名をセバスティアーノ・

1913，Vol．1，　p．167にすでに1記載されていて，　ルチアー二といい，おそらくヴェネツィアに生

かなり早くから同コレクション所蔵されていた　　まれた。ジョルジョ・ヴァサーリの「美術家列伝．，

と思われる。またMaurice　W．　Brockwell，　に彼が1547年に62歳で死去したという記述が

Abridged　Catalogite　of〃～e　Pictures　at　Doit一　あり，それから逆算して，生年は1485年ごろとさ

gh　tツHOi・tse，　Ricノ～nzond，　Sltrrey‘〃the　Co1一　れる。セパスティアーノが1511年にローマに行

lection　of　Sir　Herbert　Cook，　Bt．　London，　くまでの経歴については前記ヴァサーリの『列

1932，p．31ではこれを「セバスティアーノ・　伝E以外に知る手がかりがない。それによれば
　　　　　　　　スク－ル
デル・ピオンボの流派」の作とし，「ベレンソ　彼は初め音楽とくにリュートをよくしていたが

ン氏は今日これをハオロ・ヴェロネーゼの初期　1500年ごろジョヴァンニ・べ・レリー二について

作品とみなしている」という註を加えている。　絵を学んだ。しかしすでに老年だったジ。ヴァ

ところでベレンソンは1957年に出したヴェネツ　　ンニよりも同Fi」の先輩ジョルジ。一ネの芸術に

イア派絵画の総ll録の新版Bernard　Beren一　親しみ，その影響をうけるようになった。ジ。

son，　ftalian　Pictitres　Of〃le　Renaissa〃’ic（，，　ルジョーネの・・三人の哲学者tt（ウィーン）は

Venetian　School，　Phaidon　Press，　London，　ジョルジョーネが描き出してセバスティアーノ

1957，Vol．1，　p．164においてこれをセバステ　が完成させたと同時代人ミキエルが伝えてお

イアーノのIE当作品に決定し，そのL「フェラ　　り，彼が早くから非常な才能を発揮していたこ

一
ラ公エノレコレ．1　IH：」（？）と疑問符をfJ一してで　とがわかる。ジョルジョーネは1510年にil！　IH：し

はあるが「ある男」のアイデンティフィケーシ　た。そして残された未完の作品のうち彼か同輩

ヨンについても推定を進めた一セパスティアー　　のティツィアーノか，あるいは二人共同で仕L

ノの作品の多くは署名をもたず，かつてその初　　げたものがいくつかあるとされる。そればかり

期作品はしばしばジ。ノしジ。一ネやティツィア　　でなくジ。ノしジ。一ネ作品の何点かにセパステ

ー ノのものと混同され，中期作品とくに肖像画　 イアーノの丁を認める説が早くから出されてお
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り，有名なルーヴノしの川園の合奏すら，リオ　はまたミケランシェロがシスティナ礼拝堂に1日

ネルロ・ウェントゥーリは初めセパスティアー　　約創lll：記の天井画を制作lliであった，、そして1ft

ノに帰し（Lionello　Venturi，　Giθノ冨〆θ〃〔・e〃　　くもファノレネシーナの　ホリュフェモス；にミ

Giorg、’ollis〃～θ，　Milano，1931，　p．163）後にジ　ケランジェロの影響を認める説がなされている

ヨルジョーネ作に、i「iFlした．これらの事柄は，　　（S．　F．　Freedberg，　Pai〃till．a　of　the　High

彼の芸術の出発がショルジョーネと深く結びつ　lteiiaissance　i〃」？θ〃1〔！a〃tl　Florence，　Camb一

いていることを示すが，’tl初からジョルジョー　　ridge，1961，　Vol．1、　p．142）．ローマ時代の初

ネの単なる追随者ではなかった、これを証する　　期におけるセバスティアーノの課題はおそらく

ものはヴェネツィア1時代の他の作品，たとえば　　ジョルジョーネの流れに、Ttlつヴェネツィア的な

サン・ショウァンニ・クリソストモ聖堂の祭壇　　ものとローマのマニエーラ・グランデとの結合

画やサン・ハノしトロメオ・ア・リアルト聖堂のオ　　にあった、その意図を　アドニスのタピのよう

ルガンの開閉扉に描L・たトゥールーズの聖ノしイ　　な神話llliIの大作や　　トロテア　　（図2）　などの

など四聖人の全身像であろう　ドゥスラーは在　　肖像画に認めることができよう、ところで彼が

来の通説に反対’してこれらにジ。ノレジョーネに　　ラファエ1しロと親しく交際したのは1515年ごろ

対するアンチテーゼを，またサロメなどの半

身肖像にジョルショーネからの脱出の意図を

認めているほどである（Luitpold　Dussler，
“ Sebastiano　del　Piombo”E〃（ッ（’loP（’dia　o．f’

Worlfl　Art，　XII，1966）

1511年，セ・・スティアーノは銀行家アコステr

一 ノ・キージに招かれてローマに出，ウfラ・

ファルネジーナを装飾することになった一同じ

ころラファエ1しロもここで　ガラテア　の制作

をしており，彼はラファエ，Lロから学ぶところ

多かった。そしてセバスティアーノの方もウェ

ネツィア派の色彩表現をラファエ’しロに伝え，

それがヴァティカノ宮のエリオドロの川の壁画

・・，ボルセナの弥撒などに端的に現れたと　・般に

考えられている（しかしこれについて最近反論

が出され，ブリツィオ女史はラファエ・しロが彼

の影響で突然に色彩を変えたものでないとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．セバスァィアーノ　婦人像（ドロァア），
6ゾ1・Vo］’ld／1〃tちXI，1966），このころローマで　ベルリン、国立美術館
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までのことで，以後ラファエルロから離れ，ミ　的には当時のローマ画壇を二分していたミケラ

ケランジェロに傾倒するようになった。セバス　　ンジェロ派とラファエルロ派との競合というも

ティアーノのミケランジェロへの尊崇や交際に　のであり，セバスティアーノはシスティナ天井

ついては二人が交した多くの手紙に示されてお　画の影響の濃い、ラザロの蘇生11・（図4）を描い

り，ヴァサーリによれば彼の代表作のひとつで　　た（ラファエ・レロは・ttキリストの変容》を手が

あるヴィテルポの《ピエタ”tl（1517年ごろ．図3）　け，制作なかばで死去）。
　　　　　　　　　インヴエンツイオ－ネ　　　　カルト－ネ
はミケランジェロが「着　想」と「下図」を提　　つづく1520年代の数年間は肖像画家としてのセ

供し，それに基いて完成させたものであった。　バスティアーノの絶頂期に当り，とくに1526年

ともかくミケランジェロの影響は以後の彼の芸　　ごろの！アンドレア・ドーリア“（図5）や《ク

術に抜きがたい痕跡をとどめることとなる。　　　レメンス7世ぷ図6）は傑作の名に恥じない。

1516年の末，後に教皇クレメンス7世となっ　　しかし翌1527年にはスペイン軍による「Sacco

た枢機卿ジュリオ・デ・メディチはナ’レボンヌ　di　Roma　ローマの劫略」があって郷IEのヴェ

の大聖堂のため，祭壇画をそれぞれセバスティ　ネツィアに逃れ，マントヴァやオノレヴィエート

アーノとラファエ・しロに注文した。これは実質

3．セバスティアーノ《ピエタ》ヴィテルポ，市立美術館　　　ロントン、ナショナル・ギャラリー
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にも滞留したのち1529年にローマに戻った。そ　ののように思われます」の言葉がみえる。そし
　　　　　　　　　　　　　　　　　カンチエしリ－ア
の後の境遇ヒの変化は1531年に教EII：庁の尚書院　　て・リンボのキリスト’や’1白字架をになうキリ
　　　　　　　　　　　ピオンポ
のイノし・ビオンバトーレ（鉛の封印の保管僧官）　ストジ（図7）のような作品にも，時代の危機意

に任ぜられたことであり，ビオンボという通称　識とか反古典的な感情がよみとられる。かくて

はここから来ている。そしてヴァサーリによれ　彼の芸術はドラマティックな明暗や運動表現を

ば彼はこの職によって経済的に安定し，生来の　　用いた反宗教改革的な情念の表出に進み，さら

あそび好き，客好きからあまり仕事をせず，むし　にマニエリズモの傾向を帯びていった。

ろ獺惰な晩年を送ったことになっている。しか　セバスティアーノの芸術の特質は，近年におけ

しながらミケランジェロとセパスティアーノと　　る彼の研究者ハルッキー二教授の次の言葉に要

の晩年の不和にミケランジェロ崇拝者のヴァサ　　約されるであろう，一たしかにセバスティアー

のままに受けとることはできない、以後も彼住

つねに肖像1両制作をそ．∫なったし、「ローマの劫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．セバスティアーノ、クレメンス七世》
諸1ス乳イ、i㌃ノドスiちド．兇。ドご7　　　ナポリ，”一ポデ・モンテ国立絵画館
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ノはひとつの絶対的な形体のIH堺を創造できな　綻なく統一のとれた形体的直観を実現するに至

かった・彼は長く苦しい批判という過程を経る　　った」（U．Galetti，E．　Camesasca，　E　’・z　cicloPe　dia

ことなく瞬時に形体を創造するというような熱　della　P・’tlui’a　ltalia〃a，　Vol．　III，1951，　P．2259

情的な飛躍，熱狂への衝動に見舞われたことが　　より引川）J

ない。彼は発明的な想像力を欠いていた．したが　　　　　　　　　ee　ee　ee

って彼には他人がすでに具体化したヴィジ。ン　本図はひとりの人物がテーブノレによりかかって

に頼ろうとする要求が強くあった。きわめて滋　　いる全身の4分の3ほどの肖像1両で，黒い髪を

渕たる感受性のふるいにかけてそのヴィジョン　ゆたかに蓄え，絹の光沢を発する黒の1：着をつ

を濾過してはいるが。つまりセバスティアーノ　け，さらに黒のガウンをまとっている。左千は

はすでに具現された表現から出発し，自分自身　　ガウンの釦穴と覚しきあたりをつまみ，右手に

の言語的千段でもってこれを批判的に論ずる、　　小さな書物をもち，テーブノレのヒにもう1冊の

当然ながらその帰着点は出発点からきわめて遠　　ノ｝物が置かれている。背後には明るい緑のカー

ざかっているし，異ってもいる，こうして彼は熟　　テンが斜めに垂れ，切れの鋭い折り目をつくり

慮して親しみ選択した形像のシステムを自身の　　ながら，左Lから射す光をうけている。また背

芸術の基本に同化還元させることによって，破　　の壁は灰色で，やわらかに陰影をうつしている。

本をもつ右手の表現に何かぎこちなさが感じら

れるが，全体はかなり練達に写実的に表され，

油彩技法の効果も・見してヴェネツィア派のそ

れと想わせる特質を具えている。

これをセバスティアーノの作とした場合第一に

起こる問題は，1511年に彼が25，6歳でローマに

行く以前と以後の，どちらに属する作品かとい

うことであろう。前述のようにヴェネツィア時

代のセバスティアーノはジョルジョーネと結び

ついていた。そして肖像画についてもジョルジ

ョー ネのくt：ある青年の像》（ベルリン．図8）がか

つてヴィックホフによってセバスティアーノに

帰せられたことがあるように，人物のとらえ方

ポーズ，色調化された陰影など，ジョルジョーh・

に近い］三法をとっていたと思われる。つまりロ

ー マに行ってからの／・若いヴァイオリニスト＼・

7．セハスティァ＿ノ（＋字架をになうキリスト　　　　　　（図9）に通ずる持情的な手法である。しかし

マドリッド，プラド美術館　　　　　　　　　　　　同時に彼がジョヴァンニ・べ，レリーこから学ん

51



だ（そしておそらくアントネ，しロ・ダ・メッシ　え方の問題である一このころの肖像1画は全身像

一 ナなどに起源を発する）写実fl勺表現も忘れて　　を別とすればジョルジョーネでもティツィアー

はならないだろう一この要素は彼の制作の基本　　ノてもむしろ胸像とよべそうな2分の1’卜身像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノこ’フ，　ロノ　し
をなすものてあり，さまざまの影響をうけなが　　であり、しばしば前景を胸壁のごときもので区

らも生涯にわたって失うことがなかったからで　 切り，そこに頭文字などを書き人れていたaこ

ある一ヴェネツでア時代の　サロメ　や　マグ　の形式は彼らの師ジョヴァンニ・べ，しリー二の

タラのマリア　の半身像にドゥスラーはヴ才リ　聖母r一像などから出ているであろう。しかし本

ユームの対比的な強調，鋭い衣襲の”ノ：実，冷淡　　図のような膝近くまで描いた4分の3のi7二像は

な感情表現など，シっノしジ、一ネとの異質’性を　　べ・t　IJ一二にもジ，マルジョーネにもみられない∩

指摘している（Dussler・ibid，　col．361）　した　　ティツィアーノでは1508，9年ごろの作と目さ

がって本図を後者の系列に置くことは可能だが，　れる婦人像（ラ・スキアヴォーナ）（ロンドン・

次に述べる諸点か£）ウ．・．ネツ・ア時代の作とす　　・説ではこれはシー1ルジョーネが始め，ティツ

ることは困難と思われる　ひとつは人物のとら　　fアーノが完成した）にその先駆的形式がみと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力　　・　＿　ノ　～

y）られるが、やはり胸壁で1）∬方を限っている、ホ

8．ジョルジョーネ　ある青年の像”　　　　　　　　　　　9．セバスティアーノ　若いヴァイオリニスト

ペルリン，国立美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリ、ロスチャイルド・コレクション
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一
ブ・ヘネシーは，こうした4分の3のr7二像形　　描いた有名なxs・猟犬をつれたカール5HI：　〉）（マド

式はティツィアーノが1530年代の後半に描いた　　リッド）など1530年代からのことで，本図のよ

《ウルビーノ公フランチェスコ・マリア・デラ・　うに意図的に斜めに，ややレトリカルに描くの

ロヴェレの像）（ウフィツィ）によって確立され，　はさらに40年代以後である。ベレンソンが初め

以後の宮廷肖像画史のランドマークとなったと　これをヴェロネーゼ作品としたのは，こうし

語っている（John　Pope－Hennessy，　The．Por一　たカーテンの描法から来ているかもしれない。

trait　in〃ze　Renaissance，　London，　New　　ところで肖像画でなく宗教画を例とすれば，セ

York，1966，　p．172）。しかしそれ以前の1525　パスティアーノが1520年に描いた“聖アガタの

～8年ごろの・フェデリコ・ゴンツァーガ像　　殉教’（図10）にカーテンの特異な処理がみられ，

（マドリッド，図11）にこの形式の初めての明　彼がこうしたカーテンの効果をそのころから肖

確な表現をみることができよう（ただ本図につ　　像画に応用したと考える余地は残されている。

いてほかに1523年説と1531年説のあることを附　以1：の理由から，これらの形式が1511年以前の

け加えておく）。　　　　　　　　　　　　　セパスティアーノの独創になるとみないかぎ

同じことは背後のカーテンについてもいえそう　　り，本図をヴェネツィア時代の作とすることは

である。人物の背にカーテンを垂らす形式はや　できない。さらにベレンソンの推定するように

はりベルリー二のいくつかの聖母子像（ただし　この人物がフェラーラ公エルコレニ世だとした

背景には風景がひろがっている）にみられるが、　らなおさらである。なぜならエルコレニ世は

壁で閉じてカーテンを垂らす肖像画の例はジ。　1508年の生まれだからである。

ルジ。一ネになく，ティツィアーノでもドィッ　すでに幾度か言及しているが，セパスティアー

のヤコフ・ザイスネッガーの作品を⊥台として　　ノとティツィアーノとの関係も一考を要するで

あろう。周知のようにティツィアーノの生年は

10年ほどの間隔を置いた二つの説があるが，現

在支配的な後者つまり1488～90年説をとるなら

ばセバスティアーノよりも3，4年は歳下とな

る、、彼はむろん非常な才能に恵まれ，20歳ごろ

から優れた作品を残し，ジョルジョーネに協力

したり，その死後は彼の未完の作品をセバステ

ィアーノと共に完成させたりしている。しかし

ながらジョルジョー一　4の死後1年ほどでセパス

ティアーノはローマに出発しているので，それ

までやはりジョルジョニズモの中にあったティ

10．セバスティア＿ノ聖アガタの殉教　　　　　　　ツィアーノから，影響とよべるほどのものを受

フィレンツェ、ピッティ美術館　　　　　　　けなかったと考えてよいのではなかろうか。む
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しろ問題はローマに行ってのちにある。ヴェネ　る（彼はマントヴァでイザベラ・デステの宮廷に

ツィアとローマとは地理的にかなり離れている　出人りしたが，フェデリコ・ゴンツァーガはそ

とはいえ，ローマで彼は日ましに募りゆくティ　の息子で，1530年にマントヴァ公爵家を継い

ツィアーノの名声を聞かなか・，たはずはなく，　　だ），そして「彼には他人がすでに具体化した

その作品を見る機会もあったにちがいない。そ　　ヴィジョンに頼ろうとする要求が強くあった」

れに「ローマの劫略」でヴェネツィアに戻った　（ハルッキー二）とすれば，この旅行での見聞は

折りにティツィアーAアレティーパサンソヴ　以後の制作に何らかの働きを及ぼすであろう。

イーノらと交際しているので，親しく彼の芸術　　　　　　　　　ee　米　ee

に接することもできたであろう，本図との関聯　　さてローマ時代におけるセバスティアーノの肖

に限ってみれば，さきほど挙げた　フェデリ　像画は，1511年から1516年ごろまでの初期と，

コ・ゴンツァーガ（図11）をティツィアーノは’IG　それから1527年までの中期と，1530年から晩年

時制作中かあるいは仕ヒげたばかりであり，こ　までの後期との三つに分けることができる。初

れを彼はティツィアーノのアトリエか，つづい　　期はひろくラファエtLロ的な影響のもとに制作

て・訪れたマントヴァの宮廷で見たとも考えられ　　した時代で，前半には下ロテア（図2）やt・tラ・

フォルナリーナ　と通称される1つの婦人像な

どがあり，後半では若きヴァイオリニスド（図

9）や　枢機卿アントニオ・チオッキ・デノレ・

モンテ・サンソヴィーノ　などがあって，すべ

て胸像的’P身像である。そしてフリードバーグ

によればこれらは色彩や背景の描写にヴェネツ

rア風をとどめながら，前者がローマ的llr典主

義の反映，ことさら荘市：でモニュメンタルに表

そうとする意図，対象を個性的であるよりも理

想的に把握しようとする態度を示しているに対

し，後者はしばしば幾可学的あるいは抽象的と

よびうるほどに単純化された垂直的な構成をも

ち，ただ顔の部分に写実性がみとめられる（Fre－

edberg，ibid．　Vol．1，p．145～146，　p．372～375）。

これを換言すれば彼は未だ若く，色彩と形体，写

実と抽象，個性と典型，あるいはヴェネツィアと

ローマといった要素の実験的な結合を試みてい

Li’ト7，二《：；；（三テリコ’コンツアーガ　の3肖像が初めて現れるのは1516イ1・の・欄　1



バンディネルロ・サウリと…人の従者“（ワシン　する演出されたボーズということもできよう。

トン．図12）であって，これはメロッツオ・ダ・フ　1530年以後の後期にも，セバスティアーノは肖

オルリのゆクストゥス4世とフラティーナ　　像1両を制作しつづけた。それは現存する作品よ

（ヴァティカン）の先例があるとはいえ，群像肖　　りも彼が受けた注文の数から証明されるとドゥ

像1｜1flとしてラファエ・レロの　レオ10　［H：と1人の　　ッスラーは語っている（Dussler，　ibid．　col．

枢機卿“（ヒッティ．1518年）に先駆する創意　　862）tしかしこの後期肖像画の性格をはっきり

を示している。　　　　　　　　　　　　　　　つかむことは難しい。ジュリア・ゴンツァーガ

　つづく中期の10年開は，セバスティアーノの　　の像　は当時非常な賞讃をうけたといわれるが

肖像制作の絶頂期であった。この時期からミケ　　ヴァリアントしか現存せず，男性肖像画のうち

ランジェロのマニエーラつまり壮人さへの意　もっとも優れているレニングラードの《枢機卿

志，造形的な堅固さ，力動的な構図が彼の芸術　　レジナノレド・ホーレの像　も中期の　クレメン

に反映してくる。ttあるユマニストの像　　ヒエ　　ス71ii：の水準に達していない。またこの時期

トロ・アレティーノの像　　アントン・フラン　　に彼は・方で深い悲恰的な感情のしみわたった

チェスコ・デリ・アルビッツィの像　など優作　宗教画を制作していたが，肖像画ではミケラン

が多いが，代表作は　アンドレア・ドーリア　　ジェロ的な造形が再びジョノレジョーネ的，ラフ

（図5）とクレメンス71［f：（図6）であろ　　アエ・しロ的なニュアンスにとって代えられ，全

う。そこではドラマティックな感覚や権威にみ　般に冷ややかな，様式化された古典1義的作風

ちたポーズまた深い陰影によって人物の性格が　　となったという観察もなされている（U．Ga一

鋭く浮き彫りにされ，高度の緊張感がクーえられ　　lelti，　E．　Camesasca，　ibid，　P．2558）。

ている。これらを白然な偶然的なポーズに対、㌧：　以li述べたローマ時代の…つの時期のうち，い

つれに本図を位置づけるべきであろうか。前述

の4分の3のN7二像形式やカーテンの処理を根拠

とすれば少くとも初期には人らず，中期も後半

以後の作となろう．しかしながら中期の作風は

きわめてヴェネツィア派的な本図の様式とかな

り異っていて，この時期に入れることも難しい。

ベレンソンの総口録にあげられたセバスティア

ー ノの作品中，人物の表情や髪のとらえ方で本

図に近いと思われるものに・ある高僧の像“（ヴ

ェネツィア，チー二・コレクション・図13）が

あり，制作年は不明だが，もしこれが中期に属

12．セハスティアーノ　枢機卿ハンディネルロ．サゥリと三　　すなら，同じころの作品と考えることができよ

人の従者　ワシントン、ナシ。ナル・ギャラリー　　　　　う一また本図を1530年代以降の作とした場合に
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も，やはりセ・・スティアーノが後期においてこ　　ここて本図とエノレコレ　i　IHrとの関係についてみ

のような描法をとっていたかどうかが問題とな　よう．エルコレニlll：はフェラーラ公アルフォン

ろう．その答は・般的には否定的だが，彼が・　ソ　・世と名高い公妃ノしクレツィア・ポルジアの

時ヴェネツィアに帰国したときティツィアーノ　　子として1508年に生まれた　4代lIの公爵家を

らに学ぶところ大であvたとしたら，他人の芸　　継いだのは1534年である「当時フェラーラはlill

術に敏感な彼がティツィアーノに倣い，ウェネ　帝カール川lllとフランス1三フランソワー・世との

ッィア派の描法に再び戻ったという推定も成り　対、フ1，またこれらとローマ教lillとの問に、‘’：って

立つ．．そう考える以外本図を位置づける場所が　政治的にit’濾していた，フランスとの友好維持

なく，以上の推定が誤りなら本図をセバスティ　のため一｛三女ルネー・ド・フランスを妻とした彼は，

アーノ作品から除外しなければならない　ベレ　他ノ∫で教皇との関係改善のため1535年に初めて

ンソンがここに描かれた人物をフェラーラ公エ　　ローマを訪れているこのときは交渉に失敗し，

ノしコレ1　IH：（？）としたのは，人物のアでデンテ　1539年再びローマを訪れて成功を収めた。1559

fフでケーションに疑問があったとしても，セ　 年101J　511死去．

バスティアーノの中期の末か後期にこの肖像の　　ペレンソンがいかなる根拠から本図をエルコレ

様式をみとめたためであろう　　　　　　　　　、竃竃誓　　　〆一　～亨こ皐『塾煕㌻←　、

ろぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　叉’　・，．）　　　　　　　　　　’『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幾

澄9　　　　　　　　　．　　　　　　　　　’　－　t・t二’　　Lt”1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

＾　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　チ　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑柏t

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’：　　le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚謄鐸騨難：≒：鷺馨1

13．セバスティアーノ　ある高僧の像　　　　　　　　　　　　J－≡妻妻一　＃．ijl“．嵯一一．　　．一一・”；’一・一・・　’・＿　　　．．

ヴェネツィア、チー二・コレクション　　　　　　　　　　　14．エルコレニ世像　（当時の版画；
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二世（？）としたかはわからない。ただ彼のかな　全くない。当時の肖像画にはしばしばエンブレ

り後年と思われる横顔の肖像版1両が残っていて　一ムとかアトリビュートが一諸に描かれてい

（図14），それと本図とは，正面向きと横向きと　た。そのうち書物は，聖書を別とすれば，一般

の相違，また年齢の相違はあれ，鋭い眼，太い　　に知的な環境を表すものとして用いられ，表題

眉，通った鼻筋，額から生えぎわなどに，かなり　が、1｝かれたり，開かれたヘージをゆび指したり

の相似点がみとめられる。これだけで両者を結　　してi題の人物の説明をしていたのである。そ

びつけることは危険だが，もし本図がエルコレ　こで本図については人文一ヒ義的君主か人文主義

二世だとしたら，襲爵した1534年以後，年齢的　者か，という以ヒの推定はできない。

には30歳前後とみるのが自然であろう。だがそ　　最後にブロックウエルが推定するように本図を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スク－ルれ以前の1527～9年にヴェネツィア，マントヴ　　「セパスティアーノの流派」とみる説（Brock一

アを訪問した帰途フェラーラにN7二ち寄って描い　well，　ibid．）は受け入れがたいように思われる。

たとする推定も，本図が20歳ごろの男子を表し　彼には何人かの弟子がいたであろう。しかしそ

ているとみれば，可能である。しかもエルコレ　れはローマという環境の中でであって，弟子た

一r．世は1528年に20歳で結婚しているので，その　　ちの［ll楓は察するところミケランジェロ風かマ

際の記念かあるいはフランスE家との交換のた　　ニエリズモに近く，本図とは様式的に結びつか

めに描かれた肖像1両と考えることもできる．セ　　ないと考えられるからである。

バスティアーノがフェラーラに滞留したという　　　　　　　　ee　ce　ac

記録はないが，マントヴァ公とフェラーラ公は　初めにも述べたように，本稿の日的は・ある男

親しい姻戚関係にあり，彼がイザベラ・デステ　　の肖像“にまつわる問題点をいくつか出して考

の紹介状を持参してフェラーラ宮廷を訪問した　察することにあった。入千文献に乏しく，ヴェ

かもしれない。またエルコレニllヒが1535年か39　ネツィア派の削∫lj家でもない筆者としては，す

イトにローマを訪問した際にセバスティアーノが　べて推定の域を出ず，問題を提出するにとどま

描いたという推定は，このときフェラーラ公が　　った。

政治的にかなり多忙であったはずで，肖像画を　なお本稿を入稿したのち，かねて問合せていた

描かせる余裕があったかどうか，無理のように　パルッキー二教授からご返拝をいただいた。同

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　教授のご意見では本図はフランチェスコ・サル

つぎに本図がエルコレニ世でないとしたら他の　　ヴィアーティFrancesco　Salviati（1510～1563）

誰を表しているかという問題がでてくる。しか　　の作であり，その旨をセバスティアーノに関す

し当時の肖像画，メダル，版［llflを頼りとしてア　る著書（Rodolfo　Pallucchini，　Sebastiano

イデンティフィケーシ．ンを求めることはきわ　Vini2iano，　Milano，1944，　p．187）にも記して

めて困難である。図中に頭文字とか家紋でも入　　あるとのことである。

っていれば手がかりがつかめるし，2冊の書物

に文字でも記されていれば推定の材料となるが
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ピカソのドライポイント

サルタンバンクの周辺

八重樫春樹

匡い”：西洋美術負］↑がll召和41年度に購人したピカソ　　だけで、とうとう大1両面には着千されなかった。

のドライホイント　サルタンバンク　（図1）は、　やはり同・図柄のドライホでントが作られてい

彼のいわゆる「サーカスの時代」に制作された　　る一”同じく1906年夏の未完に終った・・一レム

が，これは恐らく，全く同・図柄の水彩lllil旅　（パラ色の裸婦）（Bibl．　2．　xv．40）、そして初

芸人の家族　（図3）を版1両に再製したものであ　　期の問題作で現代絵1面1の記念碑とまでいわれる

る．　旅芸人の家族はあらゆる点から推して，　　1906－07年の　アヴィニオンの女たち　などがそ

ピカソが彼の「サーカスの時代」すなわち1905　れである，多くの場合そこには何らかの寓意が

年前’トの成果を総括しようと意図したコンポジ　加味されようとする，　ラ・ヴィーは「人生の

ションの，ひとつの試作と考えられる。このこ　　周期Cycle　of　Life」のテーマを借りて，彼の

ろのピカソの作品にしては比較的複雑な構図が　　「庁の時代」の否定的人生観をモニュメンタ

割合よく纏められており，地’r線は高くまた水　　ルに造形化したものであった。ハーレムでも

平垂直の要素が基調とな・，て、構成・色彩ともに　　ある種の寓意が暗示されているし，　アヴィニ

占典的な平衡を湛えた格調高い完成f乍をr測さ　オンの女たち　はその当初の，i卜画では人生にお

せているrこれが偶然のスケッチではなく観念　　ける快楽と死の親近性を寓意的に表現するのが

的に構成されたものであることは，登場人物の　その日的であった、　旅芸人の家族は，　・見

いくつかのポーズが先行する彼の絵［lli｜デッサン　　したところでは旅芸人の・座が旅の途中で夕餉

に見出されるし，それぞれの人物が各々必然的　　の仕度をする・時の風景をスケッチしただけの

な意味内容をも・，てコンポジションに参加して　　ように見えるが，実はここでも「人生の周期」

いることからもわかる．そしてまた未完成の要　　が1三要テーマとなっていることを見逃してはな

素が多く，彩色も全体のバランスを考える程度　　らない，左側の母親の子に差し上げられた嬰児

にのみ施されているのも，明らかに予備的な習　は誕生の象徴，右側の球乗りの少女はll「春を意

作であることを物語・，ているttしかしこれは、ど　味するrこの球乗りの姿のおぼつかなさは，青

ういう理山からか油彩の大画面としては果たさ　春の不安定さを暗示するのだろうか．中央左寄

れず，“旅芸人（サルタンバンクの家族）（図5）　りに繕いものをする女は恐らく生活を意味する

がこれに取って代った．　　　　　　　　　　　のだし，中央の老婆は人生の終末あるいは死を

ピカソはその初期の芸術的性癖として，あるi　象徴する．そして更に，右側から画中に登場し

定期間の造形的及び情緒的成果を人画面構成に　つつある妊婦（ドライホイントの・ttサルタンバ

総括を試みる。1903年のラ・ヴィー（Bibl．2．　ンク’から推測して）は，まだこのIli：に生まれ

IX．13），そしてこの旅芸人，1906年にやは　出ない生命の誕生への進行を表わしている。左

り予備習作だけに終った　水飼い場　（BibL　2．　下方に裸の幼児が二人いて，・一・方は白他方は黒

XV．40参照）一これは部分，構成ともに多くの　い色をしている，これは恐らく，旅芸人やジブ

習作を繰り返しながら，　水辺の馬’（Bibl．2．　シーの性風俗の　・面を反映したものであろう

XIV．16）というグアッシュの名品に結実した　　が，この作品にどのような寓意内容を加味して



いるかは，種々の推測は可能としても，必ずし　れた。そしてこれが必ずしも「サーカスの時代」

も明確ではない。　　　　　　　　　　　　　　閉幕の直接の原因と云わなくとも，・旅芸人（サ

「人生の周期」というテーマは，世紀末のパル　　ルタンバンクの家族）’（図5）の完成が，新しい

セローナに導入された北欧の絵画や文学を介し　段階への転身を予測させている。この大作には

て，すでにピカソには馴染み深いものであった　　相’iGに周到な準備がなされた。そしてコンポジ

（Bibl．9．　p．21参照）。このテーマは西洋で　　シ．ンの草案も，恐らくは二転三転しているも

は古くから扱われて来たもので，（P・フール　θ）と思われる。（図2）は（図3）と同名のv旅

はこれが英国のチョーサーにまで遡ることを　　芸人の家族　と題されるデッサンだが（Bib1．2．

指摘している），特に世紀末には表現主義的あ　にょる），ゼルヴォスは旅芸人ttの習作と考え

るいは象徴主義的傾向の強い北欧で流行し，　・　ており，あるいはこれが大構成の第一・案であっ

般には女性の生涯を無垢のlii一春，肉の成年，没　　たかも知れない。この（図2）と（図3）はど

落あるいは死の老年の三段階に区分してこの　　ちらが先行のものかわからないが，少くとも

「人生の周期」を象徴化したようである。ヒカ　　「サーカスの時代」総括のためのコンポジショ

ソが「“iの時代」の頂点の1903年に描いたラ・　ンを意図したものであることは確実と思われ

ヴィー・はこのいわゆる「人生の三段階」方式　　る。しかし先にも述べたように，（図3）の《旅

を採っていないが，やはり「人生の周期」の彼　芸人の家族はほぼ完成を予測させながらピカ

なりのひとつの形式を考案して，ll∫春の虚し　　ソはこれを断念し，、旅芸人㌔にとりかかった。

さ，人生のはかなさを強調している。　旅芸人　　このことを何らかの形で理解するためには，こ

の家族》は，この「人生の周期」の二度目の試　　の「サーカスの時代」及び「バラ色の時代」が初期

みであった。Kkラ・ヴィー》以来すでに三年が経　　のピカソ芸術の展開においてどのような位置を

ている。そしてここでは，人生の周期というよ　　’j・えられるかを考えて見なければならない。

りはむしろ生命の循環という要素が強く，その　　「バラ色の時代」は，ピカソが「吉の時代」の

諸段階もこのテーマの一一般例よりも細分されて　文学性あるいは表現一1三義から，「ネグロ彫刻の

いる。だがしかし，ピカソが「人生の周期」の　時代」，「キュビスムの時代」の造形性へと転向

寓意をもってこの作品の中で何を云わんとする　する過渡期であった。カーンウェイレルの言葉

のかは，非常に曖昧なのである。そしてピカソ　　を借りていえば，ヒカソは「バラ色の時代」に

はこれを大lllil面に描くことをやめている。　　　　おいて「情趣のリリシスムStimmunglyri一

ピカソの「サーカスの時代」は，「青の時代」　　smus」から「形態のリリシスム　Formen一

と「バラ色の時代」との接点であり「バラ色の　　lyrismus」への方向転換を徐々に進行させて

時代」の第一段階であった。「サーカスの時代」　いるのである（Bibl．11．　p．8参照）。その結果，

あるいは「アルルカンの時代」は，1904年末頃　　「パラ色の時代」は，恐らくピカソの全1剛歴に

に「｝！∫の時代」から至ってスムーズに移行し，　　おいて最も打情性の高い時期を形成することに

そして1905年夏のオランダ旅行で終止符を打た　　なったのだが，この期を更にその傾llηに従って
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細分してみると，　　　　　　　　　　　　　　乗りの少女＼（Bibl．2．　xII．19），1〈力士“（Bib1．

「サーカスの時代」（1904年末一1905年夏）　　　2．XII．20）参照）．オランダ旅行では彼は非常に

「オランダ旅行」（1905年夏）　　　　　　　　1｝1：感的な裸婦を描いている（髪を結うオランダ

「マニエリスム」（1905年夏一一末）　　　　　　　女（Bibl．2．　XIII．1），’髪を1二げる裸婦’・）（Bibl．

「新古典1三義」（1905年末　1906年夏）　　　　　2．XIII．5）。ピカソがヴォラールの依頼を受けて

「イベリア彫刻の影響」（1906年夏一末）　　　　本格的なブロンズ彫刻を試みるのもこの頃であ

となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　った．そして彼はそのいくつかをロダン風にモ

「サーカスの時代」は「青の時代」後’Pのエノし・　ドレするのだが，この意味は実に市：要である。

グレコの造形を借りたいわば「形態的表現1三義」　すなわちピカソは，対象の量的、㌧：体的存在性を

とでもいうべきものを，色彩・形態・情緒とも　発見するのだが，それを造形的に表現すること

に緩和しつつ，同時に群像構成に苦心しているe　がまだできないために，光の効果を借りて、～二体

ピカソは元来複雑な群像構成に得千ではない。　　を表現しようとする．事実は，彫刻のII憾i、フニ体

ちなみに彼の群像の傑作と云うべき　アヴィニ　感は内発的なものであって，決して光の効果に

オンの女たち　（1906－7年），ゲルニカ（1937　よって具現するものではないのだ．

年）の場合も，前者では惨惰たる苦心を経なが　　オランダ旅行後，彼は絵1前における量感的表現

らついに満足を得ていないし，後者の場合も極　　をやめてしまうA彼は比較的動きのないポーズ

めて単純な構成規範に従うことによって，そし　の人物を凹lt　11の少いモドレでいくつか描き，そ

て他而ではキュビスが教えたデフォルマシオン　れらを種々な状況に置いてみる。ここではどの

によって，軽うじて成功を収めている．ピカソ　絵にもほとんど無味といっていいほどの平静の

芸術が本質的に志向するところは，対象特に人　　みが支配する。そうしたなかに彼は自己の造形

間への観人と同時にそれを通しての自己の内面　の原型を求めて通ったルーヴル美術館の古典彫

表現であって，対象の客観的存在性あるいはそ　刻から，人体表現の千法を借り，やがてそれは

れらの相互関係ではなかった。その意味ではキ　彼自身の新古典1三義的世界を形成してゆく。彼

ユビスムはピカソ芸術の唯一・の例外と云える。　はその集約を　水飼場いに求めようとするが，

そして純粋に造形的なもの客観的なものへと歩　　結局それを果たさぬまま，夏ピレネーlll中のス
　　　e　　　　　　　　　　　　

み寄りつつある「パラ色の時代」が，結果とし　　ヘインの村ゴソルに旅、フ：つ。ここでも新占典主

て古典的な打情性の強いものになることは，あ　義の一1三題と造形が追求され，その成果を《パー

る意味では当然でもあろう。ピカソはこの頃サ　　レム’という大1両面の群像構成に集中しようと

一カスの人々と実際に交際していたようである　する．だがこの頃からピカソの造形要素にそれ

し，また拳闘に非常に興味を持ち，拳闘家や闘　　までとは異質なものが混人して来る。それは問

技士の体躯や力に驚1嘆した（Bibl．3参照）。彼　　題作1（アヴィニオンの女たち＼の研究途ヒで1940

は彫塑的で実在感のある彼らの肉体を，華奢で　年前後に明るみに出た，アルカイックなイベリ

しなやかな少女の体と対比させて表現する（・球　ア彫刻のマスクの様式であった（BibL　13．参
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照）1，これは最初，彼の占典1三義的造形と調和を　　ソがこれをやめて裸婦だけの群象構成にしたの

保って導人されたのだが，次第に人物の表情も　　も，純粋な造形面での追求で絵画が成立し得る

肉体も堅くなり，色彩も新占典i三義のテラコッ　ということ，云いかえれば，カーンウェイレル

タ調のローズから黄色味を帯びたあるいはもっ　　の云う「形態のリリシスム」がひとつの独、7二し

と褐色の強いものに変化してゆく。彼はこのア　た芸術的肺1直であることを確認するとともに，

ルカイックな人体様式を介して，対象の物理的　　そうした絵画においては寓意などの文学的要素

（㍑的及び空川的）イr在性を強調しようとし，更　　は不要であるばかりでなく，観照者の作品に対

にそれを絵両的必然に到達させようと努力する．する関心を分散させることになり，むしろ作品

　アヴィニオンの女たち　はこうした努力の総　　の’貫性を害するということを了解したからで

決算として（そしてあるいはマティスが1905年　　はなかったろうか，

末から1906年にかけて完成したいわゆるフォー　1905年にピカソがなぜ　旅芸人の家族，の大lllil

ヴィスムの記念碑（生きる悦び’へのアンチテ　面構成をとりやめて　旅芸人（サルタンバンク

ーゼとして）計両されたものであった。結果と　の家族）’を「サーカスの時代」の記念碑に選

してこれは，対象の物理的（r在性をひとつの絵　　んだかについても，やはり同様の推測が理解を

画的必然である二次元に翻訳したものとなり，　助けることになる。1904年4月に四度Llに・・リ

日1：紀末にモーリス・ドニやゴーガンなどがi三張　　に出て「洗濯船」（Bateau－Lavoir）に住みつ

したように，対象表現をてきるだけ平面的に描　　いた時，彼の「II☆）時代」はもはや終末にさし

くことによってタブローそのものを・個の存在　かかっていた。同時にそのヘシミスムの「文学」

そのものに造りあげることを成就している。キ　　も，自己の芸術と人生のあてのない模索に裏づ

ユビスムの本質は，kffaの存在性を絵画的存在　けられた否定的な人生観も，もはや彼の芸術的

に転位し，同時に絵画作品をlll縁によっで性格　なオフセッシオンでしかなくなっていた。彼は

を賦ケされたひとつの実在として創造すること　　「lli一の時代」の表現1三義力中にゴシック彫刻，

であった。従ってカーンウェイレルが指摘する　エル・グレコのマニエリスムのほか，ゴッホ，

ように，キュビスムにおいては多くの場合画而　　セザンヌなど近代絵画の先輩同41iの造形を導人

の奥に造形するのではなく，両面の前面におい　　してその造形的追求の中に自己の芸術的方向を

て造形が行われた（Bibl．11．参照）。、アヴィニ　見川し，自己の造形言語を獲得していた。彼は

オンの女たちttは，ピカソ自身にとっても多く　よりIEE富な色彩を求めてゆくのだが，油彩画に

の不満と問題点を残しながらも，このようなキ　おいてはそれは「1？の時代」の造形的成果を損

ユビスムの造形美学への足がかりを確i’t：してい　なわないよう，極めて注意深く，それも初めは

るのである。／・アヴィニオンの女たち　の最初の　　「青の時代」の人物の肌にすでに混人していた

計1両は，娼婦たちに囲まれた水夫と，1両面左方　　ローズ系統の限られた色彩を次第に強くしてい

から死の象徴である頭骸骨をT・に登場する学生　　ったにすぎない，「バラ色の時代」は極めて必然

で構成された，ひとつの寓意画であった。．ヒカ　的到来であった。彼はサロン・デ・ザンデパン
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ダンやサロン・ドートンヌなどの大さな展観に　　き出しかつ円環構成を強調し，その空間的位置

はll品1，しないが，ヴォラールやスタイン兄妹が　　を確定するために右前面に婦人像を加える。そ

彼の作品を頻繁に買うようになる．ヘシミズム　　してまた群像の存在感をより強めるために，遠

の文学と表現1三義が彼自身にとって必然のもの　　景の細部を排除してしまった。

てなくな．，た今，当面する課題は形態と色彩を　　なお，「サーカスの時代」の記念碑としてはこ

より豊富にし，そこにより変化のある調和を獲　　の／旅芸人（サルタンバンクの家族ジとともに・

得することであったcそしてピカソの場合，こ　現在ソヴィエトのフーシキン美術館が所蔵する

の努力はllf典1三義的方向を日指し，形態と色彩　　’球乗りの少女をあげておかなければなるまい。

と情緒の安定ある調和を求めているrtここには

もはや寓意の要素は無用の侵入者にすぎないで　　参考文献抄

あろうcピカソがコンポジションに寓意を川い　　1．　Christiall　Zervos：1）αblo、P：cα∬o，　Vols．

ようとする性癖は，実は彼が少年時代に師とし　　　　1－VI．　Parit，1932（v《）L　I）

て絵を学ん竺と・カタ・ニアQ・モデ・レニ2・蕊，Ra蕊1冨。B蹴㍑＝
スモ」の一’傾li「」であった象徴礒に育てられた，　，。isonn（；　V。　1・ぽ，姫1，。i。z，　P。，i、，1966

いわば彼のひとつのオフセッシオンであった．　　3．Fernande　Olivier：Picαs，go　et　ses　Amrls，

そして先にも述べたように，彼はある・定期間　　　　Paris，1933
の劇↓をひとつのコンポジシ。ン1こ纏めLげよ　4・Alf・ed　H・B〔・Pれ∬・・FWγ≡0／
うとする場合1・，そこに寓意を加味させようと5．｛忽㍑‡lll；lll！9Cl＿。，　GenCive，　1953

するのだが・興味深いことに最終的にこの寓意　　6．Frmlk　Elga〔dRo｝）ert　Maillard：1）llcasso，

が残されたのは，「青の時代」さ中のIKラ・ヴ　　　　Paris，1955

イー・
だけなのである．　「サーカスの時代」で　　7・　R《）land　Penrose：Picasso・・lllis　Lif．αnd

も旅芸人の家族においてそれ≧1しなが8．El撫忠・隠1、eiln，　Pll，、、．ss。，　a

ら・結局それを断念するのだが・その理由は以　　　　Pictθria．1疏θμrσ1ノゐy，　London，1959

．1：述べて来たことからすでに明白であろうかと　　9．Alltllollv　Blunt　alld　Phoebe　Pool：
思われる。彼はより群像構成の堅固な，そして　　　　Pica，sso，〃le　F‘）rtnαti．ve　Ypαrs，　N・Y・，

よ噸≡じと剛を倶えた旅三人＼を・1。．蒜Ri。h。，d，。n，　Picass。，。qua・re“es

「サーカスの時代・の記念碑とし▽己成させ　　，t・．cr。u．aches，　Bal・，1964

たnここでの彼の最大の関心‘i9がltlil面及び空間　　ll．　Daniel　Ilenry（Kahn“－eiler）：DPrπ乏g

の構成であり，群像を彫刻的な空間的存在とし　　　　91tlll　Kubismtts，　M〔inchen，1920

て絵画に具現しようと意図していることは，コ　12・Jolln　G（’）lding：Cttbi．srn・αHistorJy　and

ンホシシ。ン・Wl・として描かオ・た（図4）と13．£；，ll霊1㌫。惚＝，L麗：溜

比較すれば，もはや多くの説明を必要としな　　　Iberian　Sc　tt　lp　t　it　re　，　tNrt　Bulletin　vol．23，

い、完成作ではこれよりも群像を更に前方に引　　　　llo．3，1941
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ブールデルの　弓をひくヘラクレス　と

二点のデッサン

穴沢一夫

この解説作成のためパリ，ブールデル美術館の　淵の切りたった断崖を探るようにみえた。これ

ローディア・デュフェーブールデル夫人に根本　　らすべてが，この猛鳥を一・つのまったき例外的

資料の送付を頼んだが，現在木着なので，手許　　な存在たらしめていた。………

の資料で責を果すことにする。もっとも詳細な　　まだまったく幼いお前を捕えた人々は，お前を

資料はIonel　Jianou，　Michel　Dufet：BOUR’　ノk遠に閉じ込めえたと思った。しかし私は，お

DELLE，1965．　Paris，　Artedで，ブールデル　前がお前の脚をつなぎとめている呪うべき綱を

作品総カタロクを目指したものであるが，Jia・　怒りに燃えて噛み裂くのを見た！　古くなった

nouの編集した同じ彫刻家シリーズの他のモノ　鎖と石が振り落され，お前の凄注じい飛翔によ

グラフィー同様，不完全な個処があり，了こ面的　　って，すべての占びた屋根先が壊れ落ちた時，

に信頼することは不・∫能である。他にブーノレデ　お前は飛びたって大空にむかった。私には眩む

ル美術館，ブールデル友の会による写真集　ばかりのショックによってそれが判った。お前

BO　URDE’LLE，　Texte　de　Pierre　Descargues，　の闘いへの熱望に全身ひきつけられながら，幼

Biographie　de　M．　Dufet，1954．があるが，　　くてまだよく理解できなかったとはいえ，私の

作品の制作年代はJianouのものと一致しない　心は締めつけられ，そして私はお前のために祈

場合がある。1968年lkl、？：西洋美i］lj館，京都国、［，：　った………。

博物館で行なわれた「ブーノレデル展」カタログ　お前は飛びあがり，そして一・瞬たちどまった。

の資料は，ブールデル美術館のMichel　Dufet　そしてお前はL昇し、お前の魂の忠告をまった。

夫妻から提供されたが，筆者のパリでの所見で　魂は，お前の肉体を，その運命へと投げこんだ！

は，ブールデル未亡人の各作品別ファイル1こよ　そしてお前は風を呼びながら，お前の上昇の極

ってなされたと考えられるので，もっとも信頼　　点にむかう軌跡を描いた。お前の念頭にあるも

のおけるものと思われ，ここでもそれによった。　のはただ飛翔のみであり，お前の霊は星の中に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在った。そしてお前は飛びかけって，その霊と
　　　　　t・・弓をひくヘラクレス》　　　　　　合体した。………

「まだ私がほんの子供だった時，私は神々のく　私の心はお前にむかって叫んだ！　そして私の

だした宙鳴から生まれたようにみえる一羽の猛　心の中に，私の眼以外のもう一・つの別な眼が生

鳥を，その傍近くで観察したことがあった。轡　　まれた。」Antoine　Bourdelle：Ecrits　sur　l’αrt

曲した部分のきわめて少ない彼の肉体は鋭角と　et　sωr　1αvie，　pr6setLttis　pαr　Oaston　Varenne，

｜1量〔角で形づくられ，彼の飛躍をさまたげるであ　1955，Librairie　Plon，　Paris，ぐ工a　croissance

ろう優雅な輪廓といったものはなにひとつ見あ　et　Pessor．”

たらなかった。その姿は，めくるめく精神によ　　｛，・．Sをひくヘラクレス　（図1）は1909年に制作

って形成されたように角ばって鋭くそして尖っ　　され，1910年のサロン・デ・ソシエテ・ナシオ

ていた。彼の鋭いまなざしは，発作的に，狭苫　ナル・デ・ボーザールに出品されて，彼の作家

しい，みにくい仕切りに向けられ，まるで深い　　としての声価を決定した作品である。内に溢れ

08



鳥なのであり，そこにはまたモントオバンの幼

年時代の狩の想い川がIfi：なっている。そして’」

をひくヘラクレス自体，彼が慕ってやまなかっ

たこの空のE者の姿なのだ。　「お前こそ私の内

面の師であった。お前の“tlち返った広大な台地

の仁で，私はお前の努力を想った。私はお前の

（捕われの）日マの爪なりを見た。そして私は

お前の力が増大していきお前の翼をはばたかせ

るのを見た，私はお前がお前の運命の必然をゆ

っくりとうちたてていくのを見た。私はお前が

みずからの戸に耳かたむけるのを兄た……」A．

Bourdelle，θア．　cit・，　P・71・このようにして

りをひくヘラクレスこそ，ブールデル自身の

似すがたなのである。ちょうどら考える人＼、がロ

9ンの自1両像であるのと同じように。ヘラクレ

スを制作した時，ブールデルはすでに49歳にな

．，ていた。不死の神と死すべき人間の間に生ま

れた’ド神ヘラクレスの生涯は悲劇的な，苦業

にみちた忍耐の連続だった。ここでひとこと

philhellCtneギリシア愛好家ブールデルについ

1・弓をひくヘラクレス（第1鋳造）　　　　　　　　　て触れておきたい。芸術家として，とくにロダ

るエネルギーをみなぎらせ，瞬間のポーズをと　ンの影響からも彼がギリシアを愛していたこと

らえた緊密な構成によ．，て，静と動の見事な綜　　は当然であったが，とくに最初彼の弟子であっ

合と均衡を実現したこの傑作は，そのil題を，　　たクレオハトラ・セヴァストス夫人がアテネ出

ギリシア神話の英雄ヘラクレスの12の功業の・　身の彫刻家であったことと，さらに象徴派の詩

つ，ステユンファロス湖の怪鳥退治から借りて　人で，彼と親交のあったAndr6　Suardsの存

いる。もちろんi三題自体は造形のための日実に　在をあげなくてはならない。残されたシュアレ

過ぎないが，しかしここには，最初に引川した　　スとの，1｝簡集Andr6　Sures　et　Antoine　Bour・

ブールデルの少年時代の強烈な想い川がまつわ　　delle：COR、1｛　ES1）ON・0・4NCE，　prtisenttie　Pαr

っていることも見逃せない。ヘラクレスの剛t］　M訪eZ　1）ufet，1961，　Librairie　Plon，　Paris・

が狙っているもの，それはあの終生彼から離れ　　によれば，ブールデルはシュアレスに〈わが悲

ることのなか・．た捕われの：鷲〉，そしてあるU　劇的な笑いT－〉，〈悲劇詩人〉などと呼びかけ，

無限の大空にかけのぽって姿を消した，あの猛　　シュアレスはまたブールデルをく親愛なるエウ

69



リピデス〉，ブールデノレ夫人をく親愛なるアテネ

人〉と呼んでいて，彼の手紙の最後はギリシア

語のあいさつで終ることが多かった。ブールデ

ルの彫刻にギリシアの主題が多く，またそれら

の多くにギリシア語の献辞がみられるのはその

ためである。二人の間に交されたll；：簡の中には

しばしばアリストファネス，ソフォクレス，ア

スクレビオス，エウリビデスなどへの言及が兄

られ，く親愛なるエウリヒデス・の称U．も，ブー

ルデルの芸術が人問の魂を救うギリシア悲劇の

〈カタルシス〉の力をもつことから来ている。じ

っさい常に多弁なこの世紀末の詩人は，ブール

デルにその絶望と孤独の奇怪な呼びかけを行な　　　　1

った。そして彼に対して慰めを勺・えていたのは

ブールデルではなかったか。ブーノしデルの厳し

く美しい簡潔な文章は，彼が常に丁仕事の上に

、7：つ確固たる信念を持ちつつけたことを小して　　　　。・・　、、“r．一。’・t：Tr：κ栗漬や・・云～微鵠1

いる。しかし彼の頑強な肉体は，そのあまりに　2・アスクレビオス

も休むことのない努力と制作によって蝕まれて　代、が立っていた（現在はない）が，その時雪の

いった。エウリピデスの．・狂えるヘラクレス＼　　中の彫刻に未亡人は「おお可愛そうに！　寒い

は英雄の悲劇的な死を描いているが，晩年のブ　　でしょう！」と声をかけずにはいられなかった

一 ルデルは，その病いとの戦いのうちに人間の　　というのである。夫の作品は強いからそんなご

肉体と魂の救い子であるギリシアの医神アスク　　とはない，と未亡人はつけ加えた。この話はブ

レビオスに想いをひそめ，死の数日前，彼はア　ールデルとロダンの芸術の根本的な性格の違い

スクレビオスを自己の姿で表わしたのだった　　を示すものとして面白い。ロダンは青銅や大理

（図2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　イ．iに生命を吹き込む神のような技術をもってい

この野心作がブールデル芸術の本質的持質であ　　た。しかし長い間偉大なロダンの畠で落穂ひろ

るモニュメンタルな力強さをもっともよく示し　いをしたブールデルは，その秘伝の麦の穂から，

ていることは異論がないであろう。1967年にパ　彼じしんの美しい花をひらかせたのだ。たんな

りを訪れた際，私はブールデル未亡人から次の　るく生命の断片〉をこえた，厳しい構成による明

ような興味ぶかいエピソードを聞いたことがあ　快な綜含にむかって，彼は師の強い影響を脱し

る。ずっと以前の冬，未亡人がハッシイの通り　て，自己の道を進んでいった。この場合，ロダ

を車でとおった時，道の傍にロダンのく，青銅時　　ンが常に敗北したもの，うちひしがれた者，弱
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い，そして罪に堕ちゆく人間をとりヒげた（例　　歩にかかわらず，本質的にはこの二つの作品は

えば　青銅時代　は最初（うちひしがれた者ン　　多くの共通点をもった，いわば兄弟と見ること

の名で呼ばれ，モデルは普仏戦争の病兵だった　もできる（図3）。しかし怒号する戦士が，その

し，　国の護り　がノうちひしがれた祖国’・であ　開かれた1にはっきりと視覚化されているよう

り，その他，、地獄の門に組み入れられた群像　　に全身から凄まじいエネルギーを外にむかって

は枚挙にいとまがない）のに対し，プールデル
は英雄や神々を好ん苦題にする。。，ンは生　　盤織鴻　　‘

命を，夕べには死んでいく花のように美しくは

かないもの　かつて美しかりしオーミエーノし

として，あの　フギット・アモール（逃れゆく

愛）　のように，美のすがたを，人間の丁のと

どかない絶対の理想として絶望的にとらえる。

ブールデルはしかし生命を／永遠の相のドに．ン

とらえようとした，ハリ生まれの都会人である

ロダンの世紀末的な，耽美一i三義にたいして，フ

ランス西南部の川舎に生まれたプーノレデルは，

しかし一途に情熱的な英雄1三義の旗をうち振っ

たのではない，ブーノレデルの繊細な美しい文章

は，彼の感じ易い魂が，ラング・ドックの情熱

のかげに修道僧のような厳しいストイックな自

律と自戒の生涯を通じて，束のまの，溜息にも

似た歎きをうたいヒげっづけたことを教えてく　3・モントオバンの戦士・大

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　発散させているのに，ヘラクレスのたくましい

1900年の“アホロン・によって，ブールデルは　丁は剛弓をしっかりと握り締め，彼の全エネル

ロダンを離れ，自己の途を歩きはじめた。ディ　ギーはいわば求心的に集中されている。じっさ

オニュソス的なものからアホロン的なものへ。　い，ヘラクレスの1腎作デッサンの中には，その

しかし「最高の法則，それは飛躍である」と書　　L半身がモントオパンのこの戦士に弓を引かせ

きつけた若いブーノレデルのほとばしる情熱は，　　ているような，、7二ったままのポーズのものも見

その後も絶えることなく溢れっづけた。　　　　出せる（図4），制作上のモデルになったのはド

いまこの作品をアポロン以前の彼の代表作の一一　ワイアン・ハiJゴーDoyen・Parigaud　という

つ，《モントオバン記念碑　の群像のうち，、モ　筋骨たくましい美青年で，この騎兵大尉はのち

ントオパンの戦士，大・（1898－1900）とくら　第一次大戦中，ヴェルダンで戦死している。彼

べてみると，その間の造形的表現上の格段の進　　は箒の柄を支えにしてこの難しいポーズをとり，
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声　　享　　・．？c　　　・　　　　　」　　　　　　　　，　㌶、　　　　　　⑳
　　　　　　　　≡　一嚢
ロ　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にニ－

燕　　　　　　　　　　　．・’　　　一｛　　　　　　　！

’L羅㌔　　｛こ汽へ　r　’　　　纏tw－・’　t‘

4・ヘラクレスのための習作デッサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍証　　　　　　　　tt　9’

灘㌶巖聯：㍍場ll忽t　　：爾燭
なったという・習作の頭部はまだじっさV・のモ　　　鱗斜粥・
デルに近いが（図5），完成作品は半神のモニュ　　　　　　　　1－1・・一

マンにふさわしい表現に様式化され，たかめら　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
れた。彼が力強く両足を踏まえている岩は，全

体の構成の市：要な要素となっていて，その粗野　　　　．，　；r

な岩肌の力強さは故郷モントオバンの風雨が刻　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑつみEげたものであり，肉体の激しい肉付けに呼　　　　　　　幾　　　　　　’

応するものだが，この時期のいくつかの作品に　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ川いられている。たとえば’・【1洋’（1907），雲㌔　　　　　　　tt　s’：　‖、

（Jianou：1907，Descargues：1905），・うずくまる　　　　　　　｝tW　’

浴女，大”v（1908－1909），・、牝豚　（1909），とくに　　　　　　　　廷

／、りんご，大’！（1907），tt・バッカント’＼（1909）（図　6．バッヵント
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6）などrなお，この作品と平行して制作された

やはり12の功業の・つ／ケリュネイアの牝鹿の

捕獲を1三題にしたヘラクレスと牝鹿（1910）

では牝鹿が岩に代って，彼の脚を支える構成に

なっている（図7）r　’ノをひくヘラクレスには

第1鋳造，第2鋳造があり，その相違は第2鋳

造の岩肌の部分に，次のいくつかが加えられた

　　　　　　　　遂鰯

　　　　墨・

　　　　　　　　　　　8．弓をひくヘラクレス（第2鋳造）

　　　　　。、　　　’　　　　　　　　鋳造は8点あり，’［1館購人のものは第1鋳造の

勝　　　利

7・ヘラクレスと牝鹿　　　　　　　　　　　　　　開をすすめられた時，ブールデルはこういった

ことにある（図8）．両脚のドにHerakles　tue　という。「私は今、勝利・を彫刻しているところ

Ies　oiseaux　du　Stymphale　1909，岩の右ド方の　だ。それを終えたら私は出発しよう。ぐ勝不1》を

矩形凹面にAntoine　Bourdelle　1909，そのドに　仕上げること，これが私なりの戦い方なのだ。」

モノグラムZ21Kほかに小浮彫2点と台座ド方周　1917年に制作されたこの素晴しいデッサンは

囲に細い溝がある，第2鋳造は鍍金されている　（図9），1912年ブールデルが委嘱された，アル
　　　　　　　　　　　　　　パテfナが，ブーノレデノしは、アホロンの古色の成功によ　ゼンチン共和国の自山と独、㌔二の父アルヴェアル

ってこれを試みたものと思われ，口本では一一点　将軍を記念する大群像のうち，騎馬の将軍の台

がヤナセ産業株式会社に所蔵され，銀座シ。一　座の四隅で，将軍の優れた資質と偉業を象徴す

ルー∠、に陳列されている，第2鋳造は10点，第1　る」勝利　・自lk　l力’1雄弁の四つの巨像の
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　　　　　　　　　　　一　　　　　　　最終的な群像と平行して制作されたt・tアルヴェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アル将軍記念碑’1群像の，高さ122cmの／・雄弁，

’　一　　　　　　　　　　　　　　　中　（西美カタログJianou－Dufet：1923，　Des・

　撫癬　　　　　　　　　　　　　　　cargues：1914－1917）では，最終像と異・って髭

・饗i饗『ざい　　　　蕊霧；：㌶慧1㌶㌘訟麗
；　　　’t’t　　　　　　　　　　　　られる。・自由像は，ブールデルが以前からヴ

　㌢／tttζ　　　　　　　　　　　　　アカンスを過したサン・タントナンで，大戦初

議　me’／　　　　　　　　　　　　　　期，彼がその健康な力強さを賞讃したアメリア

　だ譲／　　　　　　　　　　　　・ヴィアラールAm61ia　Vialarsという娘をモ

　　　”　　　　　　　　　　　　　　デルにして制作されたもので，泊由》，《勝利》

　1　　　　　　　　　　　　　　　に共通する長い編髪は，じっさいその娘が髪の

　　　　　＿　’　疹　　　　　　　　　手入れのため，夜寝る時に編んでいたことに着

9．《勝利》の頭部習作デッサン

ーつ，《勝利》像（1918－1922）の頭部の習作で　　　　　　　　言

ある。この群像のもつ厳しさは，戦うフランス　　　　　　　　1

とブールデルの決意から生まれた。1870年の普　　　　　　　　一、

仏戦争の防衛を記念する彼の初期の大作，モン

トオバン記念碑》（1893－1903）の野獣のよう

な激しい情熱の噴出と比べたとき，＜＜アルヴェ

アル将軍記念碑》の控えUで静穏な様式，単純

で力強い構成，その抑制された情熱と内面的な

力の集中の強さは，大きな相違である。この」勝

利》は，群像の他の一っの女性像　自由・のヴ

ァリエイションと考えられる。残り二つの男性

像のうち，・ソJ》の頭部には（（アポロン》（1900）　蓼　・　　i誓

棚いられ・雌弁・畷酬・は・弓をひくへ譜建一 謡露≡難三…
ラクレス〉）（1909）の頭部と酷似する。もっとも，10．勝利の習作

74



想を得たものである一フ・一一一　］LデILのデッサン，　　ている点で，四つの群像のうち，　力，、自巾》

水彩の中には，例えば　ラ・ロシュ・ホゼーの　は唇を固く閉じ，勝利　ではやや開いた唇が，

若い娘（1926）に見るように，フロンズ作品が　　雄弁では大きく開かれているのは当然であろ

習作をその細部まで忠実に再現して）・るのが見　　う。中型の勝利（西美カタログ：1922，lianou一

られるが，この　勝利　のデッサンも，高さ90　Dufet：1921）は全体の印象がいっそう動きに

cmの　勝利　習作（Jianou－Dueft：1918，　Des－　1益れ，額の周りの髪の表現や，両肩の編髪の構

cargues：19141920）とほとんど同一である（図　成，顔面の角度も異る（図11）。このデッサンは

10）一刻みつけるようにヘンで描かれた線は，明　　完成に近づいたフールデルの制作の過程を知る

らかに画家でなくて彫刻家の厳しい線であり，　　上で，力強いヴォリュームを描き出す彼の線の

鋳造されたブロンズの肌の仁に加えられる仕L　特異な造形性の点で，またそのモニュメンタル

　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　な厳しさにおいて，ブールデルの数多いデッサ

警

K一 　　　ンのうち，もっとも1腰なものの一．つである。

聖ヨハネx

「ll匠maitre　d’（puvreまたは創造者は，彼

の思想を大理石に，そして大理イiを人間の苦悩

に移し，貸し！i・えるr創造者は，彼の手のうち

に，分析と綜合を併せ持つが，それはまた積極

的な意味をもち，そのようにして彼は統合を打

ちたてるのだ。芸術とは世界を物質へと導く精

’・二⇔⊃葺∵㍉術とは」一一一・人の刷の中に再創造された全描亘． 靭一　一一≦　る燗にほカ’ならない・しかしそれ以．Lに・X”

11・勝利・中tt（部分）　　　　　　　　　　　　　　なのだ。芸術家は全体の感覚を持たねばならな

げのビュランを思わせるものがある。ブロンズ　い。われわれは，われわれに無縁なものをとり

の習作と比較してみると，眉毛や，額や頬，頭　　ヒげることはない。われわれは他人の顔をつく

などのモドゥレもほとんど同じといってよい。　　ることはできない。われわれの創り出すすべて

デッサンは最初鉛筆で描いたヒからブルーブラ　のものは，照らし出されたわれわ自身の顔なの

ックのインクでデッサンしたもので，右半分は　だ。一・つの顔をとりIiげ，それを視つめ，綜合

最終的なデッサンが行なわれていない。右側の　する，そのためには，魔術使たちの眼が必要だ。

編髪はまだ描かれていないで，この部分は鉛筆　　というのは秘された顔の覆いをとらなくてはな

の下描きのまま放置されている。ブロンズ習作　　らないからである。これなしには，あらゆる肖像

との違いは，唇がブロンズではいっそう開かれ　　は忌まわしい死骸にすぎない。」Antoine　Bour・
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delle，ρρ，　crε．，　P．74，““Le　cr6ateur　ou　maitre　1924）を飾る装飾浮彫りの習作である（図12）。

d’eeuvre”これは，ブーノレデルがソノレポンヌで　彫刻芸術に現代の様式を’j・えたブールデルと，

学生のために行なった講演の一一・節で，数ヵ月後　　厳しい古典主義のEに現代建築の革新をなしと

のRevue　de　France　1921年10月15日号所載　　げたヘレとの協同制作は，すでに，ヘレの鉄筋

の文章が礎基になっている。校IEを見せられな　コンクリートによる最初の劇場である，シャン

かったブールデルは印刷されたものが，彼の思　ゼリゼ劇場（1911－1913）の成功いらいのもの

想を歪めているのに憤がいして切抜きに朱を入　である。装飾過剰な劇場に慣れたパリ市民にと

れたが，これと別にあったブールデノレの草稿や　　って，シャンゼリゼ劇場の単純で明快な構成は

ブールデルの意見を加えてGaston　Varenneが　強い衝撃を与え，多くの人々がそのく冷たい裸

正しい文章に直したものである．講演の序章は　かのL場〉のような印象をくゲルマン風〉でフ

〈鷲Paigle＞，っついて・．芸術における物質と　　ランスの伝統を破壊するものとして批難した。

精神〉があり，ここに引川したく創造者または

工匠〉の部分は結論にあたる．なおこの結論の

前に，ブーノレデルはフランスの聖堂の工匠たち，

彫刻家たちについて触れている．

このデッサンは明らかにこの精神から生まれた

ものであって，鉄筋コンクリート工法による現

代建築の創始者オーギュスト・ペレ（1874－

1954）の，鉄筋コンクリートによる最初の教会建

築，パリ郊外のル・レンシイの聖1ミ‡教会（1923一

繍

12．聖ヨハネ習作デッサン　　　　　　　　　　　　　　　　13．ル・レンシイ聖母教会立面図
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ル・レンシイ教会もまた簡素で力強い構成をも　のく聖ヨハネ“のデッサンには，柔軟で新鮮な，

つ（図13）。幅員19．5m，奥行き53m，鐘塔の　　モデルを前にした，いわば初発的なものが感じ

高さ43mのこの教会は，質素さのうちに精神的　　られる。．弓をひくヘラクレス》の頭部のフロフ

な豊かさを湛え，現代の宗教にふさわしい表現　　イルとも共通するものがあるが（図14），筆者の

を与’えることに成功している。この小さな町の　推測ではモデノレはブールデル夫人ではないだろ

教会は，一・年の短いll期で，しかも法外に安い　　うか。マルセイユのオヘラ劇場のための装飾浮

経費しか許されず，教会を建てるのが夢だった　彫り　アフロディットまたは美の誕生じ（1924）

ヘレは，その報酬のすべてをこれに注ぎ込み，　　の右．L方に，ブールデノレは自分じしんと夫人の

またこれに協力した作家たちは無報酬で働いたc　二人の姿を刻みこんだ（図15）。彼の弟子だった

予算の不足から，コンクリートは打放しのまま　鷺琴鑓i璽一一雛誓琴欝一二∵
となったが，これが新しい現代建築のスタイル　ー一三≡桑r－≡撞三享1、一ξ≡蔭

　　　　　　　　　，，壕きこぶ　　　　　　　　　15．アフロディット，または美の誕生（部分）

　　　　　　ぺ“曝　　　　　㎡づ1ミ翠

　　　　　竪∴憲㌧一「
　　　　　ヘミ　　　　ー寒　、　’一墾母　　　9a、，（き　』

14．弓をひくヘラクレス、頭部習作



講演CONFERENCE

BOURDELLE，　SA　VIE　ET　SON　ART

par　Michel　Dufet，　Conservateur　du　Mus6e

Bourdelle

Je　veux　d’abord　remercier，　au　nom　de　Ma・　lage，　souvent　hasardeux，　la　construction　par

dame　Bourdelle　qui　m’en　a　pri6，　les　direc・　plans．

teurs　et　conservateurs　de　ce　Mus6e．　Le　工e　jeu　simple　de　surfaces　qui　se　juxta－

grand　fige　de　Madame　Bourdelle　lラa　emp壱ch6　pose　lui　tient　lieu　de　profondeur．　A　ce

de　se　joindre　b　nous　pour　inaugurer　cette　　titre　et　a　bien　d’autres　encore・　il　est　le

exposition　qui　est　bien　1’une　des　plus　belles　　successeur　direct　des　tailleurs　de　pierre

qui　aient　6t6　r6alis6es　dans　le　monde，　du　du　XIIe　siさcle　et　le　devancier　de　ces　scul・

vivant　du　maitre　ou　aprさs　sa　mort．　　　　pteurs　dits　cubistes　qui　se　nomment　Jacques

Il　faut　remonter　jusqu’en　l928　10rs　de　Lipchitz　et　Henri　Laurens・ee

l’inauguration　du　Palais　des　Beaux－Arts　de　Et　ce　n’est　pas　sans　raison　que　notre　auteur

Bruxelles，　ou　jusquうen　l931　10rs　de　la　posait　Bourdelle　comme　une　sorte　de　trait

grande　R6trospective　a　l’Orangerie　des　Tui・　dうunion　entre　les　Romans　et　les　Cubistes．

leries　pour　rencontrer　une　exposition　Bour－　Il　savait　que　Bourdelle　avait　appris　les

delle　qui　approche　de　celle℃i　soit　par　le　rudiments　de　son　art　a　Toulouse，　qu’il　avait

choix　et　Pimportance　des　oeuvres，　soit　par　6prouv6　ses　premiers　enthousiasmes　dうartiste

leur　pr6sentation．　C’est　donc　2t　Monsieur　devant　les　merveilles　romanes　du　Mus6e

Tominaga　qui　avait　congu　cette　manifesta－　des　Augustins，　devant　celles　de　Moissac，

tion，　a　Messieurs　Yamada，　Anazawa　et　d’Albi，　de　Souillac　ou　de　Saint．Bertrand・

Takashina　qui　l’ont　r6alis6　avec　tant　de　de・Comminges．　Il　savait　aussi　qピil　avait

talent，　et　si　je　puis　dire，　d’amour　que　p6n6tr61es　techniques　de　Rodin　pour　se
s’adresse　notre　gratitude．　　　　　　　　　　d6clarer　ensuite　antidisciple　de　ce　maitre，

Il　y　a　peu　d’ann6es　que　l’on　rend　tl　Bour・　apr÷s　qu’il　etit，　en　l900，　sculpt6　sa　fameuse

delle　Phommage　qui　lui　est　dO．　Et　cet　eぐ　Tete　dうApollon”oti，　pour　la　premiさre　fbis，

hommage，　ce　n’est　pas　seulement　de　le　con－　les　grandes　synthさses　de　la　forme　sculptura・

sid6rer　comme　Pun　des　plus　grands　scul・　le　lui　6taient　apparues　dans　toute　leur　puis－

pteurs　de　son　temps，　mais　aussi　comme　le　sance　architectonique．　Et　ce　trait　d’union

pr6curseur　de　tout　ce　qui　est　valable　dans　entre　les　arts　primitifs　et　notre　6poque　il

l’art　synth6tique　dうaujourdうhui．　　　　　　　Pa　lui－meme　exprim6　par　des　notes　jet6es

Ses　tendances　essentiellement　monumen－　dans　un　petit　carnet　qui　a　pour　titre：“Mon

tales，　son　souci　de　se　fonder　sur　des　analyses　premier　voyage　2i　Londres，　le　27　Septembre

profondes，　sensibles，　d’une　vie　fr6missante，　1912．”

pour　parvenir　a　des　syntheses　qui　puissent　Ace　moment　Bourdelle　est　pr60ccup6　par
sラaccorder　aux　grands　plans　de　Parchitec－　le　sens　monumental　qu’il　veut　donner　aux
ture　est　2i　la　base　de　ce　destin　hors　mesure．　fresques　qu’il　doit　peindre　dans　le　hall　du

D6ja，　il　y　a　pres　de　cinquante　ans，　dさs　Th6atre　des　Champs・Elys6es．　Il　y　a　donc

l921，　Waldemar　George　6crivait　de　lui：　prさs　de　soixante　ans　que　ces　notes　furent
ぐぐ

Bourdelle，　pr6alablement　initi6　a　lうart　de　6crites．　Il　visite　d’abord　lうIndian　Museum

la　facture　sculpturale．　employa　tous　ses　et　la　sculpture　qu’il　y　voit　le　bouleverse：

efforts　A　l’abolir　et　ti　substituer　au　mode・　““Sculptures，　consid6rable　valeur－pierres
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noires　exquises，　dうune　s〔iret6，　d’une　al．　Ensuite　Ies　grands　peintres：

titude　de　vue　et　dうune　ex6cution　divines∴　　「“Les　Rubens　qui　giclent　du　sang　et　du　g6nie
“～

De　petites　figures　tr～ts　llumaines　et　trさs　de　partout・

ornenlentales，　d’un　accent　si　d6cid6，　d’un　e’Les　Rembrandt　massifs　qui　ont　des　cou．

plein，　d’une　structure　si　juste－les　ar6tes　　rants　d’air　dans　leur　dos　tant　ils　sont　pro－

des　pans　si　nettes．　Quels　esprits　vastes，　　fonds．

maitres　dうeux－m6mes，　pour　1’合tre　ft　tel　point　e’Les　Van　Dyck　dont　on　entend　craquer　les

des　formes　et　de　la　mati～lre．　　　　　　　　soies　et　respirer　616gamment　les　person－

Phidias　est　beaucoup　moins　sculpturaLarchi・　nages．

tectural　dans　ses　constructions　humaines・　兀es　Veronese　merveilleux　qui　lancent　des

Il　y　a　un　torse　de　jeune　homme－pierre　V6nusadmirables，pieds　en　lうair　et　tete　en
noire－il　n’est　plus　qu’un　fragment，　mais　bas，　dans　une　apoth60se　de　chair　ivre　d’air．’ラ

il　est　de　beaut61a　plus　matinale，　la　plus　Ensuite，　il　revient　a　une　r6daction　plus

virginale－quels　beaux　adjectifs－qui　se　pos6e：e“Tous　les　attrape－1’ceils，　j’en　admire

puisse　imaginer．　Il　tourne　sur　plans．　Les　la　force　et　Pintelligence　inouies．　Mais　l’ai－

Iignes，　les　pentes，　les　6paisseurs　s’61ancent　me　mieux　la　peinture　qui　ne　me　fait　pas

divinement．” 　　　　　　　　　　　　　　　　　tromper，　qui　me　dit：？∈Vois，　je　ne　suis　que

On　sent　par　ces　notes　colnbien　Bourdelle　des　tons　sur　un　mur　et　quelques　plans，　et

est　6mu　par　la　sOret6　d’une　techinique　au　des　contours－si　simples，　sans　malice　aucu・

service　d’une　conception　lleureuse・Puis，　ne－Mais　je　suis　lうart　seulement，　Part　d6－

revenu　ti　lうh6tel，　il　r6sume　ses　impressions：　pouill6　dうartifice－le　dessin　du　cceur，　la

“℃ela，　le　byzantin　et　l’archaique　grec，　le　couleur　dラemotion　profonde，　qui　fait　le

Roman　frangais　et　les　d6buts　du　Gothi（lue，　peintre　cr6ateur　traducteur　de　P（Euvre　de

Part　celtique　des　premiers　Normands　An－　Dieu　mais　pas　cr6ateur　de　faux－vrai．”

glais，　les　Egyptiens　libres，－pas　ceux　trop　　Nラy　a－t－il　pas　laラ　dans　une　clart6　de　lan－

of6cialis6s－les　Assyriens，　Part　peau・rouge　gage　6minemment　cart6sienne，　les　616ments

et　Part　nさgre，　tout　cela　est　Part　des盒mes　dうun　manifeste　dont　pourraient　s’enorgueil－

po～）tes．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lir　les　plus　acharn6s　tenants　de　l’abstrac・

Tout　le　reste，　pommad6，　confitur6，　d’un　tion？

r6alisme　trompe－Pceil　a　faire　hurler　tout　Lorsque　Bourdelle　6erit　ces　notes，　il　vient

artiste，　tout　le　reste　sign6　des　noms　les　de　terminer　les　sept　grands　hauts－reliefs

plus　illustres，　les　plus　sublimes，　tout　le　de　marbre　qui　ornent　la　fagade　du　Th6atre

reste　est　secondaire　et　parfaitement　inutile．　des　Champs・Elys6es　et　il　est　trさs　pr60ccup6，

La　peinture　ne　d6core　plus・　Elle　est　le　comme　je　Pai　deja　dit，　par　le　caractさre

fait－divers，　Ie　journal　sans　art，　le　v6hicule　monumental　qu’il　veut　donner　aux　fresques

du　pompier．　　　　　　　　　　　　　　　　　du　hall．
t’En　somme，　quelques　fresques　dominent，　Lorsqu’il　se　trouve　devant　les　primitifs，　il

PAdoration　des　Bergers　du　P6rugin　est　ab・　exalte，　d6borde　d’enthousiasme：

solument　attachante．　　　　　　　　　　　　「’Ambrogio　Lorenzetti，　fresques，divin　Michel一
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Ange，　ensevelissement　du　Christ．　Deux　cath6drales　gothiques，　il　s’est　enthousiasm6

㏄uvres　sublimes，　qui　emportent　tout．　Toute　devant　la　subordination　de　l’ornement，　de

la　peinture－cuisine，6vapore．　On　respire　de　la　sculpture　a　la　composition，　b　Pordre，2i

l’esprit．　En丘n，1’ame　mange　a　son　tour　le　lうensemble　architectural．　De　surcroit，　il　a

pain　de　haute　v6rit6．’う　　　　　　　　　　　　commenc6　a　sculpter，　a　treize　ans，　des
Enfin　il　termine　par　Jean　Baptiste　Moroni：　figures　et　des　ornements　sur　les　meubles　de
““Splendide　et　grave　chef－d’α：uvre，　pur，　sec，　son　pさre，　obscur　et　pauvre　artisan，　me－

dur，　tout　a　fait　d6pouill6　du　sourire　hideux　nuisier　6b6niste　b　Montauban．　Il　est　rentr6

des　morbidezze，　Lうart　en丘n，　incompris　un　soir　de　P6cole　et　s’est　6tonn6　que　sa

toujours．”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mさre　le　fasse　diner　seuL　II　a　compris　que

Et　Gregorio　Schiavona　dont　il　6crit：　　　　　ses　parents，　eux，　n’avaient　pas　din6，　que
““ D61icieux　et　grand　m6connu、　Ces　gens－12i　la　g合ne　6tait　entr6e　dans　la　maison．　Il　a

sacrifi6s．　Esperons　quうun　jour　ils　auront　dξcid6　de　ne　plus　retourner　a　P6cole　et

leur　vraie　place．’ラ 　　　　　　　　　　　　　　d’aider　son　pCl　re．　Le　premier　meuble　qu’il

Puis　le　d6couragement　le　prend　et　il　6crit：　aorn6　apPartenait　au　romancier　Pouvillon・
e∈ Mais　2i　quoi　bon！！⑰’avec　trois　points　Pauteur　de　C6sette．　Pouvillon　fut　surpris

d’exclamation．　　　　　　　　　　　　　　　　de　voir　tant　de　talent　chez　ce　galnin　qui，

CeピぐA　quoi　bon”　vous　en　tr（川vere：c　rex－　ftgl（’de　treize　ans　en　paraissait　huit．　Il　lui

plication　dans　le　drame　qui　acωmpagne　ses　fit　obtenir　une　止）ourse　pour　l’Ecole　des

d6buts，　dans　cette　incomりr呑hension　fatale　Beaux－Arts　de　Toulouse．　Ainsi　fut　d6ter一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
dans　laquelle　il　sうest　d（’　battu　jllsquうen　lglO．　min6e　la　vocation　du　grand　sculpteur．

deux　ans　avant　d’avoir　6℃rit（℃s　notes．　　　　Plus　tard，　Bourdelle　6voquera　dans　des

La　grande　exposition　des　Prlmitifs　fra叫ais　pages　magni丘ques　ce　que　fut　pour　lui　cet

avait　臼1　1ieu　2i　cette　6poque　et　12i　encore，　　apPrentissage　dans　la　boutique　paternelle，

dans　son　enthousiasme　pOur　les　grands　les　disciplines　dont　il　prit　Phahitude，　su・

ltaliens　du　XVc　siircle．　Jus（luうal（）rs　si　peu　hordonnant　le　d6tail嵐Pensemble　dさs　ses

appr6ci6s，　Bourdelle　faisait丘gure　de　pr6－　premiers　pas　dans　l’art．

curseur．　　　　　　　　　　　　AP6cole　il　nラavait　pas　fait　grand’chose．
CeビA　quoi　bon”，　vous　allez　le　comprendre　Il　ne　voula三t　que　dessiner．　Son　maitre，　le

puisque　vous　allez　connaitre　lうhistoire　de　sa　brave　Mr．　Rousset．　b　qui　Bourdelle　a　vou6，

vie，　la　voici・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pour　son　intelligence，　une　infinie　gratitude，

　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　　　　　cOmprenant　qUうil　nうarriVerait　b　rien　aVeC　Cet

Bourdelle　est　m6diterran6en．　N6　en　l861　entet6，　le　laissait　passer　son　temps　2i　des一

きMontauban，　il　a　6t6　nourri　par　le　m6me　siner．　h　sculpter　des　bouts　de　craie，　des

terroir　que　Ies　constructeurs　dラAlbi　et　fle　pierres，　des　branches　d’arbre．　De　sorte　que

Moissac．　R▲en，　dans　sa　lo▲ntaine　province　son　instruction　primaire　fut　2i　peu　pres

nラest　venu　frelater　son　ing6nuit6　native．　nulle．　Mais，　d6s　quうil　fut　21　PEcole　des
c“

J　esculpte　en　patois‥a伍rme－t－iL　En　des－　Beaux－Arts　de　Toulouse．　on　le　crut　muet，

sinant　dans　les　6glises　romanes，　dans　les　　tant　il　6tait　attentif　ti　son　ouvrage，　et　tant
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timide．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mon　cher　Bourdelle：vous　6tes　roman　et
C’est　donc　grace　b　la　richesse　de　ses　dons　　antique　de　la　tete　aux　pieds．ラうEt　plus　loin

po6tiques　que　Bourdelle　put　supPl6er　aux　il　ajoute：e“Nous　sommes　cinq　ou　six　A　garder

d6fauts　de　sa　culture　premiさre　et　parler　la　conscience　h6roique　du　style．　Pas　un

sans　trop　d’inqui6tude　ou　meme　6crire　aux　de　plus．’ラ

plus　grands　litt6rateurs　de　son　temps．　Des　Bourdelle　est　rassur6．　A　vingt．quatre　ans

images　robustes，　emprunt6es　le　plus　sou－　il　vint　b　Paris　et，　dさs　qu’il　put　gagner　un

vent　A　’1a　terre，　au　bl6，　au　pain　ou　au　　peu　d’argent，　il　fit　venir　ses　parents　auprさs

laurier，21　ses　outils　ou　au　compas，　un　style　de　lui・

merveilleusement　original　malgr61’ortho・　Son　pさre，　lev621　Paube，　ouvrait　les　volets

graphe　souvent　fantaisiste　lui　ont　donn6　de　boutique，　impasse　du　Maine，　et　se　met－

une　grande　libert6，　une　belle　nouveaut6　tait　au　travail，　maniant　la　scie，　poussant

d’expression・Il　craint　toutjours　d’etre　trop　la　varlope，　ajustant　tenons　et　mortaises・

litt6raire　et　c’est　sa　sauvegarde．　Le　jour　Quand，　vers　la丘n　de　la　matin6e　il　allait

oO　il　veut　f61iciter　Andr6　Suares　pour　son　dans　l’atelier　de　son　丘ls，　il　le　trouvait

livre““poete　Tragique”，　en　janvier　l922，　encore　au　lit，　un　livre　a　la　main，　scandant

il　lui　6crit　une　premiere　lettre　dont　le　les　vers　de　Villon，　soupant　avec　Pantagruel

graphisme　se　souvient　dポ℃oup　de　d6sううde　sous　l’6gide　de　Rabelais，　attabl6　auううBan－

Mallarm60u　des’℃alligrammes’うdうApolli・　quet”de　Platon　ou　voyageant　vers　Tahiti

naire．　Suares　ne　r6pond　pas．　Un　mois　avec勺Noa　Noゴde　Gauguin．
aprさs　Bourdelle　6crit　une　deuxie・me　lettre　Le　pさre　alors　explosait　en　fureurs　6piques．

dont　voici　le　d6but：eρLe　verbe　peint，　sculpt6，　e“Tu　ne　feras　jamais　rienうラdisait・・il　a　son

architectur6，　compte　bien　moins　dりiniti6s　丘ls　et　il　lui　donnait　en　exemple　un　mau－

que　P6criture．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vais，　un　redoutable　sculpteur　voisin・　au－
e“Le　Thdatre　Tragique　de　lうarchitecte　statu－　jourd’hui　tout　a　fait　inconnu，　et　dont　le

aire　n’ouvre　ses　portes　int6rieures　et　nうa　de　brave　homme　jalousait　la　vogue　grandis・

spectateurs　valables　que　bien　loin　apr÷s　nos　　sante・

tombeaux．　C’est　parce　que　vous　architec・　Et　en　effet，　le　sculpteur　qui　a　6tonn61e

turez　l’合me．．＿．etc．　etc．”Suarさs　ne　r6pond　monde　autant　par　PinHuence　qu’il　eut　sur

toujours　pas．　Alors　Bourdelle　6crit　une　Part　de　son　temps　que　par　la　taille　et　le

troisiさme　lettre　otl　il　s’excuse　des　deux　nombre　de　ses（euvres　n’a　pas　toujours

premiさres　qu，il　trouve　trop　litt6raires・Et　6t61e　travailleur　acharn6　que　Pon　a　connu

Suarさs，　le　22　mars　lui　r6pond　enfin，　de　durant　son　age　mQr．　Si　6tonnant　que　cela

Carqueiranne　otl　il　est　couch6　au　soleil　sur　puisse　paraitre，　Bourdelle，　par　temp6ra－

la　colline．　c“Tout　parle　ici　de　ligne　et　d’ 　ment　6tait　un　flAneur．　Et　il　avait　compris

6ternit6．　Pour　moi，　il　n’ y　a　pas　de　be肌lt6　que　la　sculpture　n’est　pas　un　travail　otl　la

pu・e・ans　cett・g・tfi・e　a・id・・L・f6・・ndi・6　m・i・・eul・gi・・q・・d・1’i・…u・・i・n・q・li

des　feuillages　est　oratoire，　comme　Porne・　avait　tant　n6glig6e　durant　son　enfance　de・

ment＿＿Vous　6crivez　comme　vous　modelez，　pendait　le　meilleur　de　son　ouvrage　et　il
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mettait　a　6tudier　une　ardeur　sans　6gale．　　passait　de　Cervantes　et　Rabelais　ti　Mor6as

D’autre　part　1うatmosphさre　familiale　n’6tait　et　Tristan　Corbiさre．　Madame　Michelet　avait

guさre　favorable　a　la　culture．　Le　p÷re　ne　　choisi　ces　livres　et　apportait　a　l’instruction

lisait　quうun　livre「“Le　Juif　errant．”Quand　du　jeune　sculpteur　une　attention　maternel－

il　Pavait丘ni，　il　le　recommengait　et，　de　le．　Bourdelle　en　avait　grand　besoin　car，

surcroit，λla　veill6e，　il　le　lisait　El　haute　de　ce　point　de　vue，　il　6tait　assez　mal　parti．

voix　pour　que　sa　femme　et　son丘ls　ell　pui－　Meme　a　la　fin　de　sa　vie，　au　momentoti，

ssent　pro丘ter．　Aux　m6mes　endroits，　il　tirait　de　tous　les　pays　du　monde　a田uaient　les

son　mouchoir．　Quant　a　sa　tante　Rose，　elle　commandes，　sauf　de　lうEtat　frangais　qui　ne

6tait　f6rue　de　romans．　Silencieusement　elle　lui　demanda　jamais　aucun　monument，
les　devorait．　eeVoilt・，　disait　Bourdelle　2i　sa　Bourdelle　resta　simple・Il　n’eut　jamais　rien

femme，　quelle　a　6t6　mon　6ducation　intel・　du　pontife　et　demeura　toujours　l’enthou－

lectuelle・Pv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　siaste　charmant　et　pu6ril　qui，　se　trouvant

Donc　Bourdelle，　craignant　les　remontrances　dans　un　tram　a　Marseille　et　apercevant

paternelles　cachait　ses　bouquins　sous　son　　une　belle　jeune　丘lle　qui　descendait　b　pied

lit．　Il　y　en　avait　un　quうil　repoussait　t皿一　les　al16es　de　Meilhan，　cheveux　au　vent

jours　du　pied　et　ne　voulait　pas　commencer．　dans　le　soleil，　se　pr6cipitait　pour　descendre，

Il　nうaimait　pas　son　titre・Cう6tait　une　histoire　b皿sculant　receveur　et　public　en　criant：

de　crime　qui　ne　tentait　gubre　le　paci丘que　㌔n　archange，　un　archange！ララ

artiste・Enfin　un　jour　qu’il　n’avait　plus　Certes　il　aimait　quうon　le　respectat，　ayant

rien　a　lire，　il　se　d6cida．　Des　quラil　eUt　une　conscience　tres　pr6cise　de　l’importance

ouvert　le　livre，　il　fut　conquis　et　ne　le　de　son　message　pour　l’art　de　son　temps，

quitta　quうil　ne　l’eOt　fini．　Aux　premiers　mais　il　ne　distrayait　en　vue　des　honneurs，

amis　quうil　rencontra，　il　fit　part　de　sa　d6－　pas　une　minute・Sa　vie　se　passait　au　tra－

couverte，　cria　son　enthousiasme　pour　ce　vail．

livre　6tonnant　quうun　certain　Anatole　France　AMontparnasse　on　le　voyait　aller　b　ses

avait　6crit．　Car　cラ6tait’“Le　Crime　de　Syl－　ateliers　dans　un　costume　qu’il　avait　des・

vestre　Bonnard．”　　　　　　　　　　　　　　　　sin61ui・meme，　sous　un　chapeau　ilt　Iarges

Sa　surprise　fut　grande　lorsqu’il　vit　qu’on　　bords，　chauss6　de　gros　souliers　dont　le

rigolait．　Le　livre　6tait　c61δbre　et　son　auteur　　bout，　souvent，　se　relevait．　Il　allait　partout

en　pleine　gloire．　Cラest　le　premier　contact　ainsi，　chez　la　danseuse　Isadora　Duncan，

qu’eut　Bourdelle　avec　le　maitre　6crivain．　lorsque　celle－ci，　au　sommet　de　la　renom－

Plus　tard，　il　put　lui　dire：eeJ　e　vous　ai　d6－　m6e，　recevait　ses　amis　dans　sa　magni丘que

couvert”et　lui　raconta　1うhistoire　qui　fit　bien　maison　toute　neurie，　pleine　d’hommes　en

rire　Monsieur　France．　Cette　bibliothさque　habit，　de　femmes　en　grand　d6collet60u　en

pour　6tre　plac6e　si　bas，　nうen　6tait　pas　robes　courtes．　jusqu’aux　genoux．　C’6tait

moins　fort　bien　compos6e．　Il　y　avait　dうabord　P6poque　otl　Paris　brillait　de　tout　ses　feux，

Villon　qui　resta　le　libre　de　chevet　de　avant　la　grande　guerre　de　l4　et　entrainait

Bourdelle　durant　toute　sa　vie．　Puis　on　　dans　un　tourbillon　de　fPtes　ceux　qui　allai一
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ent　bientδt　mourir．　Isadora　Ctait　1”un　des　　Rodin．　Lorsquでil　veut　situer　ce　que　ses　con．

points　les　plus　brillants　de　cette　6poque　temporains　consid6raient　comme　les　trois

fashleuse．　Elle　fut　aussi　la　grande　inspirat・　plus　hauts　sommets　de　la　sculpture，　il

rice　dラune　des　ouvrages　qピil　lui　fut　donn6　sう6crie：”Figures　de　h6ros，　solitaires，　comme

de　r6aliser　21　Paris．　le　Th6Atre　des　Champs－　des　dieux！Phidias．　Figures　pressentant　des

Elys6es．　　　　　　　　　　　　　　　　　mondes！Michel－Ange．　Figures　arrach6es　de
Mais　n’anticipons　pas．　Nous　avons　quitt6　1うllomme！Rodin．”En丘n　dans　une　de　ces

Bourdelle　21　son　arriv6e　a　Paris　au　moment　envol6es　lyriques　quうil　parvient　A　discip－

que，　jeune　61（＞ve　de　l’Ecole　des　Beaux・　liner　lorsqu’il　sculpte　mais　auxquelles　il

Arts，　il　entre　A　l’Atelier　Farguibre．　Il　y　s’abandonne　souvent　dans　ses　6crits，　il　pro－

reste　un　ou　deux　ans　et　s’en　va　d6goOt6　clame：’“ll　nうy　a　pas　eu，　ilnラyaurapasde

par　lうenseignement　acad6mique　de　lうEcole．　maitre　pouvant　infliger　a　l’argile，　au　bronze，

Cラest　l’亡poque　otl　，　faisant　des　pastels　et　au　marbre　les　formes　des　choses　tangibles

des　bustes　pour　vivre　il　partage　son　ate・　　plus　p6n6tr6es　en　profondeur　et　rendues

lier　avec　deux　camarades　et　se　nourrit　sur－　plus　intens6ment　que　ne　l’a　fait　Rodin．

tout　de　pain　achetant　pour　trois　un　㏄uf．　　Pourtant，　en　1918，　Bourdelle　r6pond　au

Deux　se　partagent　le　blanc　et　l’autre　par　directeur　de　l’”Evantail”，　revue　genevoise，

roulement　mange　le　jaune・Puis　les　af「aires　qui　lui　demande　un　article　sur　Rodin　au
sう arrangent　un　peu，　il　fait　venir　ses　pa・　titre　de”continuateur　du　maitre”qu’il　ne

rents，　leur　loue　une　boutique　et　travaille　se　reconnait　pas　disciple　de　Rodin．

avec　son　voisin　Dalou・Cラest　a　ce　moment　’“Toutes　mes　syntheses，　ajoute－t－il，　sうoPPo－

（lue　Carpeaux　le　s6duit　par　son　art　vivant　　sent　aux　lois　qui　dirigent　son　art・う’

et　direct．　En丘n，6v6nement　capital，　il　de－　Est・ce　de　l’ingratitude？Non．　Mais　Bourdelle

vient　praticien　de　Rodin　et　en　mOme　temps　s’est　souvenu　du　mot　de　Michel・Ange：

son　61さve　et　son　ami．　Une　grande　com－　e℃elui　qui　s’habitue　a　suivre　n’ira　jamais

mande　lui　advient，　celle　du　monument　aux　devant．ううIl　s’est　rendu　compte　en　les　pra－

morts　de　1870　pour　sa　ville　natale，　Mon－　tiquant　que　chercher　b　pousser　des　analyses

tauban．　Tout　ce　quうil　fait　a　cette　6poque　plus　profondes，　plus　intenses，　plus　fr6mis・

est　fortement　influenc6　par　la　personnalit6　santes　de　vie　que　son　maitre　6tait　non

si　puissante　de　Rodin．　Il　essaie　bien　de　seulement　un　leurre　mais　conduisait　a　une
sう en　6chapper　par　Pexpression　ardente　de　lmpasse．　Il　a　cherch6　autre　chose　et　il　a

son　temp6rament　fougueux，　par　des　d6・　trouv6．
formations　expressives，　mais　ce　ne　sont　que　C’est　quうil　a　entrepris　une　recherche　in－

faux，　fuyants．　Le　model6　de　Rodin，　avec　attendue　“’la　t6te　dラApollon’う．　Bourdelle

son　analyse　subtile，　sensuelle，　vivante，　pro－　prit　un　modde　et　conduisit　son　6tude　de

fonde，　sensible　est　toujours　sous　son　pouce．　　la　fagon　　suivante：　un　jour　il　sculptait

Bourdelle　considさre　que，　a　son　6poque，　d’apr÷s　le　mod÷le，　dans　l’atelier．　Le　len・

tout　sculpteur，　pour　que　son〔Puvre　soit　demain，　seul，　sans　le　modさle；puis　il　sor・

valable，　doit　tenir　compte　de　PapPort　de　tait　sa丘gure　dans　le　jardin　et　apPortait　a
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sa　sculpture　les　grandes　simplifications　Il　ne　retrouva　sa　statue　que　quelque　temps

qu，impose　le　plein　air．　Le　lendemain，　il　aprさs　cctoute　sさche，　fendill6e，　non　丘nie，

reprenait　le　modさle．　Voila　comment　il　dans　une　r6serve．　Elle　est，　dit－il，　le　drame

d6crit　lui－meme　son　inqui6tude：“ぞPendant　de　ma　vie．　Inquiさte，　austさre，　synth6tique，

cinq　ou　sept　ans，　je　composais　des　t6tes，　libre　de　tout　pass6，　de　tout　apport　contem－

des　faciさs　tragiquement　agit6s，　a　plans　de　porain．うラ

chair　tron6s，　fronc6s，　donnant　l’impression　Nous　sommes　en　l900．　Le　divorce　avec

d’une　totale　emprise　de　l’art　de　Rodin．　　1’analyse　de　Rodin，　si　subtile，　si　profonde，
““

Mais　c“Apollon’うentrepris　dans　le　sens　de　si　rafhn6e　f6t・elle，　est　accompli．

maitriser　la　tout　le　plus　pur　de　ma　vision　Maximilien　Gauthier　note　fort　justement：

profonde，　je丘s　arriver　sur　la　forme，　au　“氾n　l900，　au　Salon　du　Champ　de　Mars，　il

dela　du　sang，　de　l’or，　du　cartilage　et　des　expose　enfin　sa　ccTete　d’Apollon’㌧　la　pre－

muscles　humains，　la　structure　ambiante　miさre　r6alisation　oU　j’aie　trouv6　mes　Iois．

des　forces．　J’instituai　tout　juste　le　combat　Et　Maximilien　Gauthjer　ajoute：““Sa　forma－

oppos6　ilt　celui　de　Rodin，　mais　en　me　ser－　tion　est　termin6e．”

vant　de　ses　armes　d’analyste　admirahle　　　　　　　　　　＊　＊　　＊

pour　la　trame　int6rieure，　mon　dessin　de　Ainsi　Bourdelle　a　jet61es　bases　de　ce　qui

concept　6tant　universalis6．”　　　　　　　　　sera　son　message：1’apPort　nouveau　qu’il

Puis，　une　profonde　humanit6　primant　tou・　fera　b　la　sculpture　dans　le　monde　et　qui

jours　chez　cet　homme　tendre　et　sensible，　le　placera　sur　les　plus　hauts　sommets　de

il　en　profite　pour　raconter　cette　6mouvante　la　statuaire　monumentale・

anecdote：c’Vltalien，　qui　posait　avait　un　Mais　il　faudra　attendre　dix　ans　pour　quうil

visage　roux，　osseux・　　　　　　　　　　　　　obtienne，　dans　le　jugement　de　ses　contem－
e“

J　elui　donnai　une　s6ance　un　jour，　gardant　porains，　son　premier　triomphe．　Il　a　cin・

1es　lendemains　de　ces　s6ances　pour　un　quante　ans　lorsqu’il　expose　son　““H6raclさs

autre　travail　sur　son　visage　d’argile，　tra－　archer　．　D’un　seul　coup，　il　est　c61さbre．

vail　que　je　faisais　seul・　　　　　　　　　　　Cette　ceuvre　lui　vaut，　par　l’admiration
““

J’en　revoyais　tous　les　pro丘ls．　Je　me　ser－　qiゴelle　suscite　chez　Gabriel　Thomas，　qui

vais　des　observations　de　plus　en　plus　ser－　lui　en　achさte　la　premiさre　6preuve　en　bronze，

r6es　durant　les　s6ances　du　jour　d’avant．　la　commande　d’un　projet　de　fagade　de

cEt　tous　les　pro丘1s　s’61evaient．　　　　　　　　　th6atre　oU　la　sculpture　sera　a　lラhonneur．
““

Quand　le　jeune　Italien　connut　que　je　de・　Ce　sera　la　premiさre　grande・euvre　monu－

vais　abandonner　l’ouvrage，　que　faute　de　mentale　du　maitre，　le　Th6盒tre　des　Champs－

fonds　pour　mon　loyer，　je　ne　pouvais　solder　Elys6es．

ses　s6ances，　il　me　proposa，　fort　6mu，　que　En丘n，　il　va　pouvoir　marquer　de　son　sceau，

je　le　paierai　plus　tard・うう　　　　　　　　　　　un　grand　ouvrage　a　sa　mesure．　Enfin，　ses

L’㏄uvre　fut　donc　abandonn6e．　Bourdelle　recherches　synth6tiques，　accomplies　parmi

ne　se　rendit　pas　compte　aussit6t　de　l’im・　transes　et　angoisses，　vont　aboutir　a　l’61a－

portance　de　sa　d6couverte・　　　　　　　　　　　　　boration　d’une　grandeα∋uvre　architecturale．
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Avant　donc　de　se　mettre　au　travail，　il　r6－　Ce　quうil　faut　6riger，　c’est　cette　cit6　de

fl6chit．　Dans　ce　siさcle　de　peu　de　foi，　le　symboles　oU　chaque　etre　sculpt6　cherche，
’「 panem　et　circenses”lui　revient　en　m6moire．　tate　son　mur　de　Paile，　de　la　main　ou　bien　de
e“Sa　nouvelle　cath6drale，　s’6crie－t・il，　le　　Paur601e，　pour　grandir　d’y　participer．“℃e

nouveau　temple　otl　ira　la　foule，　ce　sera　le　fut　avec　les　lois　connues　des　Byzantins

th6atre　lorsqu’il　r6unira　en　lui　tout　lラart・” 　qu’on丘t　notre　art　roman・aussi　notre　art

Avec　ce　sentiment　de　la　grandeur　qui　mar－　gothique．“℃haque　statue　tenait　des　tous　ses

que　toutes　ses　conceptions，　il　hausse　le　plans，6pousait　de　tous　ses　profils・son　mur・

programme　meme　du　th6atre　jusqu’a　un　sa　voate　ou　son　pilier・La　divinit6　d’un

niveau　spirituel　encore　jamais　envisag6．　　archange　tenait　de　l’Ordre　g6neral．　La

Ce　sera　le　temple　de　l’art　roman　que，　de　moindre　Heur　sculpt6e　semblait　6panouie

la　Com6die．　de　la　Trag6die，　de　la　Danse，　de　toute　la　cath6drale．”

la　Musique．　Au　milieu　de　son　fronton，　son　Ainsi　le　maitre　d6gage　et　formule　son　mes・

Dieu：Apollon．　Ce　Dieu，　il　d6termine　le　sage　et　ce　qui　fera　de　lui・meme　l’un　des

Th6合tre　tout　entier　et　les　neuf　Muses　ac．　plus　importants　pr6curseurs　de　l’art　d’au－

courent　vers　lui．　Sa　sculpture　sera　enfon－　jourd’hui，　le　retour　aux　lois　monumentales

c6e　dans　le　nu　de　marbre　du　mur，　ainsi　tout　en　conservant，　dans　la　synthさse，1’ana・

la　notion　de　mur　sera　respect6e．　　　　　　lyse　subtile　et　profonde．　Rodin　a　r6sum6

Etrange　nouvaut6　tl　cette　6poque　otl．　pour　tout　cela　dans　une　phrase：eTour　moi，　la

montrer　ses　ronds　de　jambe　et　ses　doigts　grande　af［aire，　c’est　le　model6．　Pour　Bour－

en　aile　de　pigeon．　le　sculpteur　acad6mique　delle，　cうest　lうarchitecture．　Jうenferme　le

tenait　21　faire　cavalier　seul．　　　　　　　　　sentiment　dans　un　muscle．1．uiうil　le　fait

On　sait　combien　Degas　ava▲t　la　dent　dure．　jaillir　dans　un　style．うう

Ses““mots”sont　c61ト1）res．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ee　x　　ee

Comme　on　lul　parlait　des　chevaux　qui　ga－　En　visitant　la　si　importante　exposition　que

lopent　sur　les　pylones　d’angle　du　Grand　le　Mus6e　National　dラArt　Occidental　de
Palais　et　qui　paraissent　d’6chapper　en　cou－　Tokyo　vient　d’organiser　avec　une　g6n6rosit6

rant　vers　le　vide，　il　laissa　tomber：’“Je　les　sans　6gale－b　telle　enseigne　que　nous

comprends，　ils　fuient　l’architecture∴　　　　n’avons　pas　vu，　depuis　l’inauguration　du
“e S’il　n’ y　a　pas　entente　profonde，　disait　Bour・　Palais　des　Beaux・Arts　2i　Bruxelles　en　l928

delle，　entre　le　silence　des　murs　et　l’6veil　et　la　grande　R6trospective　de　l’Orangerie

actif　des　sculptures，　le　choral　de　pierre　ou　　a　Paris　en　l931，　une　telle　profusion　de

de　marbre　ne　monte　pas　d’un　seul　61an，　grandes　ceuvres　de　Bourdelle　et　aussi　hien

lラacc・・d・up・÷m・n・p・ut・・it・e．　　・h・i・i・・一・・u・ave・pu　v・i・q・・lques　s・m・

“℃equ’il　faut　d　notre　demain，　conclut・il，　mets　de　son　art，　mais　pas　toute　son　ceuvre．

…1・・d6b・is　r・ug・・d・gl・i・・，・・’e・t・ett・C・・1’・euv・e　d・B・u・d・ll…’e・t　pl・・．d・

・av・u・含P・e・d・uce　d・1’au・te・e　pierre　d・n・uf・ents　sculpt・・e・・plu・de　slx　mlll・

France，　avec　son　teint　brOlant　qu’elle　re－　　dessins，　fresques・peintures・cartons　de　fres－

tient　de　la　terre　de　nos　montagnes．　　　　　ques，　gouaches　et　aquarelles，　une　haute
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pile　de　manuscrits　encore　in6dits　pour　la　pour　6tudier　les　cinq　figures　du　monument

plupart，　conf6rences　au　Louvre，　tl　la　Sor・　de　Montauban，　aussi　qllelques　uns　parmi

bonne，£t　la　Grande－Chaumlさre　aussL　　　　les　vingt－cinq　Beethoven　ex6cut6s　et　dont

Car　malgr6　cette㏄uvre　colossale，　il　trouvait　une　vingtaine　de　variantes　ont　6t6　d6nom－

encore　le　temps　d’enseigner　et　ses　61さves　br6es．　Enfin　quelques　bustes　parmi　les　plus

se　comptent　par　centaines　dans　tous　les　pays　c61さbres，　la　Chilienne，　Carpeaux，　Rodin，

du　monde，　oti　beaucoup　sont　devenus　c61も一　Krishnamurti，　Anatole　France．

bres　sculpteurs　ou　peintres．　Pollvons－nous　Bourdelle　et　Anatole　France　6taient　de

citer　parmi　les　premiers　Giacometti　ou　Ger－　grands　amis．　Le　buste　fut　pos6　par　le

maine　Richier，　Zorilla　de　San　Martin，　Vi・　maitre－6crivain　dans　la　clinique　du　Docteur

tullo，　Pablo　Morris，　Auricoste，　Bauninger　Paul・Louis　Couchoud　21　Saint・Cloud．　Celui・

ou　Apartis　et　parmi　les　seconds　Viera　da　ci　6tait　un　fervent　admirateur　dうAnatole

Silva，　Pierre　Laprade　ou　Frangois　Desnoyer・　France　qu’il　apPelait““Son　bon　maitreう’・

Quant　a　Matisse，　il　montra　ses　sculptures　Ancien　normalien，　il　fut　frapP6　un　jour

tl　Rodin　qui　le　d600uragea　et　a　Bourdelle　par　une　conversation　qu’il　eut，　en　lgl2・au

qui　Padmira　et　auprさs　de　qui　il　vint　souvent　Japon，　avec　le　sup6rieur　d’un　monastさre

travailler．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bouddihste．　ceCラ6tait，　dit－il，　au　Shakado，　un

Du　d6vouement　de　ses　61eves　vous　etes　pr6・　joli　ermitage　pre・s　d’un　Heuve　de　montagneう

venus　au　Japon　o［l　grtl　ce　tt　ses　pr6f6r6s，　mince　et　clair・ラう

Shimizu　ou↑akata，　il　a　6t66dit6　davantage　Devant　des　bols　de　th6，　les　deux　hommes

de　livres　sur　Bourdelle　qu’2　Paris．　　　　　6voquerent　l’un　P6nigme　du　Bouddha，1ラau－

Pourtant，　vous　avez　pu　y　voir　les　quatre　tre　le　mystさre　deJ6sus・Tn　un　6clair　de

grandes丘gures　du　Monument　a　Alvear，　pens6e，6crit　Couchoud，　je　vis　lうimmense
monument　de　vingt　cinq　mさtres　de　haut　courbure　de　l’Occident，　les　Etats　temporels

61ev6　a　Buenos－Aires　et　inaugur6　en　1925，　de　J6sus　et，　par　contraste，　je　sentis　le　peu

la　Libert6，　la　Force，　la　Victoire　et　l’Elo・　qu’on　sait　de　J6sus，　historiquement．う’Cou－

quence　entourant　I’Epop6e　qui　orne　la　ha・　choud　se　leva　en　disant：eeJ　e　tacherai　de

ute　colonne　du　monument　a　Mickiewicz　et　savoir　ce　qu’on　peut　savoir．”

la　figure　du　poさte；　la　France・　qui　devait　　C’est　ainsi　que　Paul・Louis　Couchoud　passa

6tre　agrandie　a　une　vingtaine　de　metres　sa　vie　a　chercher　Ies　preuves　historiques

pour　orner　un　monument　construit　a　la　de　l’existence　de　J6sus．　Il　les　chercha　par

Pointe　de　Graves，　lequel　ne　fut　jamais　le　monde，　dans　les　textes　sacr6s，　dans
termin6．　En丘n　les　grandes㏄uvres　les　plus　l’histoire　des　Juifs　de　Flavius　Josさphe，　dans

c61ebres，1’H6raclさs，　la　Sapho，　la　P6n610pe，　les　Pさres　de　l’Eglise　et　ne　trouva　rien．

le　grand　guerrier　de　Montauban，　le　Fruit．　Il　d6dia　un　premier　livre：““Le　mystさre　de

Mais　surtout，　vous　avez　pu　voir　des　6tudes　J6sus　au　sup6rieur　du　Monastさre　de　Shaka・

qui　ont　pr6c6d6　1’ex6cution　des　grands　monu－　do，　visita　tout　POrient，　si　pr60ccup6　que，

ments・quelques　unes　parmi　les　quarante　au　Saint　S6pulcre　il　n’entendit　pas　le　gar・

neuf　tetes　de　guerrier　que　Bourdelle　sculpta　dien　annoncer　la　fermeture　de　Saint　lieu
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et　y　fut　enferm（“・Il　accumula　une　docu・　times，si　primesautiers，Bourdelle　les　jetait　en

mentation　telle　quラil　put　reconstituer　l’Evan－　maniere　dうesquisses　et，　dさs　sa　jeunesse，　il

gile　de　Marcion　grace　aux　critiques　qu’en　les　marquait　de　cette　sensibilit6　si　char－

avaient　fait　les　Pさres　de　PEglise．　　　　　　mante　qui，　depuis　quelques　ann6es　a　attir6

En　l951，　il丘t　paraitre　un　autre　livre　vers　le　grand　sculpteur　monumental　tant
““

le　Dieu　J6sus’うotl　il　conclut：““Je　ne　com－　dうadmirateurs　nouveaux．

mets　lli　un　sacrilさge　ni　une　b6vue　dうhi－　Car　c’est　bien　par　cette　sensibilit6　que

storien　en　pensant　que，　dans　l’evangile，　Bourdelle，　animateur　sans　6gal，　reste　dans

tout　est　r6v616・Tout，　y　compris　l’existence　le　souvenir　de　tous　ceux　qui　Pont　connu，

de　J6sus．　J6sus　n’est　pas　connu　par　P　par6　de　cette　affection　admirative　qu’il

Histoire　et　par　PEsprit，　il　est　connu　par　savait　si　bien　susciter．

1ラEsprit　seulement・うう　　　　　　　　　　　　　Par　son　humanit6　si　profonde，　aussi　par　ce

La　puret6　de　sa　langue，　la　densit6　de　son　souhait　de　soulever　ses　61eves，　ses　amis　au－

style　6taient　fbrt　comparables　b　celles　d’　dessus　d’eux－memes，　dans　un　monde　oU　il

Anatole　France　et　ce　n’6tait　pas　un　616・　n’aurait　voulu　voir　que　beaut6，　noblesse，

ment　de　moindre　importance　dans　Pamiti6　96n6reuse　exaltation，　il　reste　le　maitre

admirative　qui　liait　les　deux　hommes．　　　v6n6r6，

Anatole　France　et　Bourdelle　6taient　de　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一　一一
9・and・ami・．　lls　se・a・・nt・i・nt　b・au・・up＊’C・tt…nf6・ence　f・・d・nn6・1・12　juill・t

d…uv・nirs．　En　v・i・i　un・xemple　et・’・・t　l968・・Mu・6・N・ti・n・l　d’A・t　Occid・nt・1

；蒜罐，黙隠｝；認，：e蒜認蹴、；ご三ご゜蹴，瓢eexpΦ
taubanais，　6tait，　ilt　la　fin　de　sa　vie，　fort

c61さbre　et　il　le　savait．　Un　soir，　il　entre

au　Th6盒tre　Frangais　et　trouve，　b　lうorches－

tre，　tous　les　fauteuils　occup6s．　Il　ne　restait

que　des　strapontins・Avisant　un　jeune　hom・

me　qui　6tait　assis，　il　lui　dit：江evez・vous，

jeune　homme，　je　suis　Monsieur　Ingres．”Le

jeune　homme　se　leva　pr6cipitamment　et
offrit　son　fauteuil．　Et　Anatole　France　con．

clut，凡e　jeune　homme，　cう6tait　moi．e’

Dans　cette　exposition，　vous　avez　pu　voir

aussi　le　buste　de　Rodin　qui　partit　a　la　cin－

quiさme　s6ance　de　pose　en　disant：“’Bah，
c’ est　une　sculpture　qui　sera　peut－6tre　com－

prise　dans　cent　ans・　

Mais　vous　avez　pu　y　admirer．　dans　les

vitrines．　beaucoup　de　petits　bronzes，　si　in一

87



研修報告

アメリカの美術館

高階秀爾

私は，ロックフェラー三世財団の招きによって，　そして，例えばレオナルドの《ジネヴラ・デ・

1967年9月から1968年3月まで，7か月にわた　ベンチの肖像》のような大物の購入が問題にな

ってアメリカに滞在し，その後，欧州各国を周　　った場合は，そのために特に寄附金を集めると

遊して，昨年6月帰国した。アメリカにおいて　いうことも行なう。さらに，直接お金を寄附せ

は，ホノルル，サンフランシスコ，ロスアンジ　ず，自分で作品を買って作品そのものを寄附す

エルス，ニューヨーク，ワシントン，リッチモ　る篤志家も少くない。したがって，ナショナル・

ンド，ウィリアムスバーグ，バルティモア，ブ　　ギャラリーの場合も，厳密に言えば国立と言う

イラデルフィア，ボストン，ウィリアムスタウ　よりも，政府と民間の協力によって運営されて

ン，ノーサンフトン，ウースター，ケンブリッ　いると言うべきであろう。

ジ，バッファロー，クリーヴランド，デトロイ　本来国立でありながら，部分的に民間の協力を

ト，シカゴ，ミネアポリス，シンシナッティ，　得ているナショナル・ギャラリーとちょうど逆

セントルイス，カンサス・シティ，ニュー・へ　　の場合が，ニューヨークのメトロポリタン美術

ヴン等の諸都rtiを訪れ，美術館，博物館，研究　館である。ここはもともと完全な私立美術館で

所，大学，図書館等を視察見学した。以ド，私　　あったが，現在では建物の維持費，および専門

の視察したところにもとついて，アメリカの美　　以外の職員，傭員の人件費はニューヨーク市が

術館の特色を述べてみたい。　　　　　　　　　負担している。つまり，私立の美術館であって

アメリカの美術館は，ヨーロッパの場合と違っ　　も，メトロポリタン美術館くらい大規模で公共

て，大部分のものが民間の財団，または基金に　性の強いものには，市当局も積極的に協力して

よって運営されている。もちろん，そうは言っ　いるのである（メトロポリタン美術館は，近く

ても，例外も少くなく，例えば最も著名なもの　その建物を大幅に増築する計画を進めているが，

では，ワシントンのナショナル・ギャラリーは，　その敷地がニューヨーク市のセントラル・パー

その名の示す通り連邦政府の予算によって運営　　クのなかにあるので，この点でも市が大きく協

されているが，しかしそのナショナル・ギvラ　カしている）。

リーでも，作品購人費だけは政府の予算によら　さらに，アメリカでは，ハーヴァード大学附

ず民間の寄附に依存している。私がアメリカ滞　属のフォッグ美術館や，エール大学附属の美術

在中の1967年に，メロン・コレクションで知ら　館のように，大学の施設の一部として美術館が

れるメロン家がナシ。ナル・ギャラリーに対し　運営されている例が多い。ハーヴァードやエ

て邦貨約20億円に上る購入費を寄附して話題を　一ルのような私立の場合は当然美術館も私立で

呼んだが，このように大口の場合はそれほど始　　あるが，例えばカリフォルニア大学のような州

終ないとしても，民間からの寄附は充分に必要　立大学の場合，附属美術館もむろん州立という

な購入費をまかなうことができるようである。　　ことになる。また，ヘンシルヴェニア大学のよ
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うに，民間と州との双方の協力によって運営さ　は，美術館員，専門研究者等に制限している場

れている大学（および附属美術館）もある。　　合が多い。例えば，プリック・コレクシ。ン美

アメリカでは，公立，私立を問わず，美術館は　術館の図書館は，西欧絵画に関しては最も充実

社会教育的役割りを爪視しているので，入場料　　した図書室と言われるが，その利用は純粋に専

は無料のところが大部分であるが，私立美術館　　門研究者に厳しく制限されており，ニューヨー

では，時に独自の料金を定めているところがあ　　ク近代美術館やメトロポリタン美術館でも，図

る。ニューヨークのグーゲンハイム美術館や近　書室利川には特別の許可が要る。これらの美術

代美術館がそうである。特に，近代美術館は，　館では，普通図書の貸出しは認めない。

常設展示のために1ドル25セント（邦貨約450　スライドの貸出しも，学校，民間団体を対象と

円）という高額の人場料を課しているが，これ　　して特に地方において活濃であり，例えばクリ

はアメリカでは例外的であり，館員のなかにも　一ヴランド美術館のスライド室には，臨時のア

批判的な人が多い（もっとも，特別展があって　ルバイトも含めて，常時五人の職員が整理貸出

も，普通は同一・料金のままである）。　　　　　　し事務にあたっている。

入館料が無料という点のみならず，社会教育的　　美術館の組織に関しては，director，　curator，

配慮が大きいこと1、，一般にアメリカの美術館　assistant等から成るいわゆるcuratorial　staff

の特色である，すなわち，講演会映両会や美術　　（わが国の専門技官，学芸委員にあたる）が中

講座を常時催し，実技指導や児竜教室のような　心であることはヨーロッパと同様であるが，特

ものを設け，定期的に演奏家を招いて音楽会を　にアメリカにおいて顕著なのは，どこの美術館

開催したりするところも珍しくないr例えば，　にも，Registration（作ll』1管理部）と呼ばれる

ワシントンのナショナル・ギャラリーでは毎週　　独立の部局があって，作品の管理，および資料

U曜日に室内楽演奏会を開いているし，ニュー　の整理にあたっていることである。この作品管

ヨークのフiJック・コレクション美術館でも，　　理部にはregistrar（作品管理官とでも訳すべ

毎週の美術講座のほか，毎J］　一一回招待講演およ　　きか）と呼ばれる管理官がいて，作品状態の点

び音楽会を催している（いずれも入場無料）。　　検，データーの収集，記録の整理を受け持って

また，どの美術館も，充実した図書室，資料室　いる。例えば，X術館が所蔵品を貸出す場合，

を備えて研究者に公開したり，スライド資料を　あるいは特別展や研究調査等のために借川する

学校に貸し出したりするサーヴィスを行ってい　場合，出入りのたびに作品を点検して異状がな

る。図書室の運営もいろいろなケースがあるが，　いかどうかを調べるのは，このregistrarの仕

普通アメリカの町には大きな公共図書館があっ　事である。また，所蔵作品，借用作品について，

てかなり自由に一般の人びとに閲覧，貸出しの　　材質，寸法，所在，所蔵歴，展覧会歴等を調べ

サーヴィスを行なっているので，美術館図書室　　て，それらの資料を整理するのもやはりregis一



trarの守備範囲である、したがって，　registrar　れのX術館にそのための施設があり，1与1∫ljの技

は当然そのための教育を受けた1与門家であるが，　術者が配置されている。ただ，きわめて高度の

しかしcuratorial　staffの仕’jFである展覧会の　　・享門知識や特殊な熟練を要する保存修理の分野

企画、フ：案，およびその組織，購入作品の選定，　　においては，すべての美術館があらゆる分野を

作品の展示，調査研究，教育等の活動には参加　　カヴァーすることは困難であるので，当然美術

しない。例えば，特別展を催す場合，その企1両，　館同志の相互協力や，大学その他の機関との密

交渉，組織展示，ヵタログ作成等は当然dire一　接な結びつきが強く見られる。例えば，一ユー

ctorやcuratorが行なうが，実際に作品が到　　ヨーク大学の大学院課程に相当するニューヨー

着した際の点検やカタログのための資料整理，　　ク美術研究所は，ロックフェラー三IH：財団の寄

写真撮影の、㌢：会い等はregistrarに委ねられる。　附による充実した保存センターを擁しているが，

すなわち，registrarは純粋の専門家ではない　　ここはメトロポリタン芙術館をはじめ，多くの

が，美術館活動のかなり実質的な面を支えてい　美術館によって利川されているし，クリーヴラ

るのである。　　　　　　　　　　　　　　　ンドの近くにあるオーバリン・カレッジの修理

したがって，当然Registrationは充実したス　研究所は，トレド美術館やバルティモア美術館

タッフを擁iしている，ニューヨークの近代美術　　など，いくつかの美術館と特別の契約を結んで，

館では，所蔵作品，借川作品をあわせて，毎年　　その作品修理を引き受けている。

1，000点から1，500点の作品がlltたりはいったり　　一・般に，大学，またはカレッジと美術館の関係

するが，それらの作品のために，aSSiStantSも　が密接であることはアメリカの大きな特色で，

含めて，12人のregistrarsがいる。美術館が　例えば有名なフォッグ美術館やエール大学アー

活滋な活動をすればするほど，貸出し，借川等　　ト・ギャラリーは，それぞれハーヴァード大学，

による作品の移動が激しくなるが，そうなれば　　エーノレ大学の美術学科のための美術館であって，

いっそう充実したスタッフによる作品の管理が　　そのcuratorsたちは，’iG然大学における授業

必要となることは当然である。アメリカの美術　　を受け持っている。また，メトロポリタン美術

館におけるこのような行き方は，この点で大い　館のcuratorsたちは，代る代るニューヨーク

に参考となるであろう。　　　　　　　　　　　大学の講師となって，美術研究所の大学院学1ヒ

また，どの美術館においても，作品の保存や修　　の指導にあたっている。それによって，美術館

理のために多大の努力を払っていることは，ヨ　馴nj職員の養成に積極的な役割りを果たしてい

一 ロッバの美術館の場合と同様である。ただ，　　るのである。

多くの美術館が民間の資金で運営されているア

メリカでは，フランスやイタリアのように国、ヒ

の大きな研究所や修復センターはなく，それぞ
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文　献

ATOLLOUSE．LAじTREC　BIBLIOGRAPHY：1893－1968
千足伸行編

本編は1968年度に当館で開催された「ロートレック展：を機に編まれたもので，モノ

ブラフを中心に定期1：IJ／i物その他を逐・編年体で列挙したものである。これらの内，

占いものは大部分が現在入丁困難なIlに，質的にも埴的にも必ずしも豊富とはいえな

いようである。これはロートレックが生前は無論，残後も暫らくはしばしば単なる戯

1両作者あるいは挿絵画家と見なされ，本来の画家あるいは版画家としての然るべき理

解と評価に浴していなかったことに起因するものと思われる。

以下比較的最近のもので市要かつ入手し易いものに限って二三付言したい。

まずロートレックの人となりや生活，折り折りのエピソードなどを知るには（48），

（50），（51），（60）等，いずれも生前ロートレックと親しかった人達によるものがよく，

また（89）は画家の姪が編んだロートレック・アルバムともいうべきもので，幼年期か

ら晩年に至るまでの画家とその周辺の貴・Fな写真を多数収載している．　（53）は作家

論，伝記の他に豊富な図版およびその解説を含み，またロートレックに関係ある人名，

件名を列挙，解説した巻末のR6pertoireも利用価値が高い。（86）もテクストと多数

の図版によりロートレックの全体像を浮彫りにする一方，資料的価値の高い当時のパ

リの写真などを随所に挿人して，画家の生きた世紀末の時代相を努垢させている。

（83）はJ・Adh6mar，　C・Roger－Marx．　M．　G．　Dortu等10人の専門家がロートレッ

ク研究のそれぞれ得意とする分野を担当しており，最近のロートレック文献の中では

おそらく最もよくまとまった，密度の高いもののひとつになっている。（91）はロートレ

ックの石版とドライ・ポイント（但しこれは僅か）による全作品を収めたもので，特

にポスター類はグラフfック・デザイナーとしての彼のすぐれた資質をよくうかがわ

せている。（54），（79），（85）は彼の生涯と代表的な作品についての一’般向けの手頃

な入門書ともいうべきもの。
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伝記中心のものとしては（70），（76）等があり，また（71）はロートレックとは不可分

のモンマルトルの歴史と雰囲気を知る上で得る所が多い。

（90）は石版画の歴史を扱ったものとしては現在ある内おそらく最も包括的なもので，

石版画史上におけるロートレックの位置とにらみ合せて，やはり欠かせない文献のひ

とつといえる。（78）はしばしばロートレックのモデルとなった踊り子の伝記，（93）は

美食家ロートレックの知られざる一面を示す異色の書。

なおここ数年来，アメリカを中心とする各国の名著復刻ブームにのって，ロートレッ

ク関係でも（12）や（15）などの基本的文献が再び陽のUを見るに至った・

邦文によるロートレック文献，およびここに掲げた以外の展覧会カタログについては，

「ロートレック展」（京都一東京，1968～69）のカタログ巻末を参照されたい。

lF．　Jourdain：ecL’a伍che　moderne　et　T．L”，、乙αPlzLrne，　Nov．，1893

2T．　Bernard：“cT．L，　Sportsmal1”ラLαRev～↓e　Blαnche，　May　l5，1895

3G．　Jeffroy：’『L”，．Lαvieαrtisti〈1ue，1900

4C．　Roger－Marx：““T．L”，．LαRev～L（．？Universelle，　Dec．，13，1901

5Figaro　Illustr6：Special　mlmber　prepared　by　M．　Joyant　and　Manzi，　Nr．145，

　Apr．，1902
6A．　Fontainas：eeL．”，　Mercure　de　Frαnce，　May－Julle，1902

7A．　Rivoire：ぐぐT．L”，　Lα一Revue（le　l’Art，　Apr．，1902

8LN．　Baraglloll：ぐぐT．L．　chez　P6an”，（Lαchronigue　7η6（licαle，　Feb．15，1902）

9Klossowski：1）ie　A’1αlerτotz］↓IZIoi～tmαrtre，　Berlin，1903

10G．　Coqiot：T．L．，　Paris，1903

11H．　Esswein　and　A．　W．　Heymel：．Moderne　1〃zLstrαtoren，　H．　de　T．L．，　Munich，

　1904
12L．　Delteil：Le、peintre　grαveur　i〃μsεr6，　X－－X4　H．　de　T．L．，　Paris，1920．（Rep．

　ed．，　New　York，1968　flfl．）

13T．　Duret：L．，　Parisう1920

14P．　Leclercq：ノ4iLtour（1e　T．L．，　Paris，1921



15M，　Jovallt：H．（7‘・7「．L．，2、・ols，　Paris，1926－2こ．（Rep．　ed．，　New　York，1968）

16M．　Jovallt：　e’L．ラう，1∴－1　rt　et　Les　Arti，srε∫，　Feb．1927

17P．　de　Rapparellt：T．」L．．　Paris，1927．（Ellgli∨h　ed．，　L（：）ndon，1928）

18F．　Ff）sca：、乙．，　Paris，1928

19G．　Je《．llicka：〃．（／e　7’．L．，　Berlill，1929．（211d　ed．ラZurich，1943）

20A．　Svmo1ド：、Frorノ～L．　tθRo（／～η，　Lolldol1，1929

21UAmr，ur　de　LラArt：Special　mlmber　prel．）ared　by　T．　Berllard，　R．　Huyghe　anfl

　　　others，　Apr．，1931

22H．　Focillon：ξ“L．”，　Cσ二ρrrρde．いB〔・（1．IL．X’・Arts，　Jlllle，1931

23G．　Je｛llicka：“’LVcriture　de　L．”，　Fornzes，1931

24P．　Mac（一）rlall：T．L．∫ノ（・il～tl’（・（1‘。1α1z〃ノ～品r‘・ノ｝’oi（1e，　Paris，1934

25E．　Schalll）－Koch：／元Y、・c1～oαηα乙、・sp　（／’z〃7e1）〔・il～tr‘・nzo（1（・rr～‘・，　H．　de　7∵L．，　Paris，1935

26　A．Astre：II．　r1（・7’．L．，　Paris，1938

27J．　Cass（，u：e’T．L．ラう，　Z∴4〃（・’Les　i4　rt　is　tes，　Apr．，1938

28F．　Gilles　de　la　Tourette：”L．ee，　Gelleva，1938

29R．　Hllyglle：∴1spe〔・ts　de　T．L．”，　La　Revu‘・（－llt　Tarノ～，1938

30　G．Mack：7∵乙．．　Ne、、－York，1938

31T．　Natalls《）ll：∈cT．L．”7　L’Art　l・’i～・ω～r．　ylav，1938

32F．　Jour（lain：L．，　Lausanne，1941

33E．　Julien：D〔・．∬～ノ～．s‘／‘・T．L．，　Nlmlich．1942

34W．　Rotzler：Les（〈ffi（ヲ～‘ぺ（le　T．」し．，　Basel，1942

35J．　Rinaldini：T．L．，　Buen（・）s．Aires，1942

36A．　dうEllglly：evr．L．　et　ses　Ill《）d÷lesう’，　L㌧A〃～our　de　L’Art，　Nr．7，1946

37R．　v（．）11　H（．）erschelmaml：H．〔1ρT．、L．，、hmich，1946

38J．　Bouch（下t・Sこmpi（lue：”62　dessins《le　T’．L．”，　Les．4rts，Plαstig～tes，　Nr．7，194こ

39　0．Villflillg：T∵L．　V：、・t－N’o　r（1is　1，・F（）rlagr＝4　r1～θ1，　Copellhagel1，1947

40M．　Delaroclle　alld　Yernet　Henraux：T．－L．‘／‘・∬irza・teltr，　Paris，1948

41H．　Duinolit：」L．，　New　York，］948，　Paris　l949

42C．　Roger．Marx：Les〃〃～ogrαp1～ie．　s　et　T．L．，　Paris，　New　York，1948

43F．　Novotolly：賦Drawillgs　of　Yvette　Guill）ert　by　T．L”Burli〃～gton　Mαgα2τηe，

　　　June，1949

44L．　Vellturi：Da　Mαη‘・tαL．，　Florence，1950．（Ellglish　ed．，　New　York　alld

　　　LOIldOn　l950）
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45　C．Roger－Marx：γ～・（・〃（・C～↓〃b（・rt　z’II（・1♪αr　TニL．，　Paris，1950

46E．　Julien：L（・s（lbli’c1～イ・s∂f・T．L．，　Mollte　Carlo，1951

47L．　Cllarles－Bellet：L‘・λf～t　，s　（sで・（7e　Albi，　Albi，1951

48M．　G．　Dorhl：T．L．，　Paris，1951

49．M．　Florisoone：L．　horsぬt（～ηLρs，　Paris，1951

50F．　Jourdain：eぐSouvenirs”，ノlrts，315，　Jmle　l5，1951

51T．　Natallsoll：Henri　d（テT．L．，　Gelleva，1951

52J．　Cahl　alld　J．　Vallery－Rad〈）t：Oeuz・re　graρ1～～｛7u（・de　T．L．，　Paris，1951

53F．　Jourdain　allfl　J．　Aflh6mar：7∵乙．，　Paris，1951

54D．　Cooper：、Hen　nl（7（》T．L．，　New　York，1952．（Germall　ed．，　Stllngart，1955，

　　　Frellch　ed．，　Paris，1955）

55E．　Gellaller：T．L．，　New　York，1952

56E．　Julien：T．L．　a．　ltル1～ムs‘∫e〔／‘・ノllbil，　Albi，1952．

57C．　Roger．Marx　and　U．　Apollolli《）：T．1㌧．：、L’（）で・～1tlrf・g・r（ll）Z～「ワ7∫‘・，　Cdlectioll

　　　Charell，1952

58M．　Godebska：So～1～・（・’～ir，　Paris，1952

59J．　Lassaiglle：L．．　Geneva，1953

60Mary　Tapi6　de　C61eyran：VVo’re　On（i1（）．乙．．（．；elハc・vaコ953

61P．　Leclercq：Au’o～lr‘7（・T．．L．，　Gelleva，1953

62G．　Arout：T．L．，　Paris，1954

63F．　de　Quir6s：eeT．L．　y　sll　arte”，．R〔・rista（～‘時（1（・a，sイ・st‘・tic（1　S，　Nr．12ち1954

64F．　Gauzi：L．　etぶoノ～t（・〃～’1）s，　Paris，1954

65J．　de　Laprade：、L．，　Paris，1954

66F（川gerat：T．L，　Paris，1955

67M．G．　Dortu　alld　J．　Adll6111ar：T．L．（・ノ～B（・1gri：（／tt（・，　Parisう1955

68R．　Martrillcllar（1：1）rlll～c（・r‘・α～ち∫，r（ぞル∬（・～lr（？tα〃～ll（le　T．」L．，　Bor（leallx，1956

69L．　Devoisills：T．」L．，　Albi，1956

70L．とmd　E．　Hallso11：7”h　e　t　ragrlc　life〔qf　7”．L．，1」《）ndon，1956．（Frerich　efL，　Paris，

　　　1950）

71P．　Courthion：ルTont／nαr’r（・，　Geneva，1956

72J．　Rewald：、Post．hnpressilo〃τs7πノ＞oη膓レω～Co6rh　tθCα～t6・uitl，　New　York，1956

　　　（Frellch　ed．，　Paris，1961，　Germall　efL，　Kδhl，1968）

73G．　Marchiori：やeL’opera　grafica　di　T．L．”，，Scrllt’τ‘li　s’or∫α‘le〃’arte　in　onore（1i

　　　Lilθne〃oレεητzπ～，　ROme，1956，　V（．Dl．2．
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こ4L．F．　J《）lm＼oll：”Time　alld　lllotion　ill　T．L∴，（：（）〃e～gρ，」rfノと川〃～α1，　No．16う

　　　195657

丁5C．　RogeFMarx：7”．L．．　Paris．1957

丁6H．　Permch《）t：La～・ll（・仁～e　7”．L．，　Paris，1958．（Englis．　h　ed．，　L（Dlld《m，1960）

77L．　Devoisills：11ρηri（了p　T．L．，　E∬σ『d’itlt（1e　clin　ique．（Thbs　e　pr6g．　ent6e　ti　la

　　　Facult6　de　M6decille　de　Molltpellier），1958

78J．　Schercliff：ノω～ε．4～’ril　z’（）’η」イo～∫1～ノ1　Rottge，　Hamhlrg，1959

79E．　Julien：．乙．，　Paris，1959

80F．　Daulte：ぐぐPlus　vrai　qlle　llahlre”，　L’oeil，　Nr．70，1960

81Exllibitioll　Catal（）glle：H．　de　T．L．，　Halls　der　Kuiis　t．，　Mmlich，1961

82Exhibitioll　Cataloglle：T．L．，　W’allraf．Richartz・Musellm，　K61n，1961－62

83J．　Adh6mar　alld　others：T．L．，（Collectioll　G6nies　et　R6alit6s），　Paris，1962

84J・P．　Crespelle：T．L．，　Fρ～ノr〃es‘7’et～’des，　Paris，1962

85J．　Bouret：Tl、乙．，　Paris，1963

86P．　Huisman　alld　M．　G．　Dortu：L．ραrL．，　Laug．anne，　Paris，1964．（English　ed．，

　　　New　York，1964）

87Exhibitioll　Cata】《）glle：T．L，1864＿1901，（Alhi，　Pa］ais　de　la　Berbie；Paris，

　　　Petit　Palais）1964

88M．G．　Dorh1：eeT．L　l）aillts　a｝）（一）rtrait”，　Ar’Nρ俗，　Feb．，1964

89Mary　Tapi6　de　Celeyrとm：11　yα100　ans．，　H．　de　T．L．，　Geneva，1964

90W．　Weber：Geschichte　der　Litho．crraphi・e，2vols．，　Munich，1964．（EIlglish　ed．，

　　　London　and　New　York，1964）
91J．　Adh6mar：　T．L．，　Li’h　ogrrap　h　ies，1）θ∫η～（被〉ばc乃ρ3，　Paris，1965．（Ellglish　ed．，

　　　Lolldoll　and　New　York，1965）

92U．　Nehbia：、Henri‘1ρT．L．，　Nlunich，1966

93T．L．　alld　M．　Jovant：Die　Kunst　des　Kochens，　Weil　der　Statlt，1967

94N．　Pollellte：？ぐT．L．”，　Eη（ひ℃1（ぴ）ediαofπbr1（1　Ar’，　VoL　XIV，　col．168＿171，

　　　New　York，1967

95Exhibitioll　Catal（’）gue：Henri　de　T．L，　Ingelheim　am　Rhein，1968

96Exhibitioll　Catal（）glle：T．L，　St《｝ckholm，　Nationalm　lseum，1968
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事業記録

特別展記録

入嚇・椋一275・7・4・1（都一173，138 　購〆輔1
㌫黙㌶鑑㌶ll≧；灘識ゼ
たが，順もまたその一端・1うべくAth・・lil，実灘鵠轍，鋳

スなどともに「生きる歓び」を絵筆に托して歌　　”1　義纏騰雛総欝灘i撫

　　ノvら口っま．もな　J　　　　　　　　　・　；・；、　＿．　　㌢、彩。p・・’　　　難騰誕

トワーヌ・テラス氏その他の尽力により，フラ

ンス本国はもとより，　イギリス，アメリカ等：の

公私のコレクションから借り出された油絵，版

画，ポスター等150点余に及び，ボナール芸術

の全貌を極めて密度の高い形で示し，専1’ij家と

一般を問わず多数の観客に深い感銘を与えた。



ブールデル展

Bourdelle

1968．7．7～1968．8．25（東京，国立西洋美術館）

1968．9．8～1968．10．27（京都，京都国立博物館）

出品内容＝彫刻二89点　デッサン・水彩：36点

油彩：4点
京都国立博物館，ブールデル美術館と共催

入場者：東京＝　64，　528　京都＝36，413

国立西洋美術館がこれまでに行なったロダン，

マイヨールの彫刻展に加えて，このブールデル

展によって近代彫刻展の三部作が完結したこと

になる。生命と人間を追求したロダンの芸術か

ら出て，厳しい総合に到達したブールデルの芸

術は，オーギュスト・ヘレとの協同製作やその

力強いモニュマンによって，建築と彫刻，さら

に環境の問題など、今日的な意義をもっている，

この展覧会は，プールデル未亡人，デュフェ・

ブールデル夫妻の絶大な好意，フールデル美術

館の全面的な協力を得て，国立西洋美術館，Jk’

都国立1専物館の共催で実現した。デッサン・絵

画40点，76点のブロンズは高さ4米に及ぶ巨大

な群像を含み，さらに日本国内所蔵の13点を加

えた総点数129点の内容は，ブーノレデル死後の、

1931年のオランジュリー大回顧展をしのぎ，

1928年のブリュッセル展いらいの最大の規模を

もつもので，輸送時の総弔：最は20，764トンにの

ぼった。その破格な市是と容積によって，運送，

陳列，照明などに多大の努力と一ll夫を払ったが，

日本における真の美術愛好家の心からの賛同を

得たことはよろこばしい。



レンブラントとオランダ絵画巨匠展

The　Age　of　Rembrandt，　Dutch　Paintings

and　Drawings　of　the　l7th　Century

1968．10、19～1968．12．22

（東京，国立西洋美術館）

1969．1．12～1969．3．2（京都，京都市美術館）

出品内容＝油彩：78点　デッサン・版画：48点

京都市，読売新聞社，オランダ文化省と共催

入場者：東京＝188，931　京都＝80，035

17世紀はオランダの黄金時代と呼ばれる。スヘ

インの支配を脱して共和国として独IZした新興

オランダは，南アメリカや東洋との海外貿易を

基礎として，輝かしい経済的発展を遂げ，豊か

な市民社会文化を生み出した。美術の分野では，

現実主義的な市民たちの好みを反映して，風景

両，肖像画，静物画，風俗画など，自分たちの身

近な世界をありのままに描き出した絵画が多数

製作され，油彩画の技法も飛躍的に向上した。

本展覧会は，そのようなオランダ17世紀絵画の

全貌を伝えようとする充実した内容のもので，

油絵，デッサンを合わせて37点のレンブラント

をはじめ，フェルメール，フランス・ハルス，

ヤン・ステーン，ホッベマ，ロイスダール，セ

ー ヘルス等，オランダのUtl要な画家61人の作、；」，

125点を集めたものである。17世紀オランダ絵

画については，わが国ではこれまでほとんど紹

介されたことがなく，わずかに「フランスを中

心とする17世紀ヨーロッパ名画展」（1966年）

および「レンブラント名作展」（1968年）でご

く少数招来されたにとどまるので，これだけま

とまった展覧会はほとんど初めてであり，その

意義は高く評価される。



1969．1．22～1969．2．23（東京，国立西洋美術館）　　　　　　※f－一，・　　ヌ＿∵

出品内容＝油彩：58点　デッサン：19点　　　　．　　　　　　／t　　　　一雨’　㍍

　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　壌
本格的な形て我が国に紹介される機会には従来

した。出品作の内，油彩画は約60点と決して多く

をおそらく油彩画よりよく物語っている版画，　　　　　　　　　・

ポスター類が豊富に出品され，彼のグラフィッ　ロ→㌧ク農蹄朝22鋼cmelH段ぱ洋難櫛mo、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IUS　etfflPt”a一葛劃■蓑職蹴鳥武治機曽hVl　tSte　Wvlgt：x　s’lhal7ラノス違鎗無w導轟鋸窯力x＿錫．et禦ua
クな才能と世紀末のパリの香気とを余すところ

なく我マに伝えてくれた。諸般の事情により展

覧会の開催期間は一ヵ月にすぎなかったが，一

般の関心を大いに呼び，入場者数も短期間の割

には記録的な数字を示した。
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巡回展記録　　　　　　　　　　　　　　　講演会記録

昭和43年度　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年度

絵画：59点　彫刻：18点　　　　　　　　　　　　●ボナール展記念講i演会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月23日

●7月18口～8月41－1　　　　　　　　　　　　ボナールについて

会場＝新潟県美術博物館　　　　　　　　　　　アントワーヌ・テラス（通訳穴沢一夫）

新潟県，新潟県教育委員会，新潟県美術博物館，　映両「ボナール」一巻上映

新潟U報社と共催　　　　　　　　　　　　　　4月6日

入場者＝116，056　　　　　　　　　　　　　　ボナールの絵と技法

譲欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画家　大久保泰
tt　tN’

：’　　　ぷ〆”A　　　　、　　　　　－　　4Jj　20　11

国、」ノ：西洋美術館主任研究官　中山公男

7JJ13日

フールデルの思い出

バリ巾立ブールデル美術館副館長　ミシェル・

デュフェ（通訳高階秀爾）

新潟会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　映ldil「ブールデル」二巻上映

●10月26U～11月17U　　　　　　　　　　　　　　7月20　H

会場＝広島県、ヒ美術館　　　　　　　　　　　　　フールデル，人と芸術

広島県教育委員会と共催　　　　　　　　　　　　芸術院会員　清水多嘉示

入場者＝78・764　　　　　　　　　　　　　　　7月27日

　　　　一　艦＿㌫罐長粟津潔
　　　Pt　　　　　　　　　　　　 9ド←ny 　　　　8月3口

：：　ロタンとブールデル

広島会場
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●レンブラントとオランダ絵画巨匠展記念講演

会

10月19日

フェルメールの絵画

マウリツホイス美術館長　A・B・ド・フリース

（通訳高階秀爾）

10月26日

蘭学と日本近代化

東京大学助教授　芳賀　徹

11月2日

17世紀のオランダ絵画

国立西洋美術館長　山田智三郎

11月9日

レンブラント

慶応義塾大学助教授　八代修次
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資料

歳出歳入表

歳出予算表（単位千円）

事項／年度129　‘　32　！33　　34　　35　　36　　37　　　38　　39　　40　　41　　42　；　43　1
　　　　　　　　1　　　　　1
㌶善藁1545・・115・，…，　73・816　1S・S2・22・981　22・882　36・8・6i　138・91179・806　91・636144・713263・385i197・821i

｜窪に伴藷　　1・9・2　6・921i　8・89814・71816・828i　19・393　22・469　26・472　29・455i　33・5761　38・3611

1　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　I

庶務部運営　　　　　　　　　　　　2，289　　5，679　　8，315　　4，553　　　5，066　　　5，476　　6，129　　　6，580　　　6，660　　　7，157‘　　5，661

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10，000）（30，000）（30，000）（30，000）（50，000）（50，000）（50，000）

事業部運営　　　　　　　2，4853，2205，2212，14412，27532，97733、80633，81155，18055，22257，809

特別展開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，836　8，66511，14040，90243，10436，066

巡回展開催
博物館等特
別経費
陳列館新営
敷地購入
1一般研究費
施設設備整
備

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，135　　2，139　　　2，143　　　2，147　　　2，151　　2，155　　　2．160

　　　　　　　455　　　489　　　　385　　　　385　　　　379　　　　523　　　　600　　　　600　　　　600

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112，500　　54，483

　　　　　　　　92　　　106　　　　117　　　　129　　　　129　　　　129　　　　129　　　　129　　　　1251
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　872　　　　　　　　70，576　　　6，086　　10，834　　　9，636　　　8，942　　　2，556

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
：器翻叢545・・15α…6乙14・　　　　　　　　　　‘　1
備考

1一事業部運営欄（）書は、美術作品購入費である。

2一昭和38年度施設設備整備70，576千円は，講堂および事務庁舎の新営費である。

歳入実績表（単位千円）

事項／年度　　　　　34　　　35　　　36　　　37　　　38　　　39　　　40　　　41　　　42　　　43

雑収入　　　　23，39515，16610，58919，64724，50143，99726，15028，23637，08853，622

入場料等収入　　22，60614，36510，25919，16724，09643，61725，80827，72636，58753，079

その他　　　　　789　801　330　480　405　380　342　510　501　543

年度別入館者総数（含特別展）

昭和34年度　584，861　　昭和38年度　　442，884　　昭和42年度　567，550

昭和35年度　400，218　　昭和39年度　1，003，284　　昭和43年度　761，609

「昭和36年度　280，146　　昭和40年度　　319，987

昭和37年度　299，419　　昭和41年度　　690，231
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職員名簿

昭和44年3月1日現在

国立西洋美術館評議員会評議員　　国立西洋美術館職員

（五十音順）

㌫鏡タイ槻轍　蟹」事務官・1・田馴　隻罐官山本昌志
愛知県立芸術大学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　文部‘1溺官　　　須田文子

㌫曝　　1翻瀧彬　文部事縮襯健治
小塚新一・郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文剖津務官　　　佐々木智子

漂罐美術館長　　欝麟舳1：一　2罐言白礁
坂倉建築研究所長　　　　　　　　　　　　　庶務課課長補佐　　平井文雄
坂倉　準三　　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　　　　　　　　　　文部‘1溺官　　　肥後豊司

，1麟霊　　　　瓢観　寺尾敏明　文部技官　太田原武
谷川綻　　　　　矧醐官　幡さち子　燗館　白紬夫
株式会社丸善社長　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　　高橋志郎　　　　　　　　　　　　　大竹乙弘

司　忠　　　　　文治蹴　」i松立静　　　　　棺勝男
国立劇場理事長

寺中　作雄　　　　　　　　　　　　　文綱酪官　　　山崎純子　　　　　文部技官　　　　會田泰子

繋禦長　　　文部轍　浜田孝　　　　平d・節子
細川護立　　　　　文渦蹴　樋1｜泰　　　　　 羽山正公

日米文化教育テレビ番組交流協会　　　　　文部‘1溺官　　　　山王堂正行　　　　事業課

麗三郎　　　蜘蹴　酬・1枝　麟昏　穴沢一夫
国際文化会館専務理事　　　　　　　　　文部tll務官　　　中村繁子　　　　　　　　　　　　　．、

㌶蕊物館長　　文部聯伜酬　撒‖嘉査係長f高噸

麗誌　　　　　　撒し子　文幽　千足1申行
矢代　幸雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中正美　　　　　i三任研究官　　　　黒江光彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺尾節子　　～鵠灘蹄係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部技官　　　　　八重樫春樹

li任研究官　　　佐々木英也
（併）普及広報係長

文部技官

文剖播務官　　　安川一江

103



国立西洋美術館年報NO．3

発行＝1969年3月31日

編集＝国立西洋美術館東京都台東区上野公園

製作＝株式会社求龍堂kc・150

印刷＝凸版印刷株式会社

BULLETIN　ANNUEL　DU　MUSEE　NATIONAL
D’ART　OCCIDENTAL，　NO．3

Publi61e　31　mars　1969　par　le　Mus6e　National

dラArt　Occidental，　Tokyo

Imprimerie：Curieux・Do，　TOPPAN

C　　1969，　Printed　in　Japan


